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「
消
て
ふ
れ
」
百
韻
注
釈

吉
田

健
一
・
松
本

麻
子

元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
十
月
二
四
日
に
興
行
さ
れ
た
連
歌
百
韻
「
消
て
ふ
れ
」
の
注
釈
を
お
こ
な
っ
た
。
発
句
は
「
消
え
て
ふ
れ
見
る
度

ご
と
を
初
深
雪
」
で
、
里
村
紹
巴
の
孫
玄
陳
が
詠
ん
だ
。
脇
句
は
昌
俊
。
連
衆
に
は
若
か
り
し
頃
の
西
山
宗
因
も
お
り
、
豊
一
の
名
で
五
句
を
詠

ん
で
い
る
。
天
理
大
学
付
属
図
書
館
蔵
綿
屋
文
庫
『
連
歌
集

玄
仲
等
百
韻
外
』
に
所
収
さ
れ
る
百
韻
で
あ
る
。
本
文
は
『
西
山
宗
因
全
集

第

二
巻

連
歌
篇
二
』
（
西
山
宗
因
全
集
編
集
委
員
会
編
、
二
〇
〇
七
年
、
八
木
書
店
）
を
使
用
し
た
。
作
者
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
『
連
歌
辞
典
』

（
廣
木
一
人
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
、
『
国
書
人
名
辞
典
』
（
市
古
貞
次
他
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
～
一
九
九
九
年
）
、
『
俳
文
学
大

辞
典
』
（
尾
形
仂
他
編
、
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）
、
『
和
歌
大
辞
典
』
（
犬
養
廉
他
編
、
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
に
よ
っ
た
。

寄

合
語
の
項
に
は
、
『
連
珠
合
璧
集
』
（
『
連
語
論
集
一

中
世
の
文
学
』
、
木
藤
才
蔵
・
重
松
裕
巳
校
注
、
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
二
年
）
、
『
拾
花

集
』
『
随
葉
集
』
『
竹
馬
集
』
は
（
『
近
世
初
期
刊
行
連
歌
寄
合
書
三
種
集
成

翻
刻
・
解
説
編
』
深
沢
眞
二
、
清
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）
を
使
用

し
た
。
ま
た
、
引
用
し
た
和
歌
・
俳
諧
に
つ
い
て
は
新
編
国
歌
大
観
・
私
家
集
大
成
（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
日
本
文
学
Ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館
）
、
連
歌

に
つ
い
て
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
連
歌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
考
に
し
た
。

底
本
の
旧
漢
字
、
異
体
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
仮
名
書
き
と
な
っ
て
い
る
言
葉
の
一
部
を
漢
字
に
改
め
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
表
記
は

歴
史
的
仮
名
遣
い
に
し
、
踊
り
字
を
平
仮
名
に
改
め
、
濁
点
の
な
い
も
の
は
濁
点
を
施
し
た
。
こ
れ
ら
を
底
本
ど
お
り
に
復
元
で
き
る
よ
う
、
本

文
に
振
り
仮
名
で
示
し
た
。
ま
た
、
底
本
の
難
読
字
に
は
括
弧
付
き
で
振
り
仮
名
を
付
け
た
。
同
様
に
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
異
な
る
表
記
に
つ

い
て
も
、
括
弧
付
き
で
通
常
の
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
る
表
記
を
示
し
た
。
各
句
に
は
連
番
で
番
号
を
付
し
た
。
明
ら
か
な
誤
写
や
脱
字
と
思
わ

れ
る
箇
所
は
マ
マ
と
し
た
。
本
稿
の
注
釈
は
吉
田
が
担
当
し
、
松
本
が
最
終
的
な
加
筆
・
修
正
を
行
っ
た
。

一
消
え
て
し
ま
っ
た
ら
ま
た
す
ぐ
に
降

１

消
て
ふ
れ
見
る
度

ご
と

を
初

深
雪

玄
陳

連
歌
師
。
天
正
一
九
（
一
五
九
一
）
年
～
寛
文
五
（
一

一

二

三

れ
。
「
さ
だ
め
な
き
雲
の
絶
え
間
の
月
影

玄
陳

六
六
五
）
年
・
一
・
五
、
七
五
歳
。
里
村
氏
。

は
消
え
て
又
降
る
雪
か
と
ぞ
見
る
（
二

消
え
て
は
降
っ
て
ほ
し
い
。
見
る
度
に
初
深
雪

条
院
讃
岐
集
・
四
五
）
な
ど
の
歌
例
が

と
な
る
よ
う
に
。

こ
の
百
韻
が
催
さ
れ
た
の
は
十
月
二
十
四
日
で
あ
り
、
こ
の
冬

あ
る
も
の
の
、
消
え
た
と
思
っ
た
ら
す

初
め
て
の
深
雪
が
降
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
合
わ
せ

ぐ
降
る
と
い
う
意
味
の
歌
例
は
見
い
だ

て
主
客
の
玄
陳
は
冬
の
句
を
詠
ん
だ
。

せ
な
い
。
連
歌
例
に
「
消
え
て
降
る
一

日
や
夏
の
ふ
じ
の
雪
」
（
大
発
句
帳
・
肖

季
節
ー
冬
（
初
深
雪
）

柏
）
が
あ
る
。

二
歌
例
に
「
美
し
と
見
る
度
ご
と
に
撫

子
の
花
の
盛
り
は
懐
し
な
き
み
」
（
家
持

集
・
七
七
）
が
あ
る
。

三
こ
の
冬
最
初
の
深
雪
。
歌
例
に
「
初

深
雪
降
り
に
け
ら
し
な
あ
ち
ら
山
こ
し
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の
旅
人
そ
り
に
乗
る
ま
で
」
（
永
久
百
首

・
三
四
八
・
源
兼
昌
）
が
あ
る
。

一
本
文
マ
マ
。
日
が
寒
い
の
で
、
の
意
。

２

日

を
寒
み
ひ
ら
く
山
窓

昌
俊

佐
河
田
氏
。
尚
俊
と
も
称
し
た
か
。
号
は
壺
斎
。
天
正

一
（
マ
マ
）

二

例
に
「
日
を
寒
み
氷
も
と
け
ぬ
池
な
れ

昌
俊

七
（
一
五
七
九
）
年
～
寛
永
二
〇
（
一
六
四
三
）
年
。
六
五
歳
。

や
う
へ
は
つ
れ
な
き
深
き
わ
が
恋
」
（
源

初
深

雪

の
せ

い

で
日

中
に

な

っ
て

も

寒
い

の

今
回
の
連
歌
の
会
の
主
催
者
の
句
。
場
所
は
昌
俊
宅
で
あ
ろ
う
。

順
集
・
二
八
）
が
あ
る
。

で
、
せ
め
て
山
窓
を
開
け
て
外
の
景
色
を
眺
め
て

二
山
居
の
窓
の
こ
と
。
「
山
窓
、
山
の
あ

も
ら
う
こ
と
だ
。

前
句
の
「
初
深
雪
」
に
、
「
寒
み
」
と
つ
け
た
。
雪
が
降
り
粗
末

ひ
也
。
物
の
見
ゆ
る
躰
也
」
（
匠
材
集
）
。

な
山
居
は
寒
い
け
れ
ど
、
せ
め
て
山
窓
を
開
け
て
客
人
た
ち
に

主
催
者
の
昌
俊
に
よ
る
謙
遜
し
た
言
い

外
の
景
色
で
も
眺
め
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
趣
向
で
あ
ろ
う
。

方
。
歌
例
に
「
二
上
の
雲
路
は
る
か
に

呼
ぶ
声
を
し
る
べ
に
分
け
し
山
窓
の
月
」

季
ー
冬
（
寒
み
）

（
雲
玉
集
・
三
三
二
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
「
く
る
春
の
光
と
や
み
ん
消
や
ら

で
山
窓
寒
く
つ
も
る
白
雪
」
（
邦
高
親
王

御
詠
・
五
一
）
に
は
「
山
窓
、
歌
に
て

は
猶
不
幽
玄
候
歟
」
と
あ
る
。
俳
諧
の

例
に
、
『
消
て
ふ
れ
』
百
韻
に
近
い
時
期

に
作
ら
れ
た
「
山
窓
に
ふ
る
薄
雪
や
障

子
紙
」
（
犬
子
集
・
一
四
三
九
・
良
徳
）

が
あ
る
。

３

鶯
の

春
待
つ
声
は
聞
分
き
て

禅
昌

元
亀
二
（
一
五
七
一
）
年
～
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
。

一

二

・

一
鶯
は
春
を
告
げ
る
鳥
と
も
呼
ば
れ
て

禅
昌

六
一
歳
。
父
は
松
梅
院
禅
永
、
子
は
禅
意
。
里
村
紹
巴
と
親
し

い
る
。
歌
例
に
「
鶯
の
谷
よ
り
い
づ
る

（
山
窓
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
は
ず
の
）
春
を
待

く
、
豊
臣
秀
吉
や
毛
利
輝
元
の
一
族
な
ど
に
命
ぜ
ら
れ
、
古
典

声
な
く
ば
春
来
る
こ
と
を
誰
か
知
ら
ま

っ
て
鳴
く
鶯
の
声
は
、
聞
き
分
け
ら
れ
て
。

の
書
写
を
行
っ
た
。

し
」
（
古
今
集
・
春
上
・
一
四
・
大
江
千

里
）
、
「
梅
が
枝
に
結
ぶ
氷
も
春
た
て
ば

前
句
の
「
ひ
ら
く
山
窓
」
に
、
山
窓
を
開
く
と
鶯
の
声
が
聞

と
く
と
聞
き
つ
る
鶯
の
声
」
（
夫
木
抄
・

き
分
け
ら
れ
る
の
で
、
「
聞
分
て
」
と
付
け
た
。
頭
注
二
で
挙
げ

六
九
九
・
大
宰
大
弐
高
遠
）
な
ど
が
あ

た
『
古
今
集
』
歌
の
よ
う
に
、
ま
だ
寒
い
冬
で
あ
る
が
春
を
待

る
。

ち
望
み
、
鴬
の
鳴
き
声
は
窓
か
ら
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

二
聞
い
て
判
別
す
る
こ
と
。
鶯
の
声
を

と
し
た
も
の
。

聞
き
分
け
る
と
を
詠
ん
だ
歌
に
、
「
春
や

と
き
花
や
遅
き
と
聞
き
分
か
む
鶯
だ
に

季
ー
春
（
鶯
）
冬
（
春
待
つ
）

も
鳴
か
ず
も
あ
る
か
な
」
（
古
今
集
・
春
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上
・
三
七
・
藤
原
言
直
）
が
あ
り
、
本

句
の
本
歌
で
あ
ろ
う
。

一
「
か
つ
咲
く
」
と
「
梅
」
を
結
ん
だ

４

か
つ
咲
よ
り
も
深

き
梅
が
香

紹
由

生
没
年
未
詳
。
現
存
作
品
で
は
文
禄
五
（
一
五
九
六
）

一

二

ふ
か

歌
例
に
「
袖
の
上
に
か
つ
咲
く
梅
の
花

紹
由

年
五
月
一
〇
日
の
紹
之
・
能
札
と
の
三
吟
『
何
船
百
韻
』
以
降
、

の
香
を
深
く
ぞ
し
む
る
庭
の
春
風
」
（
草

梅
が
咲
く
よ
り
も
早
く
、
深
い
香
り
が
漂
っ
て

元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
二
月
二
八
日
の
百
韻
ま
で
の
会
に
一

根
集
・
二
六
八
一
）
が
あ
る
。

き
た
。

座
。
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
年
三
月
、
文
閑
ら
の
千
句
な
ど

二
歌
例
に
「
木
の
も
と
に
宿
と
は
い
か

に
も
参
加
。

に
狩
衣
立
ち
や
す
ら
ふ
も
深
き
梅
が
香
」

（
雪
玉
集
・
二
〇
〇
）
、
「
軒
ち
か
み
咲

前
句
の
「
聞
く
」
を
、
香
り
を
「
聞
く
」
と
取
り
な
し
、
梅
が

き
そ
ふ
木
々
の
下
風
に
か
ざ
さ
ぬ
袖
も

咲
く
前
か
ら
花
の
香
り
を
聞
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
付
け

深
き
梅
か
香
」
（
邦
高
親
王
御
詠
・
九
二

た
。

六
）
な
ど
が
あ
る
。

寄
合

鶯
ト
ア
ラ
バ
梅
（
連
珠
合
璧
集
・
三
六
三
）

一

霞
が
園
を
取
り
囲
む
籬
で
あ
る
、

５

霞
こ
そ
園
の
め
ぐ
り
の
籬
な
れ

季
ー
春
（
梅
）

一

二

と
い
う
意
。
霞
を
籬
に
見
立
て
て
い
る
。

宗
順

同
じ
趣
向
の
歌
に
「
た
ち
ど
ま
る
春
の

（
梅
が
香
の
漂
う
）
こ
の
霞
こ
そ
が
、
園
の
ま

宗
順

生
没
年
未
詳
。
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
生
存
。
古
田

へ
だ
て
の
霞
こ
そ
夏
の
籬
と
今
日
な
り

わ
り
を
取
り
囲
む
籬
で
あ
る
こ
と
だ
。

織
部
・
伊
達
政
宗
・
智
仁
親
王
ら
の
連
歌
会
に
参
加
し
、
安
楽

に
け
れ
」
（
拾
玉
集
・
三
〇
八
一
）
が
あ

庵
策
伝
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

る
。

二

霞
が
園
の
ま
わ
り
を
取
り
巻
い
て

前
句
の
「
深
き
梅
が
香
」
の
す
る
霞
が
、
園
の
周
囲
を
取
り
巻

い
る
さ
ま
。
「
め
ぐ
り
」
を
詠
む
歌
例
は

い
て
い
る
と
付
け
た
。
「
古
里
の
梅
の
籬
や
こ
れ
な
ら
む
霞
の
う

少
な
く
、
僅
か
な
歌
例
に
「
山
賤
や
め

ち
に
鶯
の
声
」
（
拾
玉
集
・
二
九
六
三
）
が
参
考
に
な
る
。

ぐ
り
の
う
ば
ら
引
き
捨
て
て
花
の
色
も

る
園
の
垣
内
」
（
松
下
集
・
三
二
四
〇
）

季
ー
春
（
霞
）

が
あ
る
。
連
歌
例
に
「
園
の
め
ぐ
り
に

高
き
村
竹
／
か
く
ろ
へ
て
霞
に
花
の
色

は
惜
し
」
（
嵯
峨
千
句
・
第
六
）
な
ど
が

あ
る
。

一
「
砌
」
は
き
わ
、
の
意
。
野
辺
の
際

６

砌
に
つ
づ
く
野
辺
の
長
閑
さ

道
哲

医
者

生
没
年
未
詳

元
和
・
寛
永
（
一
六
一
五
～
四

一

ゞ

二

ま
で
春
の
の
ど
け
さ
が
続
い
て
い
る
と

道
哲

四
年
）
頃
の
人
。
京
都
の
人
。
晩
年
は
堺
に
住
す
。
法
眼
。

い
う
こ
と
。
「
砌
に
つ
づ
く
」
と
詠
む
歌

園
を
ま
わ
り
を
取
り
囲
む
籬
の
際
ま
で
続
い
て

例
は
確
認
で
き
な
い
が
、
類
似
し
た
歌

い
る
野
辺
の
長
閑
な
景
色
で
あ
る
こ
と
よ
。

前
句
の
「
籬
」
を
園
の
境
界
と
取
り
、
そ
の
際
ま
で
続
い
て
い
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例
に
「
さ
ら
に
ま
た
動
き
や
出
づ
る
と

る
野
辺
の
長
閑
な
さ
ま
を
付
け
た
。

ば
か
り
に
砌
の
雪
に
続
く
山
の
端
」
（
後

十
輪
集
・
九
三
四
）
が
あ
る
。

季
ー
春
（
長
閑
）

二

野
辺
の
長
閑
さ
を
詠
む
歌
例
に
「
吹

き
う
つ
り
な
び
く
薄
の
末
々
を
長
閑
に

わ
た
る
野
辺
の
夕
風
」
（
風
雅
集
・
秋
上

・
一
四
一
・
花
園
院
）
、
「
長
閑
な
る
野

辺
の
ひ
ば
り
の
声
ま
で
も
雲
井
に
あ
が

る
道
は
迷
は
ず
」
（
宗
良
親
王
千
首
・
九

一
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
沢
水
」
と
「
氷
」
と
結
ん
だ
例
に

７

沢
水
の
月
の
氷
の
な
が
れ
出
て

豊
一
は
宗
因
の
別
号
。
慶
長
一
〇
（
一
六
〇
五
）
年
～
天
和
二

一

二

三

「
里
人
は
山
沢
水
の
薄
氷
と
け
に
し
日

豊
一

（
一
六
八
二
）
年
・
三
・
二
八
、
七
八
歳
。
西
山
氏
。
連
歌
師

よ
り
若
菜
つ
み
つ
つ
」
（
新
後
撰
集
・
春

沢
水
の
際
に
は
、
氷
の
よ
う
に
澄
ん
で
い
る
月

・
俳
諧
師
と
し
て
名
を
成
し
た
。

上
・
二
六
・
二
条
為
氏
）
な
ど
が
あ
る
。

が
映
り
、
月
光
が
ま
る
で
水
に
流
れ
出
て
い
る
よ

二
「
月
の
氷
」
は
澄
ん
で
氷
の
よ
う
に

う
で
。

前
句
の
「
砌
」
を
「
水
限
」
と
見
て
、
沢
水
と
応
じ
た
。
「
水
限
」

見
え
る
月
の
光
。
ま
た
、
月
光
が
水
に

に
は
冴
え
冴
え
と
し
た
月
の
光
が
映
り
、
月
が
水
と
と
も
に
流

映
っ
て
、
き
ら
き
ら
輝
く
さ
ま
。
歌
例

れ
て
く
よ
う
だ
と
詠
む
。
「
お
き
氷
る
夜
夜
半
の
砌
の
霜
の
上
に

に
「
難
波
潟
松
の
嵐
に
雲
消
え
て
月
の

ふ
け
て
さ
え
し
む
庭
の
月
影
」
（
伏
見
院
御
集
・
一
四
一
〇
）
な

氷
に
鴛
ぞ
立
つ
な
る
」
（
夫
木
抄
・
六
九

ど
の
歌
礼
が
あ
る
が
、
月
光
が
「
流
れ
出
て
」
と
表
現
し
た
点

七
七
・
慈
鎮
）
、
「
大
井
川
さ
や
か
に
う

が
眼
目
。
七
句
目
は
月
の
定
座
。
春
か
ら
秋
に
転
じ
た
。

つ
る
秋
の
夜
の
月
の
氷
に
か
か
る
白
波
」

（
新
千
載
集
・
秋
上
・
四
三
八
・
藤
原

季
ー
秋
（
月
）

為
世
）
な
ど
が
あ
る
。

三

こ
の
言
い
回
し
の
歌
例
に
「
山
路

よ
り
去
年
の
落
葉
の
流
れ
出
で
て
雪
げ

知
ら
る
る
春
の
山
風
」
（
雪
玉
集
・
四
一

九
八
）
が
あ
る
。
水
に
映
っ
た
月
の
姿

が
流
れ
出
る
と
い
う
言
い
方
は
、
豊
一

（
宗
因
）
自
身
の
句
で
あ
る
「
月
影
も

湯

殿

の

外

に

な

か

れ

出

」
（

宗

因

七

百

い
で

韻
・
一
）
が
あ
る
。

一

底
本
「
鴬
」
と
読
め
る
が
、
三
句

８

鴬

も
さ
そ
ふ
風
の
浮

き

草

信
助

不
明

一

二

う
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に
も
鴬
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
前
句
は
秋

信
助

の
句
で
も
あ
っ
て
不
審
。
誤
写
か
。
類

沢
水

の
上
の

風
に

漂
う
浮
き
草
は

、
鶯
も
誘

月
の
光
が
映
る
沢
水
に
、
浮
き
草
を
付
け
た
。
頭
注
に
挙
げ
た

似
し
た
言
い
回
し
の
歌
の
例
に
、
「
花
の

っ
て
い
る
こ
と
だ
。

よ
う
に
「
鴬
」
が
不
審
で
あ
る
が
、
風
が
に
漂
う
浮
き
草
が
、

香
を
風
の
便
り
に
た
ぐ
へ
て
ぞ
鶯
さ
そ

誘
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
詠
ん
だ
。

ふ
し
る
べ
に
は
や
る
」
（
古
今
集
・
春
上

寄
合

誘
ふ
ト
ア
ラ
バ
浮
草

・
一
三
・
紀
友
則
）
が
あ
る
。

（
連
珠
合
璧
集
・
八
六
一
）

二

歌
例
に
「
朝
露
も
ち
り
か
ひ
な
び

く
柳
風
鶯
さ
そ
へ
池
の
浮
き
草
」
（
草
根

季
ー
春
（
鶯
）
夏
（
浮
き
草
）

集
・
五
〇
七
）
、
「
人
は
み
な
風
の
浮
き

草
か
た
よ
り
に
な
び
き
て
ぞ
み
る
青
柳

の
糸
」
（
挙
白
集
・
一
四
八
）
が
あ
る
。

一

田
に
降
る
雨
を
「
涼
し
」
と
し
た

９

涼
し
さ
や
暮
る
る
田

づ
ら
の
雨
な

ら

慶
純

生
没
年
未
詳
。
天
正
～
元
和
（
一
五
七
三
～
一
六
二
四

一

・

二

三

歌
例
に
「
暮
れ
か
か
る
外
面
の
小
田
の

ん

慶

順

年
）
頃
の
人
。
中
村
氏
。
京
都
の
人
。
紹
巴
の
門
人
。
茶
道
を

（
純
）

む
ら
雨
に
涼
し
さ
そ
へ
て
と
る
早
苗
か

涼
し
さ
を
感
じ
る
の
は
、
風
が
吹
い
て
、
夕
方

小
堀
遠
州
に
学
ぶ
。

な
」
（
風
雅
集
・
洞
院
公
泰
・
三
四
九
）

の
田
の
表
に
雨
が
降
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

が
あ
り
、
類
似
し
た
趣
向
で
あ
る
。

前
句
の
「
浮
き
草
」
の
生
え
る
所
を
「
田
づ
ら
」
と
応
じ
た
。

二
「
田
づ
ら
」
は
、
田
の
あ
た
り
。
田

の
ほ
と
り
。
ま
た
、
田
。
歌
例
に
「
早

寄
合

草
に
田
づ
ら
（
拾
花
集
三
三
六
）

苗
を
ば
田
づ
ら
の
雨
に
と
り
わ
び
て
賤

が
袂
や
濡
れ
ま
さ
る
ら
ん
」
（
常
縁
集
・

季
ー
夏
（
涼
し
さ
）
）

七
七
）
な
ど
が
あ
る
。

三

こ
の
言
い
回
し
の
歌
例
に
「
神
無

月
い
か
に
時
雨
る
る
雨
な
ら
ん
里
わ
く

こ
ろ
も
知
ら
ぬ
袖
か
な
」
（
心
敬
集
・
五

七
）
な
ど
が
あ
る
。

一

苫
で
屋
根
を
葺
い
た
家
。
苫
葺
き

苫
屋
に
帰
る
松
が
ね
の
道

行
生

不
明

一

二

10

の
粗
末
な
小
屋
。
苫
屋
を
詠
ん
だ
歌
と

行
生

し
て
は
「
見
わ
た
せ
ば
花
も
紅
葉
も
な

田
づ
ら
に
雨
が
降
っ
て
涼
し
く
な
っ
た
夕
暮
れ

前
句
の
「
涼
し
さ
や
暮
る
る
」
を
「
夕
涼
み
」
と
取
り
な
し
、
「
松

・

か
り
け
り
浦
の
苫
屋
の
秋
の
夕
暮
れ
」

に
、
苫
屋
に
帰
っ
て
行
く
人
が
い
る
。
松
の
根
が

が
ね
に
夕
涼
み
す
る
浦
人
の
心
も
知
ら
ず
潮
ぞ
満
ち
く
る
」
（
万

（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
三
・
藤
原

見
え
る
道
を
通
っ
て
。

代
集
・
七
五
七
・
藤
原
家
隆
）
か
ら
「
松
が
ね
」
と
付
け
た
。

定
家
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

二

松
の
木
の
根
。
歌
例
に
「
大
伴
の
高

季
ー
無
季
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師
の
浜
の
松
が
根
を
枕
き
寝
れ
ど
家
し

偲
は
ゆ
」
（
万
葉
集
・
巻
一
・
雑
・
六
六

・
置
始
東
人
）
、
「
松
が
ね
も
岩
ほ
も
苔

の
道
た
え
て
落
葉
に
む
せ
ぶ
山
の
下
水
」

（
草
根
集
・
九
六
〇
一
）
な
ど
が
あ
る
。

一

山
賎
は
、
猟
師
・
き
こ
り
な
ど
山

山
賎
の
お
も
き
薪
は
取
捨
て
て

玄
的

里
村
北
家
の
連
歌
師
。
文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
～
慶

一

二

・

11

中
に
生
活
す
る
、
身
分
低
く
情
趣
や
条

玄
的

安
二
（
一
六
五
〇
）
年
。
五
八
歳
。
伝
翁
。
玄
仍
の
次
男
。
兄

理
を
解
さ
な
い
人
。
ま
た
、
ひ
ろ
く
身

松
が
根
の
道
を
急
ぐ
山
が
つ
は
、
重
い
薪
を
捨

は
玄
陳
。
宗
因
と
の
両
吟
や
、
風
庵
の
追
善
独
吟
百
韻
な
ど
を

分
の
卑
し
い
者
を
い
う
。
歌
例
に
「
山

て
て
行
く
こ
と
だ
。

行
っ
た
。
後
に
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
。

賤
と
人
は
言
へ
ど
も
時
鳥
ま
づ
初
声
は

我
の
み
ぞ
聞
く
」
（
拾
遺
集
・
夏
・
一
〇

前
句
の
苫
屋
に
帰
る
人
物
を
山
中
で
暮
ら
す
山
が
つ
に
見
立
て

三
・
坂
上
是
則
）
な
ど
が
あ
る
。「
山
賤
」

た
。
背
中
の
重
い
薪
を
道
ば
た
に
置
い
て
家
路
を
急
ぐ
の
で
あ

が
猟
師
や
き
こ
り
の
住
む
家
の
意
味
で

ろ
う

。

用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
用
例

と
し
て
、
「
あ
な
恋
し
今
も
見
て
し
が
山

季
ー
無
季

賤
の
垣
ほ
に
咲
け
る
大
和
撫
子
」
（
古
今

集
・
恋
四
・
六
九
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
」

が
あ
る
。

二

重
い
薪
を
運
ぶ
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
と

し
て
「
山
人
の
歌
ふ
声
さ
へ
た
ど
た
ど

し
重
き
薪
の
く
る
る
か
け
ぢ
に
」
（
後
十

輪
集
・
一
三
九
六
）
、
「
山
人
の
重
き
薪

の
道
遠
み
急
ぐ
と
す
る
も
暮
る
る
空
か

な
」（
同
前
・
一
三
九
八
）
な
ど
が
あ
る
。

一

歌
例
に
「
や
ま
し
ろ
の
い
は
た
の

つ
か
れ
来
ぬ
れ
ば

駒
休
む
ら
し

政
直

俳
諧
作
者
。
生
没
年
未
詳
。
寛
永
二
〇
（
一
六
四
三
）

一

二

12

早
苗
と
る
た
ご
の
つ
か
れ
に
休
む
森
の

政
直

年
ご
ろ
没
か
。
本
名
、
中
井
次
兵
衛
。
『
俳
諧
大
系
図
』
に
載
る

下
か
げ
」
（
夫
木
抄
・
二
五
六
二
・
藤
原

重
い
薪
を
運
ぶ
の
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

鈴
木
氏
は
同
一
人
か
。
『
犬
子
集
』
『
鷹
筑
波
集
』
『
毛
吹
草
』
な

信
実
）
、
「
か
り
わ
た
る
疲
れ
の
鳥
に
あ

馬
も
休
む
よ
う
だ
。

ど
に
句
が
多
く
載
る
貞
門
初
期
の
俳
士
。
貞
徳
判
独
吟
百
韻
も

は
ん
と
や
恋
す
る
鷹
の
空
に
ま
つ
ら
ん
」

あ
る
。

（
同
前
・
七
四
〇
三
・
藤
原
顕
仲
）
。

二
「
駒
休
む
」
の
歌
例
に
「
駒
な
べ
て

前
句
で
重
き
薪
を
取
り
捨
て
た
が
、
そ
れ
は
薪
を
運
ん
で
い
た
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こ
こ
に
し
ば
し
や
休
ら
は
ん
み
ま
く
さ

馬
が
疲
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
す
。

も
良
き
あ
す
か
井
の
陰
」
（
夫
木
抄
・
一

二
四
四
二
・
野
宮
左
大
臣
）
、
「
雨
に
ま

季
ー
無
季

す
み
づ
の
御
牧
の
草
が
く
れ
か
ら
で
も

駒
の
休
む
日
は
な
し
」
（
草
根
集
・
二
四

〇
二
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
ま
だ
き
」
は
、
早
い
時
期
、
時
点
。

速

よ
り
旅
の
宿
り
を
か
り
衣

住
円

不
明

一
（
ま
だ
き
）

二

三

13

歌
例
に
「
誰
が
秋
に
あ
ら
ぬ
も
の
ゆ
ゑ

住
円

女
郎
花
な
ぞ
色
に
い
で
て
ま
だ
き
移
ろ

馬
が
疲
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
早
い
時
間
に
旅
の

前
句
を
馬
で
の
旅
の
句
と
取
り
な
し
、
馬
が
疲
れ
て
し
ま
っ
た

ふ
」
〈
古
今
集
・
秋
上
・
二
三
二
・
紀
貫

宿
り
を
借
り
た
。
狩
衣
姿
で
。

の
で
早
い
時
間
に
宿
に
入
っ
た
と
し
た
。
な
お
、
「
か
り
衣
」
は

之
）
、
「
淡
雪
は
降
り
も
や
ま
な
ん
ま
だ

「
宿
り
を
借
り
」
と
「
狩
衣
」
を
掛
け
る
。

き
よ
り
待
た
る
る
花
の
散
る
と
ま
が
ふ

寄
合

に
」
（
玉
葉
集
・
春
上
・

三
二
・
藤
原

宿
り
求
る
に
は
…
駒
の
疲
る
ヽ
…

（
随
葉
集
三
九
三
）

為
家
）
な
ど
。

二
「
旅
の
宿
り
」
の
歌
例
に
「
草
枕
旅

季
ー
無
季

の
宿
り
の
露
け
く
は
は
こ
ぶ
ば
か
り
の

風
も
吹
か
な
ん
」（
御
堂
関
白
集
・
三
五
）

が
あ
る
。

三

旅
の
衣
装
。
歌
例
に
「
か
り
衣
た

ち
う
き
花
の
か
げ
に
来
て
行
く
末
く
ら

す
春
の
旅
人
」
（
玉
葉
集
・
旅
・
一
一
三

二
・
藤
原
定
家
）
、
「
か
り
衣
袖
の
涙
に

や
ど
る
夜
は
月
も
旅
寝
の
心
地
こ
そ
す

れ
」
（
千
載
集
・
羈
旅
・
五
〇
九
・
崇
徳

院
）
な
ど
が
あ
る
。

一

歌
例
に
「
は
は
そ
山
峰
の
嵐
の
風

岑
の
嵐
に
越
え
の
こ
す
袖

順
息

不
明

一

二

・

三

14

を
い
た
み
ふ
る
言
の
葉
を
か
き
ぞ
集
む

順
息

る
」
（
後
撰
集
・
雑
四
・
一
二
八
九
・
紀

旅
の
宿
り
を
出
て
、
峰
を
越
え
よ
う
と
し
た
が
、
前
句
の
「
か
り
衣
」
に
、
い
づ
く
に
か
今
夜
は
宿
を
か
り
衣
日

貫
之
）
が
あ
る
。

嵐
の
た
め
に
越
え
ら
れ
な
い
で
居
る
。
か
り
衣
の

も
夕
暮
の
峰
の
嵐
に
」
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
五
二
・
藤
原
定

二

峰
を
越
え
切
る
こ
と
が
で
き
な
い

袖
ま
で
も
。

家
）
を
基
に
「
岑
の
嵐
」
と
付
け
た
。

こ
と
。
歌
例
に
「
越
え
の
こ
す
峰
の
白

寄
合

雲
今
日
も
又
よ
そ
め
ば
か
り
の
花
に
く

か
り
衣
に
は
…
越
残
す
山

（
拾
花
集
二
八
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ら
し
つ
」
（
柏
玉
集
・
二
二
一
七
）
、
「
こ

三
）

え
残
す
嶺
の
嵐
の
今
宵
だ
に
夢
や
は
た

か
り
枕

付
合
ニ
ハ
…
こ
え
残

す
山
…

（
竹
馬
集
四
四
五
）

の
む
す
ず
の
か
り
ふ
し
」
（
春
夢
草
・
一

九
七
一
）
な
ど
。

季
ー
無
季

三

衣
装
の
一
部
と
し
て
峰
を
越
え
る
袖

を
詠
ん
だ
歌
に
「
嶺
こ
ゆ
る
雲
の
衣
を

ぬ
ぎ
す
て
て
く
だ
れ
ば
薄
き
袖
の
上
風
」

（
草
根
集
・
三
〇
一
八
）
が
あ
る
。

紅
葉
ば
も
時
雨
が
ま
し
く
散
出
て

昌
琢

里
村
南
家
初
代
。
天
正
二
（
一
五
七
四
）
年
？
～
寛
永

一

二

三

15

一
「
紅
葉
」
と
「
時
雨
」
を
結
ん
だ
歌

昌
琢

一
三
（
一
六
三
六
）
年
。
昌
叱
の
子
。
母
は
紹
巴
の
娘
。
子
は

に
「
行
く
秋
の
形
見
な
る
べ
き
紅
葉
ば

峰
を
覆
っ
て
い
る
紅
葉
の
葉
も
ま
る
で
時
雨
の

昌
程
。
紹
巴
を
は
じ
め
主
要
連
歌
師
た
ち
が
没
し
た
慶
長
頃
か

も
あ
す
は
時
雨
と
降
り
や
ま
が
は
む
」

よ
う
に
ぱ
ら
ぱ
ら
と
散
り
始
め
た
。

ら
、
連
歌
界
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
。

（
新
古
今
集
・
秋
下
・
五
四
五
・
藤
原

兼
宗

）
、
「
む
ら
雲
の
時
雨
れ
て
そ
む
る

前
句
の
「
嵐
」
か
ら
寄
合
語
の
「
嶺
の
木
の
葉
」
を
想
起
し
、

紅
葉
ば
は
薄
く
濃
く
こ
そ
色
に
み
え
け

そ
れ
を
「
紅
葉
ば
」
に
転
じ
た
。

れ
」
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
五
四
・
覚
延

寄
合

法
師
）
な
ど
が
あ
る
。

嵐
ト
ア
ラ
バ
…
嶺
の
木
の
葉･

･

（
連
珠
合
璧
集
五
〇
）

二
「
が
ま
し
」
は
「
…
ら
し
い

」
、
「
…

紅
葉
ト
ア
ラ
バ
…
時
雨
…
（
連
珠
合
璧
集
三
一
八
）

の
き
ら
い
が
あ
る
」
の
意
。
歌
例
に
「
深

山
辺
の
時
雨
て
わ
た
る
か
ず
ご
と
に
か

季
ー
秋
（
紅
葉
ば
）

ご
と
が
ま
し
き
玉
が
し
は
か
な
」
（
千
載

集
・
冬
・
四
一
一
・
源
国
信
）
な
ど
。

三
「
紅
葉
」
と
「
散
る
」
が
共
に
出
て

く
る
歌
と
し
て
「
槙
の
屋
に
時
雨
の
音

の
変
る
か
な
紅
葉
や
深
く
散
り
積
る
ら

む
」
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
五
八
九
・
藤

原
実
房
）
、
「
時
雨
れ
つ
る
雲
も
日
影
に

染
め
ら
れ
て
紅
葉
を
散
ら
す
峰
の
木
枯
」

（
拾
員
愚
草
員
外
集
・
三
九
一
）
な
ど

が
あ
る
。

一
「
寝
覚
め
さ
び
し
き
」
が
出
て
く
る

寝
覚
め
さ
び
し
き
秋
の

あ
か
つ
き

昌
俔

里
村
南
家
。
天
正
一
六
（
一
五
八
八
）
年
～
慶
安
四
（
一

一

・

二

三

16

歌
に
「
来
し
方
を
思
ひ
出
で
ず
は
暁
の

昌
俔

六
五
一
）
年
。
六
四
歳
。
昌
叱
の
子
で
、
兄
に
昌
琢
、
子
に
昌

寝
覚
の
床
や
さ
び
し
か
ら
ま
し
」
（
新
千

紅
葉
が
時
雨
の
よ
う
に
パ
ラ
パ
ラ
降
っ
た
の
で

通
が
い
る
。
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載
・
雑
下
・
二
一
一
六
・
よ
み
人
し
ら

目
が
覚
め
て
し
ま
っ
た
、
寂
し
い
秋
の
明
け
方
で

ず
）
が
あ
る
。

あ
る
。

前
句
の
「
時
雨
」
に
「
寝
覚
め
」
と
付
け
た
。

二

秋
の
寝
覚
め
の
寂
し
さ
を
詠
ん
だ
歌

寄
合

に
、
「
秋
深
み
寝
覚
め
の
床
の
さ
び
し
き

時
雨
ト
ア
ラ
バ
、
…
ね
覺
…

に
あ
は
れ
を
そ
ふ
る
虫
の
声
々
」
（
教
長

（
連
珠
合
完
璧
集
三
九
）

集
・
四
七
〇
）
、
「
暁
の
寝
覚
め
の
空
に

さ
び
し
き
は
霞
隠
れ
の
有
明
の
月
」
（
他

季
ー
秋
（
秋
の
あ
か
つ
き
）

阿
上
人
集
・
四
一
七
）
な
ど
が
あ
る
。

三
「
秋
の
あ
か
つ
き
」
の
歌
例
に
「
山

寺
に
秋
の
暁
寝
覚
め
し
て
虫
と
と
も
に

ぞ
な
き
あ
か
し
つ
る
」
（
明
恵
上
人
集
・

四
二
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
き
り
ぎ
り
す
」
は
「
こ
お
ろ
ぎ
」

き
り
ぎ
り

す
我
友
な

ら
ぬ
狭
莚
に

宣
滋

不
明

一

二

三

17

の
古
名
。
歌
例
に
「
き
り
ぎ
り
す
そ
こ

宣
滋

と
は
見
え
ぬ
庭
の
面
の
く
れ
ゆ
く
草
の

寂
し
い
明
け
方
に
は
、
き
り
ぎ
り
す
が
私
の
友

前
句
の
「
さ
び
し
き
」
に
「
我
友
な
ら
ぬ
」
と
付
け
た
。
友
と

か
げ
に
な
く
な
り
」
（
新
後
撰
集
・
秋
下

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
に
私
の
寝
床
で
あ
る
狭

一
緒
で
あ
れ
ば
寂
し
さ
が
紛
れ
る
が
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
の
仲
で

・
三
九
九
・
後
二
条
天
皇
）
な
ど
。

い
筵
に
よ
く
来
て
く
れ
る
。

は
な
い
の
で
、
「
我
友
」
を
「
な
ら
ぬ
」
と
否
定
し
た
の
で
あ
ろ

二
「
人
以
外
の
も
の
を
友
と
す
る
歌
に

う
。
き
り
ぎ
り
す
を
友
と
し
た
い
と
す
る
歌
に
「
な
き
あ
か
す

「
い
か
に
せ
ん
佐
保
の
川
原
の
霧
の
間

友
と
は
聞
け
ど
き
り
ぎ
り
す
思
ふ
心
は
か
よ
ひ
し
も
せ
じ
」
（
玉

に
我
が
友
千
鳥
鳴
き
て
た
ち
ぬ
る
」
（
拾

葉
集
・
秋
上
・
六
一
七
・
京
極
為
教
が
あ
る
。

玉
集
・
四
三
五
四
）
、
「
う
き
身
を
も
思

ひ
な
捨
て
そ
秋
の
月
昔
よ
り
見
し
友
な

季
ー
秋
（
き
り
ぎ
り
す
）

ら
ぬ
か
は
」
（
続
後
撰
集
・
秋
中
・

三

六
八
・
藤
原
隆
房
）
な
ど
が
あ
る
。

三
「
狭
筵
」
は
幅
の
狭
い
筵
。
ま
た
、

短
い
筵
。
歌
例
に
「
さ
む
し
ろ
に
衣
か

た
し
き
今
宵
も
や
我
を
ま
つ
ら
ん
宇
治

の
橋
姫
」
（
古
今
集
・
恋
四
・
六
八
九
・

よ
み
人
し
ら
ず
）
、
「
き
り
ぎ
り
す
な
く

や
霜
夜
の
さ
む
し
ろ
に
衣
か
た
し
き
独

り
か
も
寝
ん
」
（
新
古
今
集
・
秋
下
・
五

一
八
・
九
条
良
経
）
な
ど
が
あ
る
。
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一
「
月
」
と
「
涙
」
を
結
ん
だ
歌
に
「
い

月
も
涙
や
そ
ふ
る
草
ぶ
き

重
信

不
明

一

一

三

18

か
に
せ
ん
さ
ら
で
憂
き
世
は
な
ぐ
さ
ま

重
信

ず
頼
み
し
月
も
涙
落
ち
け
り
」
（
千
載
集

き
り
ぎ
り
す
が
鳴
い
て
い
る
の
は
泣
い
て
い
る

前
句
の
「
友
」
に
「
月
」
を
付
け
た
。

・
雑
上
・
一
〇
〇
四
・
藤
原
定
家
）
、「
夜

の
だ
ろ
う
。
そ
の
夜
に
自
分
も
月
を
見
て
い
る
う

寄
合

な
夜
な
の
月
も
涙
に
く
も
り
に
き
影
だ

ち
に
涙
が
出
て
き
た
の
で
、
そ
れ
を
き
り
ぎ
り
す

友
ト
ア
ラ
バ
、
花

月

雪
…

に
見
せ
ぬ
人
を
恋
ふ
と
て
」
（
新
千
載
集

の
泣
き
声
に
添
え
た
。
草
葺
き
の
家
で
。

（
連
珠
合
壁
集
五
三
二
）

・
恋
一
・
一
一
四
八
）
な
ど
が
あ
る
。

二

「
そ
ふ
る
」
の
歌
例
に
「
あ
は
れ
知

季
ー
秋
（
月
）

る
空
も
心
の
あ
り
け
れ
ば
涙
に
雨
を
添

ふ
る
な
り
け
り
」
（
山
家
集
・
八
二
九
）

が
あ
る
。

三

草
葺
き
の
粗
末
な
家
。
歌
例
に
「
こ

や
の
池
の
芦
の
枯
葉
の
草
ぶ
き
や
共
寝

の
を
し
の
栖
な
る
ら
ん
」
（
夫
木
抄
・
六

九
三
六
・
藤
原
俊
成
）
、
「
今
夜
こ
そ
月

を
い
れ
け
れ
草
葺
の
露
も
雫
も
深
き
軒

端
に
」
（
今
川
氏
真
詠
草
・
五
〇
〇
）
。

一

「
お
と
ろ
ふ
る
世
」
は
自
分
を
含
め

お
と
ろ
ふ
る
世
に
忍
ぶ
こ
そ
昔
な

れ

貞
重

不
明

一

二

19

て
衰
え
て
し
ま
っ
た
世
の
こ
と
。
歌
例

貞
重

に
「
な
に
事
も
お
と
ろ
ふ
る
世
に
思
ふ

草
葺
き
の
古
屋
に
住
む
自
分
だ
け
で
な
く
世
も

前
句
の
「
草
ぶ
き
」
を
草
葺
き
の
古
家
の
軒
端
と
取
り
な
し
、「
百

か
な
さ
こ
そ
昔
の
秋
の
夜
の
月
」
（
拾
塵

衰
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
し
の
ぶ
の
は
、

敷
き
や
古
き
軒
ば
の
し
の
ぶ
に
も
猶
余
り
あ
る
昔
な
り
け
り
」

集
・
八
四
三
）
が
あ
る
。

さ
か
ん
だ
っ
た
昔
の
こ
と
だ
け
だ
。

（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
一
二
〇
四
・
順
徳
院
）
か
ら
、
「
忍
ぶ
」

二

歌
例
に
「
時
鳥
木
ぶ
か
き
森
の
一

と
付
け
た
。

声
は
世
に
忍
ぶ
ら
ん
程
を
し
れ
と
や
」

寄
合

（
柏
玉
集
・
四
七
七
）
、
「
方
々
に
は
か

忍
草
ト
ア
ラ
バ

ふ
る
屋
の
軒
端

昔

軒
の
板
間
…
（
連

な
か
る
べ
き
こ
の
世
か
な
有
を
思
ふ
も

珠
合
璧
集
二
五
九
）

な
き
を
忍
ぶ
も
」
（
西
行
上
人
集
・
三
九

四
）
な
ど
。

季
ー
無
季

一
「
つ
ら
ぬ
」
は
「
つ
な
ぐ
」
、
「
連
続

つ

ら
ぬ
る
ま
ま
の
歌
の
哀
さ

景
治

不
明

一

ゝ

二

20

さ
せ
る
」
の
意
。
歌
例
に
「
紫
に
つ
ら

景
治

ぬ
る
袖
や
う
つ
る
ら
ん
雲
の
上
ま
で
匂

衰
え
て
し
ま
っ
た
世
と
違
っ
て
、
連
綿
と
連
な

前
句
の
「
お
と
ろ
ふ
る
」
に
「
つ
ら
ぬ
る
」
と
付
け
た
。

ふ
し
ら
菊
」
（
玉
葉
集
・
秋
下
・
七
七
四

る
歌
に
は
深
い
趣
が
あ
る
。

「
歌
の
哀
さ
」
は
、
『
古
今
集
』
仮
名
序
の
「
生
き
と
し
生
け
る
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・
西
園
寺
実
氏
）
な
ど
。
句
例
に
「
頼

も
の
い
づ
れ
か
歌
を
詠
ま
ざ
り
け
る
」
の
段
を
下
敷
き
に
し
て

政
が
お
も
ひ
入
た
る
恋
心
（
政
信
）
／

い
る
と
思
わ
れ
る
。

連
ぬ
る
歌
の
義
理
の
深
さ
よ
（
安
静
）
」

・

（
紅
梅
千
句
・
六
二
五
／
六
二
六
）
が

季
ー
無
季

あ
る
。

二

歌
例
は
見
い
だ
せ
な
い
。
俳
諧
の

例
に
「
歌
の
あ
は
れ
は
読
む
す
べ
し
ら

ず
／
あ
た
ら
夜
の
月
と
花
と
を
う
か
う

か
と
」
（
時
勢
粧
・
三
二
八
九
／
三
二
九

〇
）
、
「
鬼
し
う
は
な
き
心
を
見
せ
ん
／

人
知
れ
ず
歌
の
哀
れ
を
か
き
口
説
き
」

・

・

（
同
前
・
六
二
八
〇
／
六
二
八
一
）
な

ど
が
あ
る
。

一
「
花
に
あ
か
ぬ
」
を
用
い
た
歌
の
例

花
に
あ
か
ぬ
心

を
い
は
ふ
今
日
の
賀

昌
俊

不
明

一

二

三

21

に
「
花
に
あ
か
ぬ
心
な
ら
ひ
に
夏
衣
け

に

昌
俊

ふ
白
妙
の
袖
も
も
の
う
し
」
（
宝
治
百
首

花
に
十
分
満
足
し
て
い
な
い
心
持
ち
の
よ
う
で

前
句
の
「
歌
」
（
和
歌
）
を
め
で
た
い
席
で
の
祝
い
の
歌
（
雅
楽

・
八
四
〇
・
下
野
）
が
あ
る
。

あ
る
が
、
雅
楽
を
奏
し
て
お
祝
い
す
る
と
し
よ
う
。
な
ど
）
と
取
り
な
し
、
こ
れ
に
「
い
は
ふ
」
と
付
け
た
。

二
「
心
」
と
「
い
は
ふ
」
を
結
ぶ
歌
例

今
日
の
め
で
た
い
席
で
。

寄
合

に
「
春
日
野
に
若
菜
摘
み
つ
つ
万
代
を

歌

付
合
ニ
ハ
…
く
む
酒

賀

…
（
竹
馬
集
五
九
九
）

よ
ろ
こ
び

祝
ふ
心
は
神
ぞ
知
る
ら
ん
」
（
古
今
集
・

哥
ト
ア
ラ
バ
…
い
は
ひ
…

（
連
珠
合
璧
集
八
二
〇
）

賀
・
三
五
七
・
素
性
法
師
）
が
あ
る
。

句
例
に
「
謹
ん
で
屏
風
の
絵
な
る
月
を

季
ー
春
（
花
）

見
て
／
今
日
の
賀
祝
ひ
申
す
口
上
（
宗

因
千
句
・
六
九
／
七
〇
）
が
あ
る
。

一

歌
例
に
「
末
遠
き
春
の
む
か
へ
の

か

ず
か
ず
ぞ
酌
む
春
の
さ
か
づ
き

前
句
の
「
い
は
ふ
」
に
「
酌
む
」
と
付
け
た
。
な
お
、
本
句
に

一

・

二

22

み
つ
ぎ
も
の
数
々
は
こ
ぶ
に
ま
の
里
人
」

玄
陳

は
『
源
氏
物
語
』
「
花
宴
」
の
「
花
の
に
ほ
ひ
も
け
お
さ
れ
て
な

（
夫
木
抄
・
一
四
五
七
一
・
大
蔵
卿
数

今
日
の
賀
を
祝
っ
て
何
度
で
も
酌
む
こ
と
に
し

か
な
か
こ
と
ざ
ま
し
に
な
む
」
の
面
影
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

隆
）
な
ど
が
あ
る
。
連
歌
の
例
と
し
て
、

よ
う
、
春
の
さ
か
づ
き
を
。

慶
長
九
（
一
六
〇
四
）
年
六
月
二
八
日

寄
合

興
行
の
百
韻
に
「
下
が
下
ま
で
す
な
ほ

賀

付
合
ニ
ハ

酒
の
席

な
る
時
／
盃
は
数
々
に
し
も
と
り
か
は

（
竹
馬
集
六
二
〇
）

し
」
（
四
四
／
四
五
）
が
あ
る
。

祝

言

付
合
ニ
ハ

立
春
…

酌

酒
…
（
竹
馬
集
六
二
一
）

こ
と
ふ
き

く
む
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二

歌
例
に
「
散
る
花
を
け
ふ
の
ま
と

ゐ
の
光
に
て
浪
間
に
め
ぐ
る
春
の
さ
か

季
ー
春
（
春
）

づ
き
」
（
夫
木
抄
・
一
七
三
九
・
藤
原
良

経
）
、
「
か
き
な
が
す
は
の
字
の
水
は
絶

え
は
て
て
空
に
の
み
見
る
春
の
さ
か
づ

き
」
（
夫
木
抄
・
一
七
五
三
・
権
僧
正
公

朝
）
な
ど
が
あ
る
。

一

歌
例
に
「
あ
ま
を
舟
ひ
き
網
の
綱

永

き
日
は
か
は
る
が
は
る
の
鞠
の
袖

前
句
の
「
春
」
に
「
永
き
日
」
と
付
け
た
。
な
お
、
本
句
は
『
源

一

・

二

三

23

の
な
が
き
日
は
く
る
る
も
ほ
ど
の
さ
も

紹
由

氏
物
語
』「
若
菜
上
」
で
女
三
宮
の
子
猫
が
御
簾
を
上
げ
た
た
め
、

ぞ
ひ
さ
し
き
」
（
新
六
帖
・
二
二
八
）
、

春
の
酒
を
酌
み
交
わ
す
永
き
日
、
庭
で
は
若
者

柏
木
が
女
三
宮
を
見
る
場
面
の
少
し
前
、
若
者
た
ち
が
庭
で
蹴

「
青
柳
の
か
づ
ら
き
山
の
永
き
日
は
空

た
ち
が
代
わ
る
代
わ
る
に
蹴
鞠
を
し
て
、
袖
を
揺

鞠
に
興
じ
て
い
る
場
面
の
面
影
が
あ
る
。

も
み
ど
り
に
あ
そ
ぶ
い
と
ゆ
ふ
」
（
夫
木

ら
し
て
い
る
。

寄
合

春
の
心
、
〈
春
と
い
ふ
詞
を

添
へ
て
は
な
に
と
も
い
ふ

抄
・
一
〇
〇
四
・
藤
原
定
家
）
な
ど
が

べ
し
〉

あ
る
。

月
の
霞
む
〈
朧
と
も

三
日
月

在
明

お
ぼ
ろ
〉
…
永
日

二

歌
例
に
「
秋
山
に
き
ば
む
木
の
葉

〈
遲

日

春
の
日
〉
…(

連
珠
合
璧
集
八
八
九)

の
う
つ
ろ
は
ば
か
は
る
が
は
る
や
秋
を

見
ま
ほ
し
」
（
和
歌
童
蒙
抄
・
九
五
六
）

季
ー
春
（
永
き
日
）

が
あ
る
。
句
例
に
「
か
は
る
が
は
る
薪

の
能
を
芝
の
上
」
（
時
勢
粧
・
四
六
五
八

・
次
末
）
が
あ
る
。

三
「
鞠
の
袖
」
の
歌
例
、
句
例
、
連
歌

の

例

は

い

ず

れ

も

見

い

だ

せ

な

い

。

「
鞠

」
、
袖
の
の
用
例
と
し
て
は
、
「
鞠

の
庭
に
桜
柳
を
う
つ
し
お
き
て
春
は
錦

に
立
ち
や
ま
じ
ら
ん
」
（
夫
木
抄
・
一
五

一
六
八
・
藤
原
為
家
）
、
「
袖
ふ
れ
し
宿

の
形
見
の
梅
が
枝
に
残
る
匂
よ
春
を
あ

ら
す
な
（
藤
原
家
定
）
」
（
拾
遺
愚
草
・

一
一
〇
七
）
が
あ
る
。

一
「
あ
る
じ
が
ら
」
（
主
柄
）
は
、
主
人

主

が

ら

に
や

誰

も
と
ふ
宿

前
句
の
「
か
は
る
が
は
る
」
に
「
誰
も
と
ふ
」
と
付
け
た
。

一

あ
る
じ

（
た
カ
）

二

24

の
人
柄
。
歌
例
に
「
移
し
植
ゑ
し
宿
の

昌
俊

梅
と
も
見
え
ぬ
か
な
あ
る
じ
が
ら
に
ぞ

あ
る
じ
の
人
柄
が
良
い
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
代
わ

季
ー
無
季
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花
も
咲
き
け
る
」
（
風
雅
集
・
雑
上
・
一

る
代
わ
る
に
誰
も
が
訪
ね
て
く
る
宿
で
あ
る
こ
と

四
四
七
・
平
経
盛

）
、
「
わ
が
宿
の
桜
は

だ
。

か
ひ
も
な
か
り
け
り
あ
る
じ
か
ら
こ
そ

人
も
見
に
く
れ
」
（
後
拾
遺
集
・
春
上
・

一
〇
二
・
和
泉
式
部
）
な
ど
が
あ
る
。

二
「
誰
も
と
ふ
宿
」
に
関
連
す
る
歌
に

「
秋
の
夜
は
た
づ
ぬ
る
や
ど
に
人
も
な

し
た
れ
も
月
に
や
あ
く
が
れ
ぬ
ら
ん
」

（
玉
葉
集
・
秋
下
・

六
七
〇
・
二
条
院

讃
岐

）
、
「
教
へ
し
を
さ
ぞ
と
ば
か
り
に

と
ふ
宿
の
あ
ら
ぬ
い
ら
へ
に
答
へ
わ
び

ぬ
る
」
（
雪
玉
集
・
一
八
五
〇
）
な
ど
が

あ
る
。
句
例
に
「
誰
も
と
ふ
志
賀
氏
や

雪
の
花
見
酒
」
（
時
勢
粧
・
一
九
六
九
）

な
ど
が
あ
る
。

一

歌
例
に
「
雪
に
さ
へ
霞
に
色
ぞ
お

雪
に
さ
へ
道
と
め
て
入
る
山
の
陰

前
句
の
「
あ
る
じ
が
ら
」
に
「
道
と
め
て
入
る
」
と
付
け
た
。

一

二

・

三

25

ぼ
ろ
な
る
春
立
つ
今
日
の
冬
の
夜
の
月
」

道
哲

あ
る
じ
の
人
柄
が
良
い
の
で
行
く
道
を
中
断
し
て
訪
ね
た
、
と

（
夫
木
抄
・
一
六
・
飛
鳥
井
雅
有
）
、「
雪

雪
が
降
っ
て
い
て
さ
え
、
あ
る
じ
の
人
柄
が
良

い
う
心
持
で
あ
ろ
う
。

に
さ
へ
尋
し
跡
の
山
の
か
げ
道
な
き
ま

い
の
で
、
行
く
道
を
中
断
し
て
、
旅
程
か
ら
外
れ

寄
合

て
に
咲
け
る
卯
花
」
（
十
市
遠
忠
詠
草
・

る
が
、
山
の
陰
に
入
っ
て
ゆ
く
。

宿

二
八
一
）
な
ど
。

付
合
ニ
ハ
…
雪
の
友
…

二
「
道
と
め
て
」
の
歌
例
に
「
絶
せ
し

（
竹
馬
集
四
八
九
）

な
雪
は
ふ
る
と
も
道
と
め
て
子
日
の
小

宿
ト
ア
ラ
バ
…
た
ち
よ
る
…

（
連
珠
合
璧
集
六
三
六
）

松
ひ
け
る
た
め
し
は
」
（
十
市
遠
忠
詠
草

・
二
）
な
ど
が
あ
る
。

季
ー
冬
（
雪
）

三
「
山
の
陰
」
の
歌
例
は
「
ひ
ぐ
ら
し

の
鳴
き
つ
る
な
へ
に
日
は
暮
れ
ぬ
と
思

ふ
は
山
の
陰
に
ぞ
あ
り
け
る
」
（
古
今
集

・
秋
上
・
二
〇
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
、

「
山
陰
や
友
を
た
づ
ね
し
あ
と
ふ
り
て

た
だ
古
へ
の
雪
の
夜
の
月
」
（
夫
木
抄
・

七
二
七
三
・
九
条
良
経
）
な
ど
多
数
見

い
だ
せ
る
。
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一
「
狩
場
の
鳥
」
は

雉

の
こ
と
。
鷹

狩
場
の
鳥
の
遠
き
落
草

前
句
の
「
山
の
陰
」
を
「
山
の
陰
の
家
」
（
隠
家
）
と
取
り
な
し
、

（
き
じ
）

一

二

26

狩
の
際
用
い
る
語
。
歌
例
に
「
は
し
鷹

宗
順

「
鳥
の
…
落
草
」
と
付
け
た
。

の
狩
場
の
鳥
の
落
ち
草
を
吹
き
な
乱
り

道
を
中
断
し
て
ま
で
山
の
陰
に
入
っ
た
の
は
、

そ
野
辺
の
夕
風
」
〈
新
葉
集
・
冬
・
四
九

鷹
に
捉
ま
え
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
狩
場
の
鳥
が
逃

寄
合

八
・
藤
原
為
忠
）
な
ど
。
句
例
に
「
は

げ
隠
れ
た
で
あ
ろ
う
遠
く
の
落
草
を
探
し
求
め
て

隠
家
ト
ア
ラ
バ
…
鳥
の
落
草
…

（
連
珠
合
璧
集
五
六
四
）

い
鷹
は
狩
場
の
鳥
の
箒
哉
」
（
犬
子
集
・

の
こ
と
だ
っ
た
。

一
五
〇
三
・
氏
重
）
な
ど
が
あ
る
。

季
ー
冬
（
鳥
の
落
草
）

二
「
落
草
」
は
鷹
が
鳥
を
追
い
落
と
し

た
草
原
。
ま
た
、
鳥
が
飛
び
お
り
て
隠

れ
る
草
む
ら
。
歌
例
に
「
御
狩
す
る
片

山

か

げ

の

落

草

に

隠

れ

も

あ

へ

ず

起
（
た
）

つ
き
ぎ
す
か
な
」
〈
風
雅
集
・
冬
・
八
七

一
・
藤
原
公
泰
〉
、
「
今
日
は
ま
た
狩
場

の
鳥
の
落
草
も
は
や
く
る
す
の
に
宿
や

と
は
ま
し
」
（
文
保
百
首
・
二
〇
六
一
・

頓
覚
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
暮
ぬ
」
は
日
が
暮
れ
た
こ
と
。
歌

暮
ぬ
れ
ば
交
野
の
御
野
の
寒
々
て

前
句
の
「
狩
場
」
に
「
片
野
」
と
付
け
た
。

一

二

ゝ

三

27

例
に
「
今
は
は
や
鳥
だ
ち
も
見
え
ず
暮

信
助

寄
合

れ
ぬ
な
り
交
野
の
野
守
こ
よ
ひ
宿
か
せ
」

日
も
暮
れ
て
き
た
の
で
、
鷹
狩
り
を
し
て
い
た

雉
ト
ア
ラ
バ
…
片
野
…

（
文
保
百
首
・
二
二
六
五
・
藤
原
雅
孝
）
、

交
野
の
御
狩
場
も
寒
く
な
っ
て
き
た
。

（
連
珠
合
璧
集
三
六
七
）

「
散
り
か
か
る
花
ゆ
ゑ
今
日
は
暮
れ
ぬ

れ
ば
朝
た
つ
道
も
か
ひ
な
か
り
け
り
」

（
続
拾
遺
集
・
春
下
・
一
〇
七
・
権
中

季
ー
冬
（
寒
々
て
）

納
言
通
俊
）
な
ど
。

二
「
交
野
」
（
片
野
と
も
）
は
大
阪
府
枚

方
・
交
野
市
付
近
の
台
地
。
平
安
以
降
、

皇
室
の
狩
猟
地
で
あ
っ
た
。
歌
例
に
「
思

ひ
あ
へ
ず
袖
ぞ
濡
れ
ぬ
る
か
り
衣
交
野

の
み
の
の
暮
方
の
空
」
（
拾
玉
集
・
七
六

八
）
、
「
霰
降
る
か
た
野
の
御
野
の
狩
衣

ぬ
れ
ぬ
宿
か
す
人
し
な
け
れ
ば
」
（
詞
花

集
・
冬
・
一
五
二
・
藤
原
長
能
）
な
ど
。
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三

さ
え
ざ
え
て
。
歌
例
に
「
さ
む
し

ろ
の
夜
は
の
衣
手
さ
え
ざ
え
て
初
雪
白

し
を
か
の
べ
の
松
」
（
新
古
今
集
・
冬
・

六
六
六
二
・
式
子
内
親
王
）
、
「
冬
深
き

み
山
の
嵐
さ
え
ざ
え
て
伊
駒
の
岳
に
霰

降
る
ら
し
」
（
続
後
拾
遺
集
・
冬
・
四
七

七
・
源
実
朝
）
な
ど
が
あ
る
。

一

笹
で
作
っ
た
戸
の
こ
と
。
歌
例
に

さ
さ
の
戸
ざ
し
に
風
さ
は
ぐ
也

前
句
の
「
交
野
」
に
、
「
逢
ふ
こ
と
は
か
た
野
の
里
の
笹
の
庵
し

一

ゝ

二

三

28

「
開
き
か
く
す
野
守
が
庵
の
さ
さ
の
戸

豊
一

の
に
露
散
る
夜
半
の
床
か
な
」
（
新
古
今
集
・
恋
二
・
一
一
一
〇

さ

も
あ
ら
は
に
お
け
る
萩
の
朝
露
」
（
新
拾

御
狩
場
の
庵
の
笹
で
編
ん
だ
戸
を
閉
め
切
っ
て

・
藤
原
俊
成
）
か
ら
「
さ
さ
」
と
付
け
た
。

遺

集

・

雑

上

・

一

六

〇

六

・

藤

原

家

い
る
と
、
時
々
風
が
当
た
っ
て
騒
々
し
い
音
を
立

隆
）
、
「
そ
の
ま
ま
に
杉
の
庵
の
さ
さ
の

て
る
。

季
語
ー
無
季

戸
を
た
だ
あ
け
た
つ
る
風
に
ま
か
せ
て
」

（
草
根
集
・
九
六
七
八
）
な
ど
が
あ
る
。

二
「
戸
ざ
し
」
は
戸
を
閉
め
る
こ
と
。

歌
例
に
「
あ
し
び
き
の
山
桜
戸
に
と
ざ

し
せ
よ
花
の
あ
た
り
に
風
も
こ
そ
入
れ
」

（
重
家
集
・
二
八
四
）
な
ど
。

三

歌
例
に
「
我
が
恋
は
松
を
時
雨
の
そ

め
か
ね
て
真
葛
が
原
に
風
騒
ぐ
な
り
」

（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
三
〇
・
慈

円
）
、
「
風
さ
わ
ぐ
雲
の
ふ
る
ま
ひ
た
だ

な
ら
で
か
ね
て
待
た
る
る
夕
立
の
空
」

（
夫
木
抄
・

七
八
二
五
・
西
園
寺
実
氏
）

な
ど
が
あ
る
。

一
「
夢
さ
ま
す
」
の
歌
例
に
「
夢
さ
ま

夢
さ
ま
す
枕
さ
び
し
き
雨
そ
そ
ぎ

前
句
の
「
風
さ
は
ぐ
」
に
、
同
じ
気
象
表
現
の
「
雨
そ
ゝ
ぎ
」

一

二

三

ゝ

29

す
声
は
思
ひ
も
か
け
鳥
の
浪
う
つ
宿
の

行
生

を
付
け
た
。

磯
の
旅
寝
に
」（
草
根
集
・
八
九
五
三
）
、

笹
の
戸
に
当
た
る
風
の
音
で
夢
が
覚
め
て
し
ま

寄
合

「
立
と
ま
る
影
も
は
か
な
き
草
の
庵

っ
た
。
ひ
と
り
寝
を
し
て
い
る
庵
に
今
度
は
枕
を

風

付
合
ニ
ハ
…
ね
ら
れ
ぬ
枕

…

（
竹
馬
集
五
六

雨
や
い
く
世
の
夢
さ
ま
す
ら
ん
」(

再
昌

い
っ
そ
う
寂
し
く
感
じ
さ
せ
る
雨
が
降
り
注
い
で

四
）
な
お
、
前
句
の
「
さ
ゝ
」
と
本
句
の
「
夢
さ
ま
す
」
と
を

草
・
四
五
五
四)

な
ど
が
あ
る
。

き
た
。

関
連
付
け
る
歌
に
「
さ
さ
の
上
に
霰
た
ば
し
る
冬
の
夜
は
い
く

二
「
枕
さ
び
し
」
の
歌
例
に
「
わ
が
背

た
び
人
の
夢
さ
ま
す
ら
む
」
（
拾
玉
集
・
四
六
一
〇
）
が
あ
る
。
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子
が
あ
り
か
も
知
ら
で
寝
た
る
夜
は
あ

か
月
が
た
の
枕
さ
び
し
も
」
（
拾
遺
集
・

季
ー
無
季

恋
三
・
八
〇
三
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
、「
う

ち
わ
た
し
ひ
と
り
襖
の
夜
な
夜
な
は
枕

さ
び
し
き
音
を
の
み
ぞ
鳴
く
」
（
夫
木
抄

・
一
六
七
六
九
・
大
宰
大
弐
高
遠
）
な

ど
が
あ
る
。

三

歌
例
に
「
こ
の
世
に
て
物
思
ふ
袖
も

く
た
し
け
り
雨
そ
そ
き
す
る
軒
の
橘
」

（
玄
玉
集
・
六
三
三
）
な
ど
が
あ
る
。

一

歌
例
に
「
涙
が
は
身
も
う
き
ぬ
べ

涙

儚

き
衣
々
の
跡

前
句
中
の
夢
さ
ま
す
「
雨
」
を
衣
々
の
別
れ
の
後
に
流
し
た
涙

一

な
み
だ
は
か
な

二

30

き
寝
覚
め
か
な
儚
き
夢
の
名
残
り
ば
か

慶
純

と
取
り
な
し
、
「
衣
々
の
跡
」
と
付
け
た
。

り
に
」
（
新
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
八
六

夢
さ
ま
す
雨
と
思
っ
た
の
は
私
の
涙
だ
っ
た
の

寄
合

・
寂
蓮
）
、
「
さ
む
る
よ
り
や
が
て
涙
の

だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
が
帰
っ
た
あ
と
、
涙
が
は
か

雨

付
合
ニ
ハ
…
お
つ
る
涕･

･

（
証
歌
）
は
る
さ
め
の
ふ

身
に
そ
ひ
て
儚
き
夢
に
濡
る
る
袖
か
な
」

な
く
衣
に
残
っ
て
い
る
。

る
は

涕
か
桜
花
ち
る
を
お
し
ま
ぬ
人

し
な
け
れ
ば

古
今

（
続
千
載
集
・
哀
傷
・
二
〇
六
九
・
大

集
・
春
下

・
八
八
・
大
友
黒
主

江
宗
秀
）
な
ど
が
あ
る
。

（
竹
馬
集
五
六
一
）

二
「
衣
々
の
跡
」
の
歌
例
に
「
衣
々
の

雨
ト
ア
ラ
バ
…
涙
…

跡
な
し
ご
と
も
世
に
ふ
り
ぬ
花
に
か
へ

（
連
珠
合
璧
璧
集
三
四
）

り

し

道

芝

の

露

」
（

草

根

集

・

八

四

七

夢
ト
ア
ラ
バ
…
は
か
な
き
…

四
）
、
「
鳥
の
音
に
お
き
わ
か
れ
つ
る
衣

（
連
珠
合
璧
集
五
四
九
）

々
の
涙
か
わ
か
ぬ
今
朝
の
床
か
な
」
（
続

千
載
集
・
恋
三
・
一
三
七
六
・
遊
義
門

季
ー
無
季

院
）
な
ど
が
あ
る
。

恋
ー
な
み
だ
、
衣
々
の
跡

一
「
物
お
も
ふ
」
の
歌
例
に
「
涙
川
何

物
お
も
ふ
折
し
も
月
に

鐘
な
り
て

前
句
の
「
衣
々
」
（
後
朝
）
に
「
鐘
な
り
て
」
と
付
け
た
。

一

二

三

31

み
な
か
み
を
尋
ね
け
む
物
思
ふ
時
の
わ

政
直

き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
の
朝
に
暁
の
鐘
が
鳴
っ
た
と
す
る
和
歌
の
例

が
身
な
り
け
り
」
（
古
今
集
・
恋
・
五
一

き
ぬ
ぎ
ぬ
の
別
れ
の
あ
と
、
月
を
眺
め
な
が
ら

に
「
面
影
も
別
れ
に
か
は
る
鐘
の
音
に
な
ら
ひ
悲
し
き
し
の
の

一
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
、
「
も
の
思
ふ
雲

物
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
る
と
、
暁
の
鐘
が
鳴
っ
た
。
め
の
空
」
（
拾
遺
愚
草
・
八
六
六
）
な
ど
が
あ
る
。

の
は
た
て
に
鳴
き
そ
め
て
折
し
も
つ
ら

寄
合

き
秋
の
雁
が
ね

」
（
国
１
巻
ー
二
一

新

別

句
作
…
き
ぬ
〳
〵
…

わ
か
れ

続
古
今
集
・
秋
下
・
五
二
四
・
贈
従
三

付
合
ニ
ハ
…
鐘
の
ね
…

位
為
子
）
な
ど
。

（
竹
馬
集
二
一
一
）
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二

歌
例
に
「
折
し
も
あ
れ
物
お
も
ふ

宿
の
月
影
に
い
か
な
る
笛
の
声
を
そ
ふ

季
ー
秋
（
月
）

ら
ん
」
（
称
名
院
歌
集
・
一
四
九
五
）
が

あ
る
。

三
「
月
」
と
「
鐘
」
と
を
結
ぶ
、
類
似

し
た
趣
向
の
歌
に
「
さ
な
ら
で
も
寝
ら

れ
ぬ
も
の
を
い
と
ど
し
く
月
お
ど
ろ
か

す
鐘
の
音
か
な
」
（
後
拾
遺
・
誹
諧
・
一

二
一
一
・
和
泉
式
部
）
が
あ
る
。
こ
の

ほ
か
の
例
に
「
限
り
あ
れ
ば
明
け
な
む

と
す
る
鐘
の
音
に
猶
長
き
夜
の
月
ぞ
残

れ
る
」
（
新
勅
撰
・
秋
下
・

二
九
二
・

藤
原
家
隆
）
な
ど
が
あ
る
。

一

歌
例
に
「
急
が
ず
は
ひ
か
り
と
見

我
身
を
秋
も
半
ば
過
ぎ
け
り

前
句
の
月
に
秋
を
付
け
た
。
こ
れ
は
最
も
常
套
的
な
付
け
方
と

一

二

・

32

て
ぞ
歎
か
ま
し
半
ば
過
ぎ
ゆ
く
我
が
身

玄
的

も
言
え
る
が
、
本
句
の
場
合
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
「
く
ま
も

な
り
と
て
」
（
栄
花
物
語
・
五
五
八
）
、

物
思
い
を
し
な
が
ら
月
を
眺
め
て
い
た
ら
鐘
が

な
き
空
行
く
月
を
見
る
程
に
秋
の
半
ば
の
こ
よ
ひ
過
ぎ
ぬ
る
」

「
名
こ
そ
あ
れ
わ
が
身
の
年
も
半
に
て

鳴
っ
て
、
自
分
も
秋
も
半
ば
を
過
ぎ
た
こ
と
に
気

（
久
安
百
首
・
五
三
八
・
藤
原
隆
季
）
の
本
歌
取
り
と
思
わ
れ

見
し
世
の
月
の
秋
ぞ
か
へ
ら
ぬ
」
（
草
根

づ
い
た
。

る
。

集
・
三
九
三
三
）
な
ど
が
あ
る
。

寄
合

二

歌
例
に
「
虫
の
音
も
あ
は
れ
ぞ
ま

月
ト
ア
ラ
バ
…
秋
の
夜
…
（
連
珠
合
璧
集
一
二
）

さ
る
浅
茅
原
な
か
ば
過
ぎ
ゆ
く
秋
ぞ
と

お
も
へ
ば
」
（
物
語
二
百
番
歌
合
・
三
三

季
ー
秋
（
秋
）

六
・
中
納
言
の
き
み
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
過
ぎ
て
ゆ
く
秋
に
自
身
の
老
い

を
重
ね
た
歌
に
「
過
ぎ
て
行
く
秋
の
か

な
し
と
見
え
つ
る
は
老
い
な
む
事
を
思

ふ
な
り
け
り
」
（
夫
木
抄
・
五
五
五
一
・

大
江
千
里
）
が
あ
る
。

一
「
消
ぬ
」
の
歌
例
に
「
打
ち
す
て
て

消
ぬ
こ
そ
あ
や
し
き
露
の
命
な
れ

前
句
の
「
半
ば
過
け
り
」
に
そ
の
先
に
起
こ
る
「
消
え
ぬ
」
を

一

二

三

33

君
し
い
な
ば
の
露
の
身
は
き
え
ぬ
ば
か

順
息

付
け
た
。

り
ぞ
有
り
と
頼
む
な
」
（
後
撰
集
・
羈
旅

自
分
の
身
も
半
ば
を
過
ぎ
て
、
最
後
に
は
消
え

寄
合

・
一
三
一
〇
）
、
「
露
ば
か
り
頼
め
し
ほ

て
し
ま
う
頼
り
に
な
ら
な
い
露
の
命
の
よ
う
な
も

露
ト
ア
ラ
バ
…
消
…
命
…



- 37 -

ど
の
過
ぎ
ゆ
け
ば
消
え
ぬ
ば
か
り
の
心

の
だ
。

（
連
珠
合
璧
集
三
八
）

地
こ
そ
す
れ
（
菅
原
輔
昭
）
」
（
拾
遺
集

・
恋
一
・

六
八
九
・
菅
原
輔
昭
）
な
ど

季
ー
秋
（
露
）

が
あ
る
。

二

歌
例
に
「
（
拾
遺
集
・
六
八
九
へ
の

返
し
）
露
ば
か
り
頼
む
る
こ
と
も
な
き

も
の
を
あ
や
し
や
何
に
思
ひ
お
き
け
ん
」

（
同
前
・
六
九
〇
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
、

「
あ
だ
し
野
の
萩
の
末
葉
の
露
よ
り
も

あ
や
し
く
も
ろ
き
わ
が
涙
か
な
」
（
夫
木

抄
・
四
一
五
四
・
源
雅
光
）
な
ど
。

三

こ
の
言
い
回
し
の
歌
例
は
「
な
が

ら
へ
ば
人
の
心
も
見
る
べ
き
に
露
の
命

ぞ
恋
し
か
り
け
る
」
（
後
撰
集
・
恋
五
・

八
九
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
、
「
身
に
代

へ
て
い
ざ
さ
は
秋
を
惜
し
み
み
ん
さ
ら

で
も
も
ろ
き
露
の
命
を
」
（
新
古
今
集
・

秋
下
・
五
四
九
・
守
覚
法
親
王
）
な
ど

多
数
あ
る
。

一

類
似
し
た
歌
の
例
に
「
し
ほ
れ
ぬ

霜
の
草
ね
の
ま
つ
松
の
声

前
句
の
「
露
」
を
「
霜
」
に
転
じ
、
霜
の
降
り
た
草
の
根
が
松

一

二

34

る
霜
の
草
く
き
踏
み
し
た
き
夕
日
隠
れ

昌
琢

風
の
音
の
す
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
し
た
。

に
百
舌
渡
る
見
ゆ
」
（
今
川
為
和
集
・
一

露
と
同
じ
よ
う
に
は
か
な
く
消
え
て
し
ま
う
霜

二
〇

）
、
「
萌
え
に
け
り
霜
の
岡
の
べ
か

が
降
り
た
草
の
根
が
松
風
の
音
の
す
る
の
を
待
っ

季
ー
冬
（
霜
）

き
分
け
て
草
根
に
た
れ
か
春
を
告
ぐ
ら

て
い
る
。

ん
」（
雪
玉
集
・
二
六
三
）
な
ど
が
あ
る
。

二
「
ま
つ
松
の
声
」
に
類
似
し
た
歌
例

に
「
問
ふ
こ
と
を
ま
つ
松
山
の
山
彦
は

い
か
が
は
独
り
お
と
づ
れ
を
せ
ん
」
（
元

良
親
王
集
・
一
四
）
が
あ
る
。「
松
の
声
」

は
風
が
松
の
木
立
に
当
た
っ
て
鳴
る
音

の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
歌
例
と
し
て

「
陰
に
と
て
立
ち
隠
る
れ
ば
唐
衣
濡
れ

ぬ
雨
降
る
松
の
声
か
な
」(

新
古
今
集
・
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雑
中
・
一
六
八
三
・
紀
貫
之
）
、
「
山
里

は
峰
に
た
え
せ
ぬ
松
の
声
木
の
葉
に
忍

ぶ
谷
の
下
水
」
（
夫
木
抄
・
一
三
七
一
五

・
式
子
内
親
王
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
庭
の
面
に
秋
見
し
よ
り
も
さ
や
け

庭
の
面
に
影
冷
じ
き
朝
附
日

前
句
の
「
霜
の
草
ね
」
（
霜
が
降
り
た
草
の
根
）
に
、
そ
れ
が
生

一

二

三

35

き
は
落
葉
の
霜
に
こ
ほ
る
月
影
」
（
続
草

昌
俔

え
て
い
る
「
庭
の
面
」
を
付
け
た
。

庵
集
・
二
八
〇
）
、
「
庭
の
面
に
秋
の
か

霜
が
降
り
た
草
の
根
の
生
え
て
い
る
庭
の
面

た
み
を
残
し
つ
る
木
の
葉
も
見
え
ず
け

に
寒
々
し
い
光
の
朝
日
が
差
し
て
い
る
。

寄
合

さ
の
朝
霜
」
（
新
千
載
集
・
冬
・
六
三
三

松
ト
ア
ラ
バ

松
は
山
に
も
裏
に

も
庭
に
も
い
づ
く
に
も
あ

・
久
明
親
王
）
な
ど
が
あ
る
。

る
物

也
。

（
連
珠
合
璧
集
三
二
九
）

二

朝
日
が
冷
た
く
さ
す
さ
ま
。
「
影
冷

じ
」
と
詠
む
歌
例
に
「
す
む
月
の
影
冷

季
ー
秋
（
す
さ
ま
じ
）

じ
く
更
く
る
夜
に
い
と
ど
秋
な
る
荻
の

上
風
」
（
続
古
今
集
・
秋
上
・
三
九
七
・

西
園
寺
実
氏
）
、
「
年
を
経
て
い
た
だ
く

霜
の
蓬
生
に
影
冷
じ
く
更
く
る
月
か
な
」

（
新
葉
集
・
雑
上
・
一
一
二
二
・
洞
院

公
泰
）
な
ど
が
あ
る
。

三

朝
附
日
は
朝
方
の
日
の
こ
と
。
歌

例
に
「
朝
附
日
さ
す
や
高
嶺
の
山
路
よ

り
と
ほ
ら
ぬ
野
辺
に
い
づ
る
鹿
の
音
」

（
拾
玉
集
・
二
五
九
三
」
、
「
朝
附
日
に

ほ
ひ
は
空
に
ほ
の
め
き
て
山
の
は
か
す

む
春
の
明
ぼ
の
」
（
文
保
百
首
・
七
〇
一

・
藤
原
公
顕
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
嵐
」
と
「
池
」
ま
た
は
「
浪
」
を

嵐
に
池
の
浪
白
き
色

前
句
の
「
影
冷
じ
き
」
（
光
が
冷
た
い
）
に
「
浪
白
き
色
」
（
浪

一

二

36

組
み
合
わ
せ
た
歌
の
例
に
「
暑
さ
を
ば

宣
滋

の
冷
た
い
白
色
）
と
付
け
た
。
た
だ
し
、
前
句
の
「
庭
」
に
「
池
」

松
の
嵐
に
を
さ
め
置
き
て
秋
を
浮
か
ぶ

一
方
で
は
庭
の
面
に
冷
た
い
光
の
朝
日
が
当
た

と
付
け
た
と
も
言
え
る
。

る
す
み
の
え
の
池
」
（
夫
木
抄
・
三
六
四

り
、
も
う
一
方
で
は
庭
の
池
に
嵐
の
せ
い
で
冷
た

寄
合

一
）
、
「
時
わ
か
ぬ
波
さ
へ
色
に
和
泉
川

い
白
色
の
浪
が
立
っ
た
。

庭

付
合
ニ
ハ

…
池
…

は
は
そ
の
森
に
嵐
吹
く
ら
し
」
（
新
古
今

（
竹
葉
集
五
〇
三
）

集
・
秋
下
・
五
三
二
・
藤
原
定
家
）
な
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ど
が
あ
る
。

季
ー
無
季

二

「
波
白
き
」
と
詠
む
歌
の
例
に
「
波

白
き
う
ら
わ
の
松
の
葉
ご
し
よ
り
か
く

れ
あ
ら
は
れ
見
ゆ
る
釣
船
」
（
延
文
百
首

・
一
九
三
・
進
子
内
親
王
）
、
「
波
白
き

川
瀬
の
月
は
影
ふ
け
て
水
上
遠
く
水
鶏

鳴
く
な
り
」
（
拾
塵
集
・
一
九
五
）
。

一

歌
例
に
「
茂
か
り
し
よ
も
ぎ
の
か
き

茂
か
り
し
汀
の
藻
屑
か
た
寄
り
て

前
句
の
「
池
」
に
付
合
語
の
「
水
草
」
を
「
藻
屑
」
に
変
え
て

一

二

三

37

の
へ
だ
て
に
も
さ
は
ら
ぬ
物
は
冬
に
ざ

重
信

付
け
た
。
な
お
、
「
か
た
よ
り
て
」
は
次
に
挙
げ
る
『
永
久
百
首
』

り
け
り
」
（
夫
木
抄
・
一
五
〇
一
八
・
曾

嵐
の
た
め
に
た
く
さ
ん
茂
っ
て
い
た
池
の
汀
の

五
四
五
の
「
水
草
か
た
よ
る
」
に
よ
る
。

禰
好
忠
）
、
「
茂
か
り
し
萩
の
薮
こ
そ
恋

藻
屑
が
か
た
よ
っ
て
し
ま
っ
た
。

寄
合

し
け
れ
し
か
ば
か
り
だ
に
我
が
宿
は
な

池

付
合
ニ
ハ
…
水
の
流
…
水

草
…

し
」
（
赤
染
衛
門
集
・
五
六
三
）
な
ど
。

〔
証
歌
〕
吹
く
風
に
水
草
か
た

よ
る
池
水
は
な
か
ば
く
も

二
「
汀
の
藻
屑
」
を
詠
む
歌
に
「
玉
藻

れ
る

か
が
み
な
る
ら
ん
（
永
久
百
首

・
五
四
五
・
源
兼
昌
）

か
る
池
の
汀
の
菖
蒲
草
ひ
く
べ
き
程
に

（
竹
馬
集
四
七
三
）

成
り
に
け
る
か
な
」
（
続
詞
花
集
・
夏
・

一
三
三
・
堀
川
院
）
、
「
世
と
と
も
に
し

季
ー
夏
か
？
（
茂
る
）

を
る
る
袖
や
衣
川
は
汀
に
寄
す
る
藻
屑

な
る
ら
ん
」
（
関
白
内
大
臣
歌
合
・
五
一

・
源
雅
光
）
な
ど
が
あ
る
。

三

「
散
る
花
は
浮
き
草
な
が
ら
か
た

よ
り
て
池
の
み
さ
び
に
蛙
な
く
な
り
」

（
風
雅
集
・
春
下
・
二
五
四
・
前
参
議

為
実
）
、
「
風
吹
け
ば
池
の
浮
き
草
か
た

よ
り
に
又
影
さ
わ
ぐ
春
の
藤
波
」
（
草
根

集
・
一
八
二
七
）
。

一

歌
例
に
「
里
遠
み
作
る
山
田
の
み

作
る
田
中
の
流
れ
は
る
け
き

前
句
の
「
汀
」
に
「
流
」
と
付
け
た
。
な
お
、
「
み
ぎ
は
」
と
「
な

一

二

三

・

38

も
り
す
と
た
て
る
そ
ほ
づ
に
身
を
ぞ
な

貞
重

が
れ
」
が
共
に
出
て
く
る
歌
に
「
な
に
は
え
や
な
が
れ
て
早
き

し
つ
る
」
（
夫
木
抄
・
一
〇
一
三
七
・
曾

藻
屑
が
偏
っ
て
田
水
の
流
れ
を
塞
い
で
し
ま

夕
塩
に
み
ぎ
は
の
あ
し
の
か
た
な
び
き
な
る
」
（
宝
路
百
首
・
三

禰
好
忠
）
、
「
五
月
雨
の
ふ
る
の
わ
さ
田

っ
た
が
、
田
作
り
を
し
て
い
る
う
ち
に
そ
れ
が
取

四
九
一
・
藤
原
資
季
）
が
あ
る
。

も
つ
く
る
な
り
民
う
る
ほ
へ
る
御
代
に

り
除
か
れ
、
田
の
中
か
ら
遥
か
遠
く
ま
で
水
が
な

あ
ひ
つ
つ
」
（
洞
院
摂
政
家
百
首
・
四
五

が
れ
て
い
く
。

季
ー
夏
（
作
る
田
）
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四
・
三
位
範
宗
）
な
ど
が
あ
る

二
「
田
中
」
の
歌
例
に
「
咲
き
に
け
り

苗
代
水
に
か
げ
見
え
て
田
中
の
ゐ
ど
の

山
ぶ
き
の
花
」
（
続
古
今
集
・
春
下
・
一

六
四
・
待
賢
門
院
堀
河
）
、
「
白
露
の
お

く
て
の
お
し
ね
う
ち
な
び
き
田
中
の
井

ど
に
秋
風
ぞ
吹
く
」
（
同
前
・
秋
下
・
四

五
七
・
西
園
寺
公
経
）
な
ど
。

三
「
流
は
る
け
き
」
は
流
れ
が
遥
か
遠

く
ま
で
続
く
こ
と
。
近
い
用
例
と
し
て

「
遥
か
な
る
湊
の
潮
の
な
が
れ
江
に
芦

の
葉
寒
く
こ
ほ
る
浦
風
」
（
夫
木
抄
・
一

三
四
一
一
・
藤
原
為
氏
）
が
あ
る
。
ま

た
、
文
禄
四
（
一
五
九
五
）
年
七
月
二

十
一
日
興
行
の
百
韻
に
「
こ
ほ
る
も
や

舟
さ
す
棹
に
砕
く
ら
む
／
明
け
離
れ
た

る
流
れ
は
る
け
し
」（
七
／
八
）
が
あ
る
。

一
「
五
月
雨
も
限
り
有
」
は
「
五
月
雨

五
月
雨
も
限
り
有
て
や
晴
れ
ぬ
ら
ん

前
句
の
「
流
は
る
け
き
」
に
「
限
り
有
て
や
」
と
付
け
た
。
た

一

二

39

は
限
り
な
く
降
り
続
け
る
わ
け
で
は
な

玄
陳

だ
し
、
「
田
」
に
「
五
月
雨
」
と
付
け
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

い
、
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
を
繰
り
返
す
」

田
の
水
は
限
り
な
く
流
れ
て
い
く
が
、
五
月
雨

寄
合

の
意
。
歌
例
に
「
限
あ
れ
ば
衣
ほ
す
ら

に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
や
が
て
晴
れ
る
だ
ろ
う
。

田

付
合
ニ
ハ

五
月
雨
…

し
五
月
雨
は
け
ふ
を
晴
間
の
天
の
か
ぐ

（
竹
馬
集
五
六
九
）

山

」
（

続

草

庵

集

・

一

四

五

）
、
「

五
月

雨
は
伏
見
の
田
ゐ
に
水
こ
え
て
庭
ま
で

季
ー
夏
（
五
月
雨
）

つ
づ
く
宇
治
の
川
な
み
」
（
夫
木
抄
・
一

〇
一
六
八
・
藤
原
隆
信
）
、
「
限
り
あ
ら

ば
雲
も
へ
だ
て
じ
み
な
月
の
照
る
日
に

あ
か
き
五
月
雨
の
空
」
（
柏
玉
集
・
五
一

九
）
な
ど
が
あ
る
。

二
「
晴
れ
ぬ
ら
ん
」
の
歌
例
に
「
春
の

夜
の
か
す
み
や
空
に
晴
れ
ぬ
ら
ん
お
ぼ

ろ
げ
な
ら
ぬ
月
の
さ
や
け
さ
」
（
新
後
撰

・
釈
教
・

六
二
七
・
源
兼
氏
）
、
「
七
夕
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の
心
や
こ
よ
ひ
晴
れ
ぬ
ら
ん
雲
こ
そ
な

け
れ
星
合
の
空
」
（
夫
木
抄
・
慈
鎮
・
四

〇
二
八
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
月
」
と
「
め
づ
ら
し
」
を
結
ぶ
歌

月
に
め
づ
ら
し
鳴
く
郭
公

前
句
の
「
五
月
雨
」
に
「
郭
公
」
と
付
け
た
。

一

二

・

40

例
に
「
五
月
雨
の
月
か
さ
な
れ
り
郭
公

昌
俊

寄
合

め
づ
ら
し
か
ら
で
今
年
だ
に
鳴
け
」
（
万

五
月
雨
が
一
時
や
ん
で
月
を
見
て
い
た
ら
、
め

五
月
雨
ト
ア
ラ
バ

…
月
は
つ

れ
な
き
…
郭
公
…

代
集
・
七
〇
一
・
能
因
）
、
「
め
づ
ら
し

ず
ら
し
い
こ
と
に
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
い
て
い
る
。

（
連
珠
合
璧
集
三
六
）

や
月
に
月
こ
そ
や
ど
り
け
れ
雲
ゐ
の
空

よ
た
ち
な
隠
し
そ
」
（
建
礼
門
院
右
京
大

季
ー
夏
（
郭
公
）

夫
集
・
一
三
〇
）
な
ど
が
あ
る
。

二

歌
例
に
「
つ
れ
も
な
き
別
は
し
ら

じ
郭
公
な
に
有
明
の
月
に
鳴
く
ら
ん
」

（
続
拾
遺
集
・
雑
春
・
五
四
五
・
徳
大

寺
入
道
前
太
政
大
臣
女
）
、
「
お
と
づ
れ

て
ほ
ど
降
る
宿
の
時
鳥
鳴
く
一
声
の
め

づ
ら
し
き
か
な
」（
元
良
親
王
集
・
九
〇
）

な
ど
が
あ
る
。

一

ま
さ
し
く
今
宵
こ
そ
、
の
意
。
歌

今
宵
し
も
く
ら
ぶ
の
山
に
旅
ね
し
て

前
句
の
「
郭
公
」
に
「
山
」
を
付
け
た
。
な
お
、
「
郭
公
」
と
「
く

一

二

三

41

の
例
に
「
今
宵
し
も
隈
な
く
照
す
月
影

昌
琢

ら
ぶ
の
山
」
が
共
に
出
て
く
る
歌
に
「
君
が
ね
に
く
ら
ぶ
の
山

は
残
の
菊
を
見
よ
と
な
る
べ
し
」
（
栄
花

月
も
出
て
い
る
し
、
め
ず
ら
し
く
ほ
と
と
ぎ
す

の
郭
公
い
づ
れ
あ
だ
な
る
声
ま
さ
る
ら
ん
」
（
後
撰
集
・
恋
四
・

物
語
・
三
六
八
・
源
師
房
）
、
「
さ
ぞ
な

も
鳴
い
て
い
る
今
宵
こ
そ
、
く
ら
ぶ
の
山
の
暗
い

八
六
七
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
が
あ
る
。

げ
に
思
ひ
わ
ぶ
ら
ん
今
宵
し
も
か
ご
と

中
で
旅
の
一
夜
を
過
ご
す
の
だ
。

寄
合

が
ま
し
く
月
ぞ
さ
や
け
き
」
（
源
家
長
日

郭
公
ト
ア
ラ
バ

…
山
…

記
・
一
四
）
な
ど
。

〔
証
歌
〕
今
朝
き
な
き
い
ま
だ
旅
な
る
郭
公
花
橘
に
宿
は
か

二

京
都
市
左
京
区
に
あ
る
鞍
馬
山
の

ら
な
ん
（
古
今
集
・
一
四
一
・
夏
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
、
聞
か
ず

古
名
。
単
に
暗
い
山
を
指
す
こ
と
も
あ

と
も
こ
ゝ
を
せ
に
せ
ん
郭
公
山
田
の
原
の
杉
の
村
立
（
新
古
今

る
。
歌
例
に
「
わ
が
き
つ
る
方
も
知
ら

集
・
夏
・
二
一
七
・
西
行
）

れ
ず
く
ら
ぶ
山
木
々
の
木
の
葉
の
散
る

（
連
珠
合
璧
集
三
六
四
）

と
ま
が
ふ
に
」
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
九

五
・
藤
原
敏
行
）
、
「
君
が
ね
に
く
ら
ぶ

季
ー
無
季

の
山
の
時
鳥
い
づ
れ
あ
だ
な
る
声
ま
さ

る
ら
ん
」
（
後
撰
集
・
恋
四
・
八
六
七
・
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よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
が
あ
る
。

三

山
に
旅
寝
を
す
る
さ
ま
を
詠
む
歌

に
「
更
科
や
姨
捨
山
に
旅
寝
し
て
今
宵

の
月
を
昔
見
し
か
な
」
（
新
勅
撰
集
・
秋

下
・
二
八
二
・
能
因
）
な
ど
が
あ
る
。

一

花
に
つ
ら
い
目
を
見
せ
る
、
の
意

。

花
に
憂
き
目
を
見
す
る
谷
風

前
句
の
「
く
ら
ぶ
の
山
」
に
「
程
も
な
き
夢
に
ま
ぎ
る
な
春
の

一

う

二

42

「
花
」
と
「
う
き
目
」
を
結
ぶ
歌
例
に

昌
俔

夜
の
く
ら
ぶ
の
山
の
花
の
や
ど
り
は
」
（
雪
玉
集
・
五
七
三
六
）

「
あ
り
へ
て
の
後
を
ば
知
ら
ず
桜
花
ち

寒
く
て
暗
い
く
ら
ぶ
の
山
で
花
が
咲
い
て
い
る

か
ら
「
花
」
と
付
け
た
。

り
て
ぞ
人
に
う
き
目
見
え
け
る
」
（
新
葉

の
に
気
づ
い
た
。
自
分
た
ち
に
つ
ら
い
思
い
を
さ

集
・
春
下
・
一
四
三
・
後
醍
醐
天
皇
）
、

せ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
花
に
ま
で
憂
き
目
を
見

寄
合

「
散
り
残
る
こ
の
一
枝
の
花
に
さ
へ
う

せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
谷
か
ら
吹
き

山
ト
ア
ラ
バ

嶺
と
も
谷
と
も

山
類
の
よ
り
き
た
れ
る
を

き
目
な
見
せ
そ
春
の
山
風
」
（
楢
葉
集
・

上
げ
る
風
は
。

付
べ

し
。

（
連
珠
合
璧
集
七
八
）

八
一
・
厳
寛
）
な
ど
が
あ
る
。

二

谷
か
ら
山
に
向
か
っ
て
吹
く
風
。

季
ー
春
（
花
）

歌
例
に
「
谷
風
に
春
知
り
初
め
て
鴬
も

打
ち
い
づ
る
波
の
花
に
な
く
な
り
」
（
慶

運
法
印
集
・
八
）
、
「
谷
風
に
と
く
る
氷

の
ひ
ま
ご
と
に
打
ち
い
づ
る
浪
や
春
の

は
つ
花
」
（
古
今
集
・
春
上
・
一
二
・
源

当
純
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
藤
波
の
な
ど
て
は
」
の
「
な
ど
」

藤
浪
の
な
ど
て
は
松
に
懸
る
ら
ん

前
句
の
「
花
」
を
「
藤
」
の
花
と
取
り
な
し
、
「
う
き
目
を
見
す

一

二

43

は
、
な
ぜ
、
ど
う
し
て
の
意
。
歌
例
に

宗
順

る
」
に
「
な
ど
て
は
」
と
付
け
た
。
す
な
わ
ち
、
松
に
懸
か
る

「
藤
波
の
盛
り
は
過
ぎ
ぬ
あ
し
引
の
山

ど
う

し

て
本

物

の
浪

を
松

に

懸
け

さ

せ
な

い

こ
と
は
藤
の
花
に
と
っ
て
は
憂
き
目
を
見
る
こ
と
で
あ
る
と
解

時
鳥
な
ど
か
き
鳴
か
ぬ
」
（
続
千
載
集
・

で
、
藤
の
花
に
松
に
懸
か
る
と
い
う
憂
き
目
を
見

釈
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
松
に
懸
か
る
藤
の
花
の
歌
に
「
み

雑
体
・
七
〇
八
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
、「
藤

さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ど
り
な
る
松
に
か
か
れ
る
藤
な
れ
ど
お
の
が
こ
ろ
と
ぞ
花
は
咲

波
の
か
ざ
し
に
よ
り
し
面
影
の
な
ど
て

き
け
る
」
（
新
古
今
集
・
春
下
・
一
六
六
・
紀
貫
之
）
が
あ
る
。

春
に
も
立
ち
別
る
ら
ん
）
」
（
弁
内
侍
集

・
二
二
一
）
が
あ
る
。

寄
合

二
「
藤
波
が
松
に
懸
る
」
と
す
る
歌
は

花
ト
ア
ラ
バ

春
の
植
物
に
は

梅
・
柳
・
藤

・
櫻
な
ど

「
春
風
は
吹
く
と
も
見
え
で
高
砂
の
松

有
便
。

…
（
連
珠
合
璧
璧
集
三
〇
七
）

の
梢
に
か
か
る
藤
浪
」
（
新
後
撰
集
・
春

下
・
一
四
八
・
平
忠
盛
）
、
「
き
し
な
く

季
ー
春
（
藤
浪
）
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て
ふ
ぢ
の
の
む
ら
の
藤
浪
は
松
の
木
ず

ゑ
に
か
か
る
な
り
け
り
」
（
夫
木
抄
・
一

四
八
四
六
・
藤
原
道
経
）
な
ど
多
数
見

出
せ
る
。
ま
た
、
「
松
」
と
「
浪
」
と
が

出
て
く
る
歌
に
「
契
り
な
き
か
た
み
に

袖
を
し
ぼ
り
つ
つ
末
の
松
山
浪
越
さ
じ

と
は
」
（
後
拾
遺
集
・
恋
四
・
七
七
〇
・

清
原
元
輔
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
水
」
と
「
霞
」
を
結
ぶ
歌
例
に
「
春

水
は

霞

に
よ
ど
む
岸
か
げ

前
句
の
「
藤
浪
」
に
、
「
こ
れ
も
ま
た
神
や
う
ゑ
け
ん
住
吉
の
松

一

か
す
み

二

44

き
て
は
ゐ
で
こ
す
波
の
音
ば
か
り
霞
に

行
生

に
か
か
れ
る
岸
の
藤
浪
」
（
新
続
古
今
集
・
春
下
・
二
〇
六
・
前

残
る
山
川
の
水
」
（
夫
木
抄
・
五
五
三
・

霞
が
か
か
っ
て
水
が
よ
ど
ん
で
い
る
の
は
、
藤

大
僧
正
禅
守
）
、
「
お
き
つ
風
ふ
け
ど
ふ
か
ね
ど
住
吉
の
松
に
か

西
園
寺
公
経
）
、
「
川
岸
や
柳
の
か
げ
も

浪
が
松
に
懸
か
っ
て
い
る
姿
が
岸
陰
の
水
に
映
っ

け
こ
す
岸
の
藤
浪
」
（
宝
治
百
首
・
七
四
八
・
源
行
家
）
な
ど
か

う
ち
霞
み
め
ぐ
む
か
水
の
淀
の
若
こ
も
」

て
い
る
か
ら
だ
。

ら
、
「
岸
」
と
付
け
た
。

（
草
根
集
・
二
七
九
〇
）
な
ど
が
あ
る
。

二
「
よ
ど
む
」
と
「
岸
」
を
結
ぶ
歌
例

季
ー
春
（
か
す
み
）

に
「
苔
ふ
か
き
岩
に
や
し
ば
し
淀
む
ら

ん
吉
野
の
川
の
岸
の
浮
波
」
（
宝
治
百
首

・
三
六
三
五
・
弁
内
侍
）
、
「
岸
か
げ
の

水
の
淀
み
の
か
た
淵
に
つ
り
を
垂
れ
た

る
青
柳
の
糸
」
（
新
撰
和
歌
六
帖
・
二
三

四
八
・
九
条
知
家
）
な
ど
が
あ
る
。

一

春
雨
に
当
た
っ
て
何
か
が
朽
ち
て

春
雨
に
か
た
わ
れ
小
舟
猶
朽
ち
て

前
句
の
「
岸
か
げ
」
に
、
そ
こ
に
繋
が
れ
て
い
る
「
か
た
わ
れ

一

二

・

45

ゆ
く
こ
と
を
詠
ん
だ
歌
の
例
に
「
草
も

玄
的

小
舟
」
を
付
け
た
。
岸
」
と
「
舟
」
と
は
次
の
為
家
や
俊
頼
の

木
も
色
づ
き
わ
た
る
春
雨
に
朽
ち
の
み

春
雨
が
降
り
止
ま
な
い
の
で
、
岸
陰
に
繋
が
れ

歌
に
あ
る
よ
う
に
、
縁
語
。

ま
さ
る
ふ
ぢ
の
衣
手
」
（
玉
葉
集
・
雑
四

て
い
る
片
割
れ
小
舟
が
更
に
朽
ち
て
し
ま
っ
た
。

「
五
月
雨
は
岸
の
上
手
に
船
つ
け
て
な
ぎ
さ
を
み
を
の
よ
ど
の

・
二
三
〇
一
・
藤
原
公
任
）
、
「
春
雨
に

河
水
」
（
夫
木
抄
・
三
〇
四
九
・
藤
原
為
家
）
、
「
う
た
の
島
岸
の

霞
の
袖
や
朽
ち
ぬ
ら
ん
は
る
れ
ば
た
え

し
た
に
は
音
信
れ
て
舟
に
は
の
り
の
声
ぞ
き
こ
ゆ
る
」
（
同
前
・

て
す
め
る
夜
の
月
」
（
松
下
集
・
二
七
〇

一
〇
五
〇
八
・
源
俊
頼
）

一
）
な
ど
が
あ
る
。

寄
合

二
「
か
た
わ
れ
舟
」
は
朽
ち
腐
っ
た
り

岸

句
作

…
き
し
陰
…

し
て
割
れ
て
し
ま
っ
た
舟
。
歌
例
に
「
う

付
合
ニ
ハ
…
つ
な
ぐ
舟
…

き
し
づ
む
世
を
う
ら
風
の
契
か
な
か
た

（
竹
馬
集
四
七
八
）
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わ
れ
小
船
か
な
た
こ
な
た
に
」
（
心
敬
集

・
一
八
〇
）
、
「
浮
き
草
は
お
な
じ
汀
に

季
ー
春
（
春
雨
）

た
だ
よ
ひ
て
か
た
わ
れ
舟
ぞ
な
か
ば
し

づ
め
る
」
（
通
勝
集
・
九
四
七
）
な
ど
が

あ
る
。

一
「
竹
の
落
葉
」
は
初
夏
に
竹
か
ら
落

竹
の
落
葉
の
そ
よ
ぎ
淋
し
き

前
句
の
「
朽
て
」
に
「
落
葉
」
と
付
け
た
。[

朽
つ
」
と
「
落
葉]

一

二

46

ち
る
葉
の
こ
と
。
歌
例
に
「
こ
の
里
は

政
直

は
、
「
を
か
の
べ
の
な
ら
の
落
葉
や
朽
ち
ぬ
ら
ん
い
ま
は
音
せ
で

柴
こ
る
山
の
遠
け
れ
ば
竹
の
落
葉
を
か

か
た
わ
れ
小
舟
が
朽
ち
て
ゆ
く
の
も
淋
し
い
も

ふ
る
霰
か
な
」
（
続
千
載
・
冬
・
六
四
七
・
忠
房
親
王
）
、
「
い
た

か
ぬ
日
ぞ
な
き
」
（
宝
治
百
首
・
三
三
四

の
だ
が
、
春
雨
が
片
割
れ
小
舟
に
当
た
っ
て
そ
の

づ
ら
に
落
葉
朽
ち
に
し
山
里
は
雪
に
も
跡
を
ま
た
で
ふ
る
か
な
」

七
・
隆
祐
）
、
「
い
つ
の
間
に
変
は
る
も

そ
ば
の
竹
の
落
ち
葉
が
そ
よ
い
で
い
る
の
は
、
な

（
洞
院
百
首
・
九
四
六
・
藤
原
行
能
）
に
あ
る
よ
う
に
、
「
朽
つ
」

の
と
も
見
え
な
く
に
竹
の
落
ち
葉
ぞ
庭

ん
と
も
物
悲
し
い
。

と
「
落
葉
」
は
縁
語
。

に
つ
も
れ
る
」
（
延
文
百
首
・
七
九
四
・

覚
誉
）
な
ど
。

「
竹
の
落
葉
」
は
、
初
夏
の
季
語
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

二

「
そ
よ
ぐ
」
と
「
さ
び
し
」
を
結
ん

い
が
、
前
句
の
「
春
雨
」
の
続
き
な
の
で
、
本
句
で
は
晩
春
の

だ
歌
例
に
「
人
は
来
ず
さ
び
し
か
れ
と

気
分
で
あ
ろ
う
。

や
荻
の
葉
の
そ
よ
ぐ
ば
か
り
の
秋
の
山

里
」
（
千
五
百
番
歌
合
・
一
二
四
八
・
藤

季
ー
春
（
竹
の
落
葉
）

原
隆
信
）
、
「
寂
し
さ
は
中
々
よ
そ
に
き

き
な
し
て
そ
よ
ぐ
も
知
ら
ぬ
軒
の
下
荻
」

（
黄
葉
集
・
七
五
四
・
烏
丸
光
広
）
な

ど
が
あ
る
。
「
落
葉
又
は
竹
の
葉
が
さ
び

し
」
と
す
る
歌
に
は
「
寂
し
さ
は
猶
残

り
け
り
跡
絶
ゆ
る
落
葉
が
上
に
今
朝
は

初

雪

」
（

無

名

抄

・

四

三

）
、
「
山

の

名

の
竹
の
葉
わ
く
る
風
の
音
も
さ
び
し
さ

さ
ぞ
な
深
草
の
里
」
（
雪
玉
集
・
二
二
六

九
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
冬
ざ
れ
」
は
風
物
が
荒
れ
は
て
て

冬
ざ
れ
は
人
気

ま
れ
な
る
庵
の
前

前
句
の
「
竹
の
落
葉
」
に
、
竹
垣
に
囲
ま
れ
て
い
る
「
庵
」
を

一

二

47

も
の
寂
し
い
冬
の
様
を
言
う
。
歌
例
に

宣
滋

付
け
た
。
「
竹
」
と
「
庵
」
が
共
に
出
て
く
る
歌
に
「
庭
の
松
め

「
冬
ざ
れ
の
あ
さ
ぢ
が
う
へ
に
置
く
霜

竹
の
落
葉
の
積
み
重
な
る
物
寂
し
い
冬
ざ
れ
の

ぐ
れ
る
竹
を
か
き
ほ
に
て
風
の
み
た
え
ぬ
山
か
げ
の
庵
」
（
新
続

の
消
ゆ
る
雫
は
た
る
ひ
な
り
け
り
」
（
玄

季
節
に
、
人
気
も
稀
な
庵
の
前
で
あ
る
こ
と
よ
。

古
今
集
・
雑
中
・
一
八
四
二
・
源
重
資
）
、
「
竹
を
の
み
友
に
思

玉
集

・
三
一
七
・
惟
宗
広
言
）
、
「
冬
ざ

ひ
し
我
が
庵
に
な
れ
て
ぞ
き
な
く
鶯
の
声
」
（
草
庵
集
・
一
九
）
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れ
の
枯
野
を
寒
み
か
る
人
も
嵐
に
の
こ

が
あ
る
。

る
萱
が
し
た
折

」
（
永
享
百
首
・
貞
成

親
王
・
五
八
〇
）
な
ど
。

季
ー
冬
（
冬
ざ
れ
）

二

人
の
気
配
の
こ
と
。
歌
例
に
「
庭

草
に
秋
風
た
つ
を
松
虫
の
人
げ
あ
り
と

や
啼
き
と
ま
る
ら
ん
」
（
草
根
集
・
三
五

五
八

）
、
「
匂
ひ
こ
そ
猶
も
り
い
づ
れ
も

屋
の
み
す
動
き
だ
に
せ
ぬ
お
く
の
人
気

に
」
（
同
・
八
一
五
六
）
な
ど

、
。
俳
諧

の
例
に
「
飼
猫
が
か
け
の
ぼ
り
た
る
肴

棚
／
台
所
に
は
人
気
稀
な
る
」
（
正
章
千

句
・
二
五
七
／
二
五
八
）
が
あ
る
。

一
「
荒
田
」
は
春
耕
前
の
、
ま
だ
耕
し

荒
田
の
原
に
馴
る
る
鳥
の
音

本
句
は
蘇
武
に
飼
い
馴
ら
さ
れ
た
雁
が
都
ま
で
彼
の
便
り
を
届

一

二

・

三

48

て
い
な
い
田
。
歌
例
に
「
ま
す
げ
お
ふ

信
助

け
た
と
い
う
中
国
の
故
事
に
基
づ
く
「
す
き
か
へ
す
春
の
荒
田

る
荒
田
に
水
を
ま
か
す
れ
ば
う
れ
し
が

庵
の
前
の
春
耕
を
待
つ
荒
田
の
原
に
飼
い
馴
ら

は
す
む
程
の
水
さ
へ
な
し
と
雁
や
行
く
ら
む
」
（
草
根
集
・
一
六

ほ
に
も
鳴
く
蛙
か
な
」
（
西
行
法
師
家
集

さ
れ
た
鳥
の
音
が
聞
こ
え
る
。
蘇
武
に
飼
わ
れ
て

二
五
）
を
本
歌
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
百
人
一

・
一
二
六
）
、
「
た
づ
の
な
く
冬
の
荒
田

い
た
雁
の
よ
う
に
、
い
ざ
と
い
う
と
き
は
飼
い
主

首
一
番
歌
な
ど
に
あ
る
よ
う
に
、
「
庵
」
と
「
田
」
は
縁
語
な
の

の
う
ね
の
野
に
一
村
す
す
き
一
夜
宿
か

の
消
息
を
方
々
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

で
、
前
句
の
「
庵
」
に
「
荒
田
」
と
付
け
た
と
見
る
こ
と
も
可

せ
」（
壬
二
集
・
一
五
一
七
・
藤
原
家
隆
）

能
で
あ
る
。

な
ど
が
あ
る
。

二

荒
田
の
原
に
住
み
な
れ
た
鳥
、
の

季
ー
冬
（
荒
田
）

意
。
「
馴
る
」
を
用
い
た
歌
に
「
住
馴
る

る
と
こ
を
雲
雀
の
あ
く
が
れ
て
行
へ
も

し
ら
ぬ
雲
に
入
り
ぬ
る
」
（
夫
木
抄
・
一

八
五
〇
・
藤
原
有
家
）
、
「
ま
だ
馴
れ
ぬ

大
内
山
の
時
鳥
今
年
初
音
を
聞
き
ぞ
そ

め
つ
る
」
（
続
後
拾
集
・
夏
・
一
七
九
・

尊
良
親
王
）
な
ど
が
あ
る
。

三

歌
例
に
「
鳥
の
音
も
み
つ
の
御
法

を
き
か
す
な
り
山
の
庵
の
明
が
た
の
空
」

（
壬
二
集
・
四
九
一
・
藤
原
家
隆
）
、「
相

坂
の
鳥
の
音
遠
く
成
り
に
け
り
朝
露
わ

く
る
粟
津
の
の
原
」
（
新
拾
遺
集
・
羈
旅
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・
七
七
七
・
頓
阿
）
な
ど
が
あ
る
。

一

歌
例
に
「
山
ぎ
は
の
霧
は
れ
そ
め

山
際

や
夕
日
ほ
の
か
に
残
る

ら
ん

前
句
の
「
荒
田
の
原
を
「
浅
茅
が
原
」
と
取
り
な
し
、
「
夕
日
さ

一

二

三

49

て
声
ば
か
り
き
き
つ
る
雁
の
つ
ら
ぞ
見

豊
一

す
浅
茅
が
原
の
旅
人
は
あ
は
れ
幾
夜
に
宿
を
か
る
ら
ん
」
（
新
古

え
行
く
」
（
玉
葉
集
・
秋
上
・
六
〇
〇
・

荒
田
の
原
に
人
に
馴
れ
た
鳥
が
い
て
、
そ
の
そ

今
集
・
羈
旅
・
九
五
一
・
源
経
信
）
か
ら
「
夕
日
」
と
付
け
た
。

藤
原
実
文
）
、
「
雲
と
ほ
き
夕
日
の
あ
と

ば
の
山
際
に
夕
日
が
ほ
の
か
に
残
っ
て
い
る
で
あ

の
山
ぎ
は
に
行
く
と
も
見
え
ぬ
雁
の
ひ

ろ
う
。

季
ー
無
季

と
つ
ら
」
（
風
雅
集
・
秋
中
・
五
三
九
・

伏
見
院
）
な
ど
が
あ
る
。

二

歌
例
に
「
夕
日
か
げ
ほ
の
か
に
み

ゆ
る
片
岡
の
尾
花
が
末
に
秋
風
ぞ
吹
く
」

（
文
保
三
年
御
百
首
・
八
三
八
・
藤
原

師
信
）
、
「
ほ
の
か
な
る
野
沢
の
夕
日
か

げ
ろ
ふ
の
燃
ゆ
る
は
春
の
草
葉
な
り
け

り
」（
柏
玉
集
・
二
〇
五
）
な
ど
が
あ
る
。

三
「
残
る
ら
ん
」
は
「
残
る
だ
ろ
う
」

の
意
。
歌
例
に
「
な
が
月
も
す
ゑ
の
野

原
の
花
薄
ほ
の
か
に
残
る
秋
の
色
か
な
」

（
続
千
載
・
秋
下
・
五
六
九
・
平
時
敦
）
、

「
風
に
ゆ
く
峰
の
う
き
雲
跡
は
れ
て
夕

日
に
残
る
秋
の
む
ら
雨
」
（
玉
葉
集
・
秋

下
・
七
二
七
・
平
時
春
）
な
ど
。

一

近
い
例
に
「
住
吉
の
ち
ぎ
の
か
た

霜
置

き

あ
へ
ぬ
野

辺
の
裏
枯
れ

前
句
の
「
山
際
」
に
そ
こ
に
続
く
「
野
辺
」
を
付
け
た
。

の

一

・

二

べ

・

50

48

そ
ぎ
ゆ
き
も
あ
は
で
霜
置
き
ま
よ
ふ
冬

順
息

「
荒
田
の
原
」
に
通
じ
る
の
で
、
所
謂
観
音
開
き
の
嫌
い
が
あ

は
き
に
け
り
」
（
新
後
拾
遺
集
・
冬
・
四

山
際
に
夕
日
が
残
っ
て
い
て
ま
だ
寒
く
な
い
の

る
。

八
四
・
源
俊
頼
）
、
「
置
あ
へ
ぬ
朝
の
霜

で
、
霜
が
置
き
尽
く
し
て
い
な
い
野
辺
の
草
が
早

「
山
際
」
の
山
と
野
辺
が
と
も
に
出
て
く
る
歌
に
「
山
里
の
か

の
薄
紅
葉

消
て
色
と
る
木
ゝ
の
白
露
」

く
も
裏
枯
れ
て
き
た
。

き
ね
は
雪
に
う
づ
も
れ
て
野
べ
と
ひ
と
つ
に
成
り
に
け
る
か
な
」

（
下
葉
集
・
二
八
二
）
が
あ
る
。

（
千
載
集
・
冬
・
四
五
七
・
藤
原
実
定
）
、
「
を
ち
こ
ち
の
山
は

二
「
野
べ
の
裏
枯
れ
」
の
歌
例
に
「
野

桜
の
花
ざ
か
り
野
べ
は
霞
に
う
ぐ
ひ
す
の
声
」
（
玉
葉
集
・
春
下

べ
の
色
は
思
ひ
し
よ
り
も
う
ら
枯
れ
て

・
一
四
八
・
永
福
門
院
）
な
ど
が
あ
る
。

霜
を
う
ら
む
る
き
り
ぎ
り
す
か
な
」
（
後

鳥
羽
院
御
集
・
三
五
四
）
、
「

け
さ
み
れ

寄
合

ば
草
葉
も
白
く
霜
置
き
て
野
べ
の
け
し

麓
ト
ア
ラ
バ
…
野
べ
…
（
連
珠
合
璧
集
八
五
）
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き
は
う
ら
枯
れ
に
け
り
」
（
宝
治
百
首
・

二
〇
九
六
・
花
山
院
師
継
）
な
ど
。

季
ー
冬
（
霜
）

一
「
野
辺
に
吹
く
松
風
」
の
歌
と
し
て

松
風
の
夜

空

を
そ
ふ
る
か
り
枕

前
句
の
「
野
辺
」
に
、
「
旅
人
の
夢
の
枕
は
た
え
は
て
て
霜
ふ
き

一

二

三

四

51

は
下
段
の
寂
身
の
歌
の
ほ
か
に
「
桜
狩

政
直

む
す
ぶ
野
辺
の
松
風
」
（
寂
身
法
師
集
・
二
六
〇
）
な
ど
の
歌
例

か
り
ね
の
夢
も
見
し
花
も
ま
ぎ
れ
て
明

霜
が
置
き
始
め
た
野
辺
に
冷
た
い
松
風
の
吹
く

の
よ
う
に
「
松
風
」
と
付
け
た
。

く
る
野
辺
の
松
風
」（
心
敬
集
・
三
四
〇
）

夜
空
が
加
わ
っ
て
い
る
。
旅
の
仮
寝
の
身
に
。

な
お
、
「
夜
空
」
を
用
い
た
歌
例
、
句
例
は
少
な
い
。
当
時
と
し

な
ど
が
あ
る
。

て
は
新
し
い
表
現
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

二

歌
例
に
「
尋
ね
ゆ
く
梅
は
木
陰
も

た
ど
ら
れ
す
匂
ひ
や
ひ
か
り
春
の
夜
の

季
ー
無
季

空
」（
拾
塵
集
・
四
〇
）
が
あ
る
。
ま
た
、

文
明
一
五
（
一
四
八
三
）
年
興
行
の
『
文

明
十
五
年
千
句

第
五
』
に
「
賑
わ
ふ

う
ち
の
家
々
の
月
／
戸
ざ
し
せ
ぬ
秋
の

夜
空
に
う
ち
向
か
ひ
」
（
六
四
／
六
五
）

が
あ
る
。

三

「
い
つ
も
み
る
月
ぞ
と
思
へ
ど
秋

の
夜
は
い
か
な
る
か
げ
を
添
ふ
る
な
る

ら
ん
」
（
後
拾
遺
集
・
秋
上
・
二
五
六
・

藤
原
長
能
）
、
「
涼
し
さ
は
い
き
の
松
原

ま
さ
る
と
も
そ
ふ
る
扇
の
風
な
忘
れ
そ
」

（
新
古
今
集
・
離
別
・
八
六
八
・
枇
杷

皇
太
后
宮
）
な
ど
が
あ
る
。

四

仮
寝
の
こ
と
。
歌
例
に
「
ふ
し
侘

び
ぬ
し
の
の
を
ざ
さ
の
か
り
枕
は
か
な

の
露
や
一
夜
ば
か
り
に
」
（
新
古
今
集
・

羈
旅
・
九
六
一
・
藤
原
有
家
）
、
「
い
は

し
ろ
や
か
や
が
下
ね
の
か
り
枕
松
風
さ

む
み
い
も
夢
に
見
ゆ
」
（
師
兼
千
首
・
八

九
一
）
な
ど
。

一
「
砂
ね
」
は
「

磯

根
」
の
こ
と
か
。

砂

ね

ま
ど

を
の
衣
う
つ
音

前
句
の
「
松
風
」
に
、
「
松
風
の
音
だ
に
秋
は
さ
び
し
き
に
衣
う

い
そ

ね

一
（
マ
マ
）

二

三

52

「
磯
根
」
は
、
磯
の
ほ
と
り
、
磯
辺
。

玄
的

つ
な
り
玉
川
の
さ
と
」
（
千
載
集
・
秋
下
・
三
四
〇
・
源
俊
頼
）

歌
例
に
「
沖
津
潟
い
そ
ね
に
近
き
岩
枕

磯
辺
を
吹
く
松
風
に
乗
っ
て
、
織
り
目
の
粗
い

か
ら
「
衣
う
つ
音
」
を
付
け
た
。
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か
け
ぬ
波
に
も
袖
は
ぬ
れ
け
り
」
（
夫
木

布
を
打
つ
音
が
間
遠
に
聞
こ
え
て
く
る
。

抄
・
一
一
九
五
二
・
源
光
行
）
、
「
田
子

季
ー
秋
（
衣
打
つ
）

の
浦
に
藤
さ
き
ぬ
ら
し
磯
根
松
梢
そ
め

ゆ
く
紫
の
浪
」
（
拾
玉
集
・
二
三
一
三
）

な
ど
が
あ
る
。

二

織
り
目
や
編
み
目
の
あ
ら
い
さ
ま

を
言
う
。
こ
こ
で
は
砧
で
衣
を
打
つ
音

の
間
隔
が
長
い
こ
と
を
掛
け
る
。
歌
例

に
「
須
磨
の
海
人
の
塩
焼
衣
の
藤
衣
間

遠
に
し
あ
れ
ば
い
ま
だ
着
な
れ
ず
」
（
万

葉

集

・

巻

三

・

四

一

三

・

大

網

公

人

主
）
、
「
須
磨
の
あ
ま
の
ま
ど
を
の
衣
夜

や
寒
き
浦
風
な
が
ら
月
も
た
ま
ら
ず
」

（
新
勅
撰
集
・
秋
上
・
二
七
二
・
藤
原

家
隆

）
、
「
須
磨
の
あ
ま
の
塩
焼
衣
を
さ

を
あ
ら
み
ま
ど
ほ
に
あ
れ
や
君
が
き
ま

さ
ぬ
」
（
古
今
・
恋
五
・

七
五
八
・
よ

み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。

三
「
衣
打
つ
音
」
は
李
白
「
子
夜
呉
歌
」

の
「
長
安
一
片
月

萬
戸
擣
衣
聲
」
に

拠
る
。
歌
例
に
「
御
吉
野
の
山
の
秋
風

さ
よ
ふ
け
て
古
郷
寒
く
衣
う
つ
な
り
」

（
新
古
今
集
・
秋
下
・
四
八
三
・
藤
原

雅
経
）
、
「
袖
の
上
の
露
も
乱
る
る
秋
風

に
誰
か
し
の
ぶ
の
衣
う
つ
ら
む
」
（
続
千

載
集
・
秋
下
・
五
五
八
・
大
蔵
卿
隆
博
）

な
ど
が
あ
る
。

一
「
月
影
も
ふ
け
ゆ
く
」
と
す
る
歌
に

月
影

も
更
け
行

く
須
磨
の
浦
か
な

し

前
句
の
「
衣
う
つ
」
に
、
「
お
き
あ
か
す
露
さ
へ
さ
む
き
月
影
に

一

・

・

二

53

「
月
か
げ
は
山
の
端
い
づ
る
宵
よ
り
も

貞
重

な
れ
て
い
く
夜
か
衣
う
つ
ら
ん
」
（
続
拾
遺
・
秋
下
・
三
三
四
・

ふ
け
ゆ
く
空
ぞ
照
り
ま
さ
り
け
る
」
（
後

衣
を
打
つ
音
が
聞
こ
え
、
月
影
の
夜
も
更
け
て

入
道
二
品
親
王
性
助
）
、
「
た
れ
ゆ
ゑ
か
か
た
ぶ
く
ま
で
の
月
影

拾

遺

集

・

雑

一

・

八

三

七

・

藤

原

長

ゆ
く
。
そ
ん
な
須
磨
の
浦
の
も
の
悲
し
い
情
景
で

に
ね
な
ま
し
人
の
衣
う
つ
ら
ん
」
（
続
千
載
・
秋
下
・
五
五
五
・

房
）
、
「
月
か
げ
の
は
つ
秋
風
と
ふ
け
ゆ

あ
る
こ
と
だ
。

源
邦
長
）
な
ど
か
ら
、
「
月
影
」
と
付
け
た
。

け
ば
心
づ
く
し
に
物
を
こ
そ
思
へ
」
（
新
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古
今
集
・
秋
上
・
三
八
一
・
円
融
院
）

寄
合

な
ど
が
あ
る
。
更
に
「
須
磨
」
ま
で
詠

衣
打
ト
ア
ラ
バ

…
月
…

み
込
ん
だ
歌
と
し
て
は
「
須
磨
の
関
ふ

（
連
珠
合
璧
集
六
六
七
）

け
ゆ
く
波
の
う
き
枕
と
も
な
ふ
月
ぞ
う

ら
づ
た
ひ
ぬ
る
」
（
秋
篠
月
清
集
・
一
一

季
ー
秋
（
月
影
）

八
七
・
藤
原
良
経
）
、
「
関
守
よ
更
行
く

月
も
と
ど
め
な
ん
須
磨
の
う
ら
ぢ
の
秋

の
夜
の
空
」
（
永
享
百
首
・
四
六
六
・
浄

喜
）
、
「
須
磨
の
浦
に
待
つ
夜
ふ
け
ゆ
く

月
か
げ
を
浪
の
あ
だ
名
に
誰
を
し
む
ら

ん
」
（
後
鳥
羽
御
集
・
四
九
三
）
な
ど
が

あ
る
。

二

「
う
ら
悲
し
」
を
掛
け
る
。
歌
例

に
「
行
舟
の
う
き
て
思
ひ
も
お
ほ
し
ま

の

浦
か
な
し
き
は
秋
の
夕
く
れ
」
（
雪

玉
集
・
一
一
四
〇
）
、
「
さ
夜
深
け
て
あ

し
の
末
こ
す
浜
風
に
う
ら
が
な
し
く
も

鳴
く
千
鳥
か
な
」
（
続
千
載
集
・
冬
・
六

三
一
・
藤
原
公
能
）
な
ど
。

一

涙
は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
の

涙
は
知
る
や
か
か
る
ひ
と
り
寝

前
句
の
「
か
な
し
」
に
、
「
わ
び
は
つ
る
時
さ
へ
物
の
悲
し
き
は

一

し

二

ゝ

ね

54

意
。
歌
例
に
「
袖
に
し
も
月
か
か
れ
と

昌
琢

い
づ
こ
を
し
の
ぶ
涙
な
る
ら
む
」
（
古
今
集
・
恋
五
・
八
一
三
・

は
契
り
お
か
ず
涙
は
知
る
や
う
つ
の
山

須
磨
の
浦
の
も
の
悲
し
い
景
色
を
見
て
流
し
た

よ
み
人
し
ら
ず
）
、
「
ち
り
ぢ
り
に
わ
か
る
る
け
ふ
の
か
な
し
さ

ご
え
」
（
新
古
今
集
・
羈
旅
・
九
八
三
・

涙
は
こ
の
よ
う
な
独
り
寝
の
一
夜
を
知
っ
て
い
る

に
涙
し
も
こ
そ
と
ま
ら
ざ
り
け
れ
」
（
千
載
集
・
哀
傷
・
五
七
九

鴨
長
明
）
、
「
い
き
て
よ
に
い
つ
ま
で
ぬ

の
か
。

・
上
西
門
院
兵
衛
）
な
ど
に
よ
り
、
「
涙
」
と
付
け
た
。

れ
ん
袂
ぞ
と
涙
は
知
る
や
秋
の
夕
ぐ
れ
」

（
続
古
今
集
・
恋
五
・
一
三
四
一
・
西

季
ー
無
季

園
寺
実
氏
）
な
ど
が
あ
る
。

二

こ
の
言
い
回
し
の
歌
例
は
見
い
だ

せ
な
い
。
「
か
か
る
」
を
用
い
た
歌
の
例

に
「
思
ひ
き
や
か
か
る
恋
路
に
入
り
そ

め
て
よ
く
か
た
も
な
き
歎
き
せ
ん
と
は
」

（
山
家
集
・
一
三
三
二
）
、
「
頼
め
ね
ば

来
ぬ
を
う
し
と
は
か
こ
た
ね
ど
か
か
る
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月
夜
を
ひ
と
り
見
よ
と
や
」
（
風
雅
集
・

恋

二

・

一

〇

八

〇

・

前

太

宰

大

弐

俊

兼
）
、
「
独
り
き
く
枕
も
さ
び
し
秋
の
雨

の
き
り
の
ひ
ろ
葉
に
か
か
る
寝
覚
は
」

（
挙
白
集
・
七
二
五
）
な
ど
が
あ
る
。

一

取
る
に
足
り
な
い
我
が
身
の
ほ
ど
。

数
な

ら
ぬ
身
は
ま
た
人
に
見
え
が
た

前
句
の
「
涙
」
に
、
「
と
は
ぬ
ま
は
そ
で
く
ち
ぬ
べ
し
か
ず
な
ら

一

又

三

55

歌
例
に
「
花
が
た
み
め
な
ら
ぶ
人
の
あ

み

昌
俊

ぬ
身
よ
り
あ
ま
れ
る
涙
こ
ぼ
れ
て
」
（
続
後
撰
集
・
恋
四
・
九
〇

ま
た
あ
れ
ば
忘
ら
れ
ぬ
ら
む
数
な
ら
ぬ

涙
に
暮
れ
な
が
ら
独
り
寝
を
し
て
い
る
数
な
ら

五
・
馬
内
侍
）
、
「
数
な
ら
ぬ
身
を
し
る
袖
の
涙
と
も
月
よ
り
外

身
は
」
（
古
今
集
・
恋
五
・
七
五
四
・
よ

ぬ
自
分
は
、
や
は
り
ま
た
人
の
目
に
は
見
え
が
た

は
た
れ
か
と
ふ
べ
き
」
（
新
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
八
一
・
法
眼

み
人
し
ら
ず
）
、
「
う
き
世
と
も
中
々
い

い
の
で
あ
ろ
う
。

慶
融
）
な
ど
に
よ
り
、
「
数
な
ら
ぬ
身
は
」
を
付
け
た
。
さ
ら
に
、

は
じ
ひ
た
す
ら
に
数
な
ら
ぬ
身
は
あ
る

「
か
ず
〳
〵
に
思
ひ
お
も
は
ず
問
ひ
が
た
み
身
を
し
る
雨
は
降

に
任
せ
て
」
（
新
千
載
集
・
雑
七
・
一
九

り
ぞ
ま
さ
れ
る
」
（
古
今
集
・
恋
四
・
七
〇
五
・
在
原
業
平
）
を

四
五
・
宋
親
）
な
ど
が
あ
る
。

本
歌
と
し
て
句
を
作
っ
た
。

二
「
又
人
に
」
の
歌
例
に
「
う
き
を
し

た
ふ
心
な
が
さ
を
又
人
に
思
ひ
く
ら
べ

季
ー
無
季

て
あ
は
れ
と
を
知
れ
」
（
玉
葉
集
・
恋
五

・
一
七
七
一
・
藤
原
経
親
）
、
「
こ
し
か

た
の
忘
れ
が
た
き
も
ま
た
人
に
語
る
ば

か
り
の
思
ひ
出
は
な
し
」
（
風
雅
集
・
雑

下
・
一
九
二
八
・
後
宇
多
宰
相
典
侍
）

な
ど
が
あ
る
。

三
「
見
え
が
た
み
」
の
「
み
」
は
、
「･

･

･

な
の
で
」
の
意
。
こ
の
歌
例
は
見
い
だ

せ
な
い
が
、
「
問
ひ
が
た
み
」
の
例
に
下

段
に
挙
げ
た
古
今
集
・
七
〇
五
が
あ
る
。

ま
た
、
「
め
ず
ら
し
み
」
の
例
に
「
望
月

の
い
や
め
づ
ら
し
み
思
ほ
し
し
君
と
時

々

幸

し
て
」
（
万
葉
集
・
巻
一
・
一
九

い
で
ま

六
・
柿
本
人
麻
呂
）
が
あ
る
。

一

あ
れ
こ
れ
思
っ
た
り
思
わ
な
か
っ

思

ふ
に
お
く
れ
つ
ら
き
存

命

前
句
の
本
歌
と
し
て
挙
げ
た
古
今
集
・
七
〇
五
の
「
数
々
に
思

一

お
も

二

（
な
が
ら
へ
）

56

た
り
し
て
い
る
う
ち
に
思
い
定
め
る
の

玄
陳

ひ
お
も
は
ず
」
を
「
何
回
も
思
っ
た
り
思
わ
な
か
っ
た
り
」
と

が
遅
れ
た
、
の
意
。
具
体
的
に
は
、
「
つ

数
な
ら
ぬ
身
の
上
な
の
で
、
出
家
し
よ
う
と
い

取
り
、
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
「
思
ふ
に
お
く
れ
」
た
、
と
付
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ら
き
存
命
」
と
続
く
の
で
、
「
出
家
の
決

う
思
い
も
決
心
が
つ
か
ず
、
つ
ら
い
残
生
を
送
っ

け
た
。

心
が
遅
れ
た
」
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ

て
い
る
。

る
。
歌
例
に
「
人
の
よ
の
思
ふ
に
か
な

季
ー
無
季

ふ
も
の
な
ら
ば
わ
が
身
は
君
に
お
く
れ

ざ
ら
ま
し
」
（
兼
輔
集
・
一
一
三
）
、
「
思

ふ
に
は
遅
れ
ん
も
の
か
あ
ら
く
ま
の
す

む
て
ふ
山
の
し
ば
し
な
り
と
も
」
（
拾
遺

愚
草
・
七
六
七
）
」
な
ど
が
あ
る
。

二

生
き
な
が
ら
え
る
の
が
つ
ら
い
、
の

意
。
歌
例
に
「
な
が
ら
へ
ば
つ
ら
き
心

も
か
は
る
や
と
定
め
な
き
世
を
頼
む
ば

か
り
ぞ
」
（
千
載
集
・
恋
一
・
六
七
九
・

藤
原
頼
輔
）
、
「
い
つ
は
り
を
頼
む
ば
か

り
に
な
が
ら
へ
ば
つ
ら
き
ぞ
人
の
命
な

る
べ
き
」
（
続
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
七

七
・
藤
原
通
成
）
な
ど
が
あ
る
。

一

自
分
よ
り
早
く
出
家
し
た
人
の
跡

跡
し
た
ひ
世
を
捨
て
ば
や
の
山
の
奥

前
句
が
早
く
出
家
し
な
か
っ
た
の
を
後
悔
し
て
い
る
と
い
う
内

一

二

57

を
慕
っ
て
、
の
意
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意

行
生

容
だ
っ
た
の
で
、
早
々
と
出
家
し
た
人
の
跡
を
慕
っ
て
世
を
捨

味
と
同
じ
で
は
な
い
が
、「
跡
を
し
た
ふ
」

早
々
と
出
家
さ
れ
た
人
の
跡
を
慕
っ
て
自
分
も

て
れ
ば
よ
か
っ
た
と
付
け
た
。

を
用
い
た
歌
に
、
「
さ
ら
に
又
立
ち
お
く

世
を
捨
て
た
い
も
の
だ
、
山
の
奥
で
。

れ
じ
と
し
た
ふ
か
な
も
え
し
煙
の
跡
を

季
ー
無
季

尋
ね
て
」
（
新
拾
遺
集
・
哀
傷
・
八
八
〇

・
従
三
位
吉
子
）
、
「
跡
し
た
ふ
か
た
み

の
日
か
ず
そ
れ
だ
に
も
昨
日
の
夢
に
又

う
つ
り
ぬ
る
」
（
風
雅
集
・
雑
下
・
一
九

九
二
・
冷
泉
爲
相
）
な
ど
が
あ
る

二
「
世
を
捨
て
ば
や
の
山
の
奥
」
は
「
（
先

達
の
跡
を
慕
っ
て
）
世
を
捨
て
れ
ば
よ

か
っ
た
、
山
の
奥
で
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

似
た
言
い
回
し
を
用
い
た
歌
に
「
世
を

す
て
て
山
に
い
る
人
山
に
て
も
猶
う
き

時
は
い
づ
ち
ゆ
く
ら
む
」
（
古
今
集
・
雑

下
・
九
五
六
・
凡
河
内
躬
恒
）
、
「
世
を
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す
て
ば
我
も
入
る
べ
き
山
の
端
に
ま
づ

か
く
れ
ぬ
る
夜
半
の
月
か
な
」
（
玄
玉
集

・
二
一
四
・
平
康
頼
）
な
ど
が
あ
る
。

一

す
べ
て
の
こ
と
が
嫌
に
な
る
、
の

な
べ
て
う
と
む

や
君
く
ら
き
時

「
後
朱
雀
院
か
く
れ
給
ひ
て
源
三
位
が
も
と
に
遣
は
し
け
る
」

一

二

58

意
で
あ
ろ
う
。「
な
べ
て
」
と
「
う
と
む
」

慶
順

と
い
う
詞
書
の
あ
る
「
あ
は
れ
君
い
か
な
る
野
べ
の
煙
に
て
む

が
共
に
出
て
く
る
歌
例
は
見
い
だ
せ
な

世
の
中
の
こ
と
す
べ
て
が
い
や
に
な
っ
て
、
世

な
し
き
空
の
雲
と
な
り
け
ん
」
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
八
二
一
・

い
が
、
「
な
べ
て
」
と
「
う
と
（
し
）
」

を
捨
て
る
の
だ
ろ
う
か
。
お
仕
え
す
る
方
が
亡
く

弁
乳
母
）
が
本
歌
。
本
句
の
「
君
く
ら
き
時
」
は
弁
乳
母
が
仕

が
共
に
用
い
ら
れ
た
歌
に
「
わ
き
て
見

な
ら
れ
、
暗
い
煙
と
な
っ
て
天
に
昇
ら
れ
る
時
は
。
え
て
い
た
「
君
」
す
な
わ
ち
後
朱
雀
院
が
亡
く
な
り
、
空
の
黒

む
な
べ
て
の
春
は
う
と
け
れ
ど
そ
の
か

雲
の
よ
う
な
黒
い
火
葬
の
煙
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ

み
山
の
花
の
香
ぞ
す
る
」
（
長
綱
集
・
三

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

八
九
）
が
あ
る
。

二
「
君
く
ら
き
時
」
の
歌
例
は
見
い
だ

寄
合

せ
な
い
が
、
連
歌
の
例
に
「
世
を
恨
み

世
を
す
つ
る
に
は
…
君
く
ら
き

…
（
捨
花
集
二
四
六
）

て
の
隠
れ
家
の
山
／
君
く
ら
き
心
に
と

き
を
失
ひ
て
（
毛
利
千
句
・
三
四
／
三

季
ー
無
季

五
）
が
あ
る
。

一
「
も
え
し
」
は
「
火
葬
」
で
遺
体
が

燃

え
し
こ
そ
こ
こ
ら
の
文
の
煙
な
れ

前
句
の
「
お
仕
え
す
る
方
の
遺
体
が
燃
や
さ
れ
て
暗
い
煙
と
な

一

も

二

ゝ

三

59

燃
や
さ
れ
た
こ
と
。
こ
の
意
味
で
「
も

昌
塚

っ
て
立
ち
昇
る
時
」
の
意
の
「
君
く
ら
き
時
」
に
「
も
え
し
」
（
燃

え
し
」
を
用
い
た
例
と
し
て
、
下
段
に

燃
え
し
ま
っ
た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
く
、
あ
な

え
し
）
と
付
け
た
。

挙
げ
た
新
古
今
集
・
八
二
二
の
ほ
か
に
、

た
か
ら
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
文
で
、
こ
れ
が

前
句
と
の
関
係
で
「
お
も
へ
君
も
え
し
煙
に
ま
が
ひ
な
で
立
ち

「
残
り
ゐ
て
思
ふ
も
か
な
し
あ
は
れ
な

煙
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

お
く
れ
た
る
春
の
か
す
み
を
」
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
八
二
二
・

ど
も
え
し
煙
に
立
ち
お
く
れ
け
ん
」
（
風

源
三
位
）
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
遺
体
で
は
な
く

雅
集
・
雑
下
・
一
九
九
七
・
永
陽
門
院

文
が
燃
や
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。

左
京
大
夫
）
、
「
う
し
と
見
し
春
も
め
わ

た
る
鳥
辺
山
も
え
し
煙
や
霞
み
き
ぬ
ら

季
ー
無
季

ん
」（
草
根
集
・
一
三
九
）
な
ど
が
あ
る
。

二

「
こ
こ
ら
」
は
「
数
多
く
」
の
意
。

歌
例
に
「
世
の
中
は
い
か
に
苦
し
と
思

ふ
ら
む
こ
こ
ら
の
人
に
う
ら
み
ら
る
れ

ば
」
（
古
今
集
・
雑
躰
・
一
〇
六
二
・
在

原
元
方
）
が
あ
る
。
た
だ
し
、
「
こ
こ
ら

の
文
」
の
歌
例
、
俳
諧
の
例
は
見
出
せ
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な
い
。
連
歌
で
は
、
永
禄
元
（
一
五
五

八
）
興
行
の
何
船
百
韻
に
「
恨
み
の
み

つ
も
れ
る
仲
の
は
て
は
て
に
／
こ
こ
ら

の
文
の
煙
は
か
な
や
」
（
六
五
／
六
六
）

が
あ
る
。

三

文
を
燃
や
し
た
時
の
煙
に
つ
い
て
は

も
、
歌
例
、
俳
諧
の
例
は
見
出
せ
な
い
。

連
歌
の
用
例
と
し
て
は
、
前
掲
の
連
歌

例
の
ほ
か
に
、
天
文
六
（
一
五
三
七
）

年
興
行
の
『
伊
予
千
句

第
七
』
に
「
と

り
あ
つ
め
古
へ
今
の
我
が
涙
／
煙
に
な

せ
る
文
の
あ
は
れ
さ
」
（
三
七
／
三
八
）

と
あ
る
。

一
「
仏
の
と
け
る
法
」
の
歌
例
に
「
思

仏
の
と
け
る
法
ぞ
妙
な
る

前
句
の
「
煙
」
に
「
白
妙
の
山
は
ふ
じ
の
ね
時
し
ら
ぬ
い
く
世

一

二

・

60

い
で
の
煙
や
ま
さ
ん
な
き
人
の
仏
に
な

昌
俔

の
雪
に
煙
た
つ
ら
ん
」（
建
保
名
所
百
首
・
九
八
六
）
か
ら
「
妙
な・

れ
る
こ
の
み
み
ば
君
」
（
後
撰
集
・
雑
三

数
多
の
文
（
書
物
）
の
中
で
も
御
仏
が
お
説
き

る
」
と
付
け
た
。

・
一
二
二
六
・
真
延
法
師
）
、
「
う
へ
も

く
だ
さ
っ
た
法
の
道
を
記
し
た
書
物
が
素
晴
ら
し

な
き
仏
の
と
け
る
法
な
れ
ば
ま
さ
れ
る

い
内
容
を
伝
え
て
い
る
。

季
ー
無
季

教
へ
さ
ら
に
な
き
な
り
」
（
安
撰
和
歌
集

・
三
八
一
・
権
律
師
実
厳
）
、
「
誰
か
世

に
た
も
た
さ
る
へ
き
仏
た
に

ま
も
り

思
ふ
と
と
け
る
御
法
を
」
（
草
根
集
・
五

三
九
〇
）
な
ど
。

二
「
法
」
と
「
妙
な
る
」
を
結
ぶ
歌
例

に
「
妙
な
り
と
知
る
こ
と
わ
り
の
ま
す

鏡
つ
く
り
お
き
け
る
法
も
か
し
こ
し
」

（
続
後
拾
遺
集
・
釈
教
・
一
三
〇
八
・

前
僧
正
実
聡
）
、
「
こ
こ
に
の
み
あ
り
と

や
は
見
る
い
づ
く
に
も
妙
な
る
声
に
法

を
こ
そ
聞
け
」
（
風
雅
集
・
釈
教
・
二
〇

五
七
・
赤
染
衛
門
）
な
ど
。

一
「
罪
お
も
き
身
」
の
歌
例
に
は
「
塵

罪
お
も
き
身
も
彼
国
や
頼
む
ら
ん

前
句
の
「
仏
」
に
「
彼
国
」
と
付
け
た
。
な
お
、
「
仏
」
と
「
彼

一

二

三

61
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と
聞
く
ば
か
り
に
か
け
る
露
の
身
の
か

順
息

国
」
が
共
に
出
て
く
る
歌
に
「
彼
国
に
む
ま
れ
て
後
や
様
々
の

ろ
く
覚
ゆ
る
罪
重
き
か
な
」
（
匡
衡
集
・

御
仏
の
説
か
れ
る
法
の
道
か
ら
は
ず
れ
て
重
い

仏
の
法
も
我
そ
と
か
ま
し
」（
言
綱
卿
詠
草
・
二
二
六
）
が
あ
る
。

三
二

）
、
「
罪
は
世
に
重
き
物
ぞ
と
聞
き

罪
を
負
っ
て
い
る
我
が
身
も
、
か
の
御
仏
の
国
に

寄
合

し
か
ど
い
と
か
ば
か
り
は
思
は
ざ
り
し

行
け
る
よ
う
に
お
頼
み
す
る
と
し
よ
う
。

佛
ト
ア
ラ
バ
、
彼
国
（
連
珠
合
璧
集
五
七
二
）

を
」
（
赤
染
衛
門
集
・
二
六
七
）
な
ど
。

な
お
、「
罪
お
も
き
身
」
は
『
源
氏
物
語
』

季
ー
無
季

「
須
磨
」
の
光
源
氏
の
境
遇
を
背
景
に

し
た
表
現
。

二

仏
の
国
。
歌
例
に
「
西
ふ
け
ば
人

の
心
も
涼
し
き
や
彼
国
よ
り
の
秋
の
は

つ
風
」
（
草
根
集
・
三
二
八
二
）
な
ど
。

三

歌
例
に
「
思
ひ
立
つ
鳥
は
古
巣
も

頼
む
ら
ん
な
れ
ぬ
る
花
の
跡
の
夕
暮
」

（
新
古
今
集
・
春
下
・
一
五
四
・
寂
蓮

法
師
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
海
辺
」
を
詠
む
歌
の
例
に
「
行
く

海
辺

も
住
ば
す
み

は
憂
か
ら
ぬ

前
句
の
「
彼
国
」
に
「
海
辺
」
と
付
け
た
。
「
海
辺
」
に
続
く
「
住

一

二

う

62

汐
か
緑
は
染
む
る
海
辺
な
る
な
び
く
柳

信
助

ば
」
の
「
住
（
す
ま
）
」
は
「
須
磨
」
の
掛
詞
と
な
っ
て
い
る
の

の
う
き
島
が
原
」
（
夫
木
抄
・
八
七
一
・

罪
重
い
身
で
も
海
辺
に
住
ん
で
み
る
と
住
む
の

で
、
「
海
辺
」
は
光
源
氏
が
侘
び
住
ま
い
を
し
た
須
磨
の
海
辺
で

前
大
納
言
顕
朝)

、
「
千
鳥
鳴
く
海
辺
に

が
つ
ら
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

も
あ
る
。

月
を
ひ
と
り
見
て
都
の
ほ
か
に
年
の
暮

れ
ぬ
る
」
（
能
因
法
師
集
・
二
二
六
）
な

季
ー
無
季

ど
が
あ
る
。

二

住
み
づ
ら
く
な
い
、
の
意
。「
住
吉
」

を
連
想
さ
せ
る
。
関
連
す
る
歌
に
「
煙

ぞ
見
る
春
の
海
辺
の
名
な
り
け
り
住
吉

の
里
住
よ
し
の
浜
」
（
夫
木
抄
・
一
七
一

四
・
藤
原
定
家
）
な
ど
。

一
「
そ
の
か
み
の
」
の
歌
例
は
「
そ
の

そ
の
か
み
の
都
は
さ
ぞ
な
難
波
潟

前
句
の
「
海
辺
」
に
「
難
波
潟
」
と
付
け
た
。

一

二

三

63

か
み
の
人
は
の
こ
ら
じ
は
こ
ざ
き
の
松

宣
滋

ば
か
り
こ
そ
わ
れ
を
し
る
ら
め
」
（
後
拾

海
辺
と
言
え
ば
、
大
昔
の
難
波
潟
の
そ
ば
の
都

季
ー
無
季

遺
集
・
雑
五
・
一
一
二
九
・
中
将
尼
）
、

は
さ
ぞ
立
派
だ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
そ
の
か
み
の
玉
の
か
ざ
し
を
う
ち
か



- 55 -

へ
し
今
は
衣
の
う
ら
を
た
の
ま
ん
」
（
新

古
今
集
・
雑
下
・
一
七
一
二
・
東
三
条

院
）
な
ど
多
数
。
「
そ
の
か
み
の
都
」
と

連
用
し
た
歌
例
、
句
例
、
連
歌
の
用
例

は
本
句
以
外
見
い
だ
せ
な
い
。

二
「
都
は
さ
ぞ
な
」
は
「
都
は
さ
ぞ
か

し
」
の
意
。
歌
例
に
「
こ
し
ぢ
に
は
都

の
秋
の
こ
こ
ち
し
て
さ
ぞ
な
待
ら
む
春

の
か
り
が
ね
」
（
新
後
撰
集
・
羈
旅
・
六

〇
四
・
権
中
納
言
公
雄
）
、
「
都
だ
に
さ

ぞ
な
さ
び
し
き
松
の
風
ひ
と
り
み
山
に

た
れ
し
の
ぶ
ら
む
」
（
後
鳥
羽
院
御
集
・

一
二
二
五
）
な
ど
。

三
「
難
波
潟
」
の
歌
例
は
「
難
波
潟
こ

や
の
か
り
ね
の
夢
に
だ
に
都
を
い
か
で

み
つ
の
う
ら
か
ぜ
」
（
草
庵
集
・
一
三
一

〇
）
、
「
難
波
潟
月
の
宮
こ
に
都
を
も
な

ら
べ
て
見
ば
や
照
す
夜
の
影
」
（
松
下
集

・
七
〇
三
）
な
ど
多
数
見
ら
れ
る
。

一
「
よ
せ
来
る
波
」
を
用
い
た
歌
の
例

よ
せ
来
る
波
の
舟
あ
ま
た
也

前
句
の
「
難
波
潟
」
に
「
よ
せ
来
る
波
」
と
付
け
た
。

一

二

64

に
「
難
波
が
た
よ
せ
く
る
波
に
風
寒
え

玄
的

さ

て
あ
し
の
枯
葉
に
た
る
ひ
す
が
れ
り
」

難
波
潟
に
寄
せ
来
る
波
が
あ
ま
た
の
舟
を
揺
ら

季
ー
無
季

（
正
治
初
度
百
首
・
五
六
一
・
源
通
親
）
、

し
て
い
る
。

「
わ
た
の
原
よ
せ
く
る
浪
の
し
ば
し
ば

も
見
ま
く
の
ほ
し
き
玉
津
島
か
も
」
（
古

今
集
・
雑
上
・
九
一
二
・
よ
み
人
し
ら

ず
）
な
ど
が
あ
る
。

二
「
舟
あ
ま
た
」
の
歌
例
に
「
蘆
ふ
か

き
こ
や
の
た
は
れ
め
立
出
で
よ
み
し
ま

江
口
に
舟
あ
ま
た
み
ゆ
」
（
草
根
集
・
一

〇
二
一
七
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
遠
近
」
の
歌
例
に
「
遠
近
も
同
じ

遠
近
も
明
け
て
静
ま
る
山
颪

前
句
ま
で
海
の
句
が
続
い
た
の
で
、
海
辺
に
向
か
っ
て
吹
く
山

一

二

・

し
づ

三

65
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盛
り
に
な
り
に
け
り
ま
づ
い
づ
か
た
の

玄
陳

颪
を
使
っ
て
、
場
面
を
切
り
替
え
た
。

花
を
問
は
ま
し
」
（
新
続
古
今
集
・
春
下

海
辺
に
向
か
っ
て
遠
い
と
こ
ろ
、
近
い
と
こ
ろ

・
一
二
三
・
後
岡
屋
前
関
白
左
大
臣
）
、

か
ら
吹
き
下
ろ
す
山
颪
が
夜
明
け
と
共
に
静
か
に

季
ー
冬
（
山
颪
）

「
波
こ
す
と
見
え
て
木
末
の
遠
近
も
な

な
っ
た
。

べ
て
渚
の
松
の
白
雪
」
（
雪
玉
集
・
七
三

二
九
）
な
ど
。

二
「
明
て
し
づ
ま
る
」
は
「
（
嵐
な
ど
が
）

朝
方
に
な
っ
て
静
ま
っ
て
き
た
」
の
意

で
あ
ろ
う
。
歌
例
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、

連
歌
の
例
に
「
園
塵
第
一
・
冬
」
の
「
冬

枯
れ
の
野
辺
の
萱
原
む
ら
む
ら
に
／
夜

半
の
嵐
も
あ
け
て
静
ま
る
」
（
四
〇
四
／

四
〇
五
）
な
ど
が
あ
る
。

三

山
か
ら
吹
き
お
ろ
す
風
。
歌
例
に

「
心
し
て
稀
に
吹
つ
る
秋
風
を
山
颪
に

は
な
さ
じ
と
ぞ
思
ふ
」
（
後
撰
集
・
雑
二

・
一
一
三
八
・
大
輔
）
が
あ
る
。

一
「
雲
間
に
白
き
」
の
歌
例
に
「
あ
ら

雲
間
に
白
き
雪
の
杉
村

前
句
の
「
明
て
」
で
想
起
さ
れ
る
明
け
方
の
空
に
「
雲
間
」
と

一

二

66

し
山
く
づ
れ
て
お
つ
る
た
き
つ
せ
の
雲

政
直

付
け
た
。

ま
に
し
ろ
き
五
月
雨
の
比
」
（
夫
木
抄
・

雪
混
じ
り
の
山
颪
が
吹
き
荒
れ
て
、
雲
間
の
向

三
〇
三
三
・
藤
原
為
家
）
、
「
風
ま
ぜ
に

こ
う

に

白
い

雪

を
被

っ
た

杉

の
群

立

ち
が

見
え

「
杉
村
」
は
「
杉

群
」
（
杉
の
群
立
ち
。
杉
の
群
が
り
立
っ
て
い

す
ぎ
む
ら

ち
る
や
霰
の
そ
ら
冴
え
て
雲
間
に
し
ろ

る
。

る
所
）
。
「
杉
群
」
を
用
い
た
歌
に
「
逢
坂
や
梢
の
花
を
吹
く
か

き
雪
の
遠
山
」
（
竹
風
和
歌
集
・
四
〇
八

ら
に
嵐
ぞ
か
す
む
関
の
杉
群
（
新
古
今
・
春
下
・
一
二
九
・
宮

・
宗
尊
親
王
）
な
ど
。

内
卿
）

二
「
雪
」
と
「
杉
む
ら
」
と
が
共
に
出

て
く
る
歌
例
に
「
し
ら
雪
の
ふ
る
の
山

季
ー
冬
（
雪
）

な
る
杉
村
の
す
ぐ
る
程
な
き
年
の
く
れ

か
な
」
（
金
槐
和
歌
集
・
四
〇
一
）
、
「
心

し
る
人
し
も
あ
ら
ば
三
輪
の
山
い
か
に

待
ち
み
む
雪
の
杉
む
ら
」
（
雪
玉
集
・
一

七
〇
三
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
雨
の
後
」
が
出
て
く
る
歌
の
例
に

雨
の
後
花
に
分
け
入
る
寺
の
門

前
句
の
花
を
思
わ
せ
る
「
白
き
雪
」
に
「
花
」
と
付
け
た
。
本

一

二

・

・

三

67
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「
雨
の
後
花
橘
を
ふ
く
風
に
露
さ
へ
に

慶
順

句
の
「
雨
」
は
春
雨
。
前
句
の
雪
の
季
節
を
暖
か
く
な
っ
て
雨

ほ
ふ
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
空

」
（
玄
玉
集
・

六

春
雨
が
降
っ
た
後
、
先
日
ま
で
降
っ
て
い
た
白

が
降
る
季
節
に
変
え
た
。

三
七
・
藤
原
俊
成

）
、
「
雨
の
の
ち
の
露

い
雪
を
思
わ
せ
る
桜
の
花
を
分
け
入
っ
て
寺
の
門

に
は
は
ぎ
の
を
れ
ふ
し
て
散
ら
で
も
庭

ま
で
や
っ
て
き
た
。

季
ー
春
（
花
）

の
花
と
な
り
ぬ
る
」
（
拾
玉
集
・
四
五
三

四
）
な
ど
が
あ
る
。

二
「
花
に
分
け
入
る
」
の
例
と
し
て
は

「
今
日
も
ま
た
三
輪
の
杉
む
ら
ゆ
き
く

ら
し
花
に
分
入
る
小
初
瀬
の
山
」
（
寂
蓮

法
師
集
・
一
七
七

）
、
「
旅
人
の
先
立
つ

袖
も
秋
草
の
花
に
分
入
る
武
蔵
野
の
原
」

（
頓
阿
句
題
百
首
・
三
三
一
）
な
ど
が

あ
る
。

三

歌
例
に
「
墨
染
の
夕
の
山
の
寺
の

門
た
た
か
ぬ
袖
に
月
ぞ
さ
し
く
る
」
（
草

根
集
・
八
二
一
七
）

な
ど
が
あ
る
。

一
「
鐘
の
音
」
の
歌
例
に
「
更
く
る
夜

鐘
の
音
し
て
暮
る
る
春
の
日

前
句
の
「
寺
」
に
「
鐘
の
音
」
と
付
け
た
。

一

二

・

68

の
寺
お
こ
な
ひ
の
鐘
の
音
に
は
か
つ
ぐ

順
息

寄
合

み
に
う
ち
ぞ
驚
く
」
（
新
撰
和
歌
六
帖
・

雨
が
や
ん
だ
後
、
寺
の
鐘
の
音
が
鳴
り
響
き
、

寺
ト
ア
ラ
…
鐘
…

九
〇
四
・
藤
原
信
実
）
、
「
花
に
あ
か
ぬ

春
の
日
が
、
そ
し
て
春
の
季
節
も
暮
れ
よ
う
と
し

（
連
珠
合
璧
集
五
七
四
）

名
残
を
思
ふ
春
の
日
の
心
も
知
ら
ぬ
鐘

て
い
る
。

の
音
か
な
」
（
夫
木
抄
・
一
五
二
三
六
・

季
ー
春
（
春
の
日
）

九
条
良
経
）
な
ど
が
あ
る
。

二
「
暮
る
る
」
は
「
春
の
日
」
が
暮
れ

る
こ
と
で
あ
る
が
、
春
と
い
う
季
節
が

終
わ
る
こ
と
も
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
。
歌
例
に
「
い
か
に
せ
ん
花
に
恨
を

つ
く
し
て
も
く
る
る
な
ら
ひ
の
春
の
日

数
を
」
（
文
保
三
年
御
百
首
・
一
七
一
二

・
藤
原
実
前
）
な
ど
が
あ
る
。
句
例
に

「
春
の
日
の
く
る
る
も
し
ら
ず
連
歌
し

て
」
（
玉
海
集
・
二
六
七
三
・
勝
政
）
な
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ど
が
あ
る
。

一
「
朝
気
」
と
詠
む
歌
に
「
春
き
ぬ
と

朝
気

よ
り
鈴
さ
す
鷹
の
帰
る
野
に

前
句
の
「
鐘
」
に
「
鈴
さ
す
鷹
」
と
付
け
た
。

一

二

三

69

思
ひ
な
し
ぬ
る
朝
げ
よ
り
空
も
霞
の
色

昌
琢

寄
合

に
な
り
ゆ
く
」
（
玉
葉
集
・
春
上
・
五
・

鐘
の
音
が
聞
こ
え
る
朝
方
の
寒
気
の
中
、
鈴
を

鐘

か
ね
に
は
…
鈴
さ
す
鷹
…

伏
見
院
）
、
「
先
ぞ
思
ふ
あ
す
の
朝
気
の

差
し
た
鷹
が
帰
っ
て
く
る
野
に
駆
け
つ
け
る
。

（
拾
花
集
三
八
四
）

春
の
道
遠
く
は
ゆ
か
じ
野
に
も
山
に
も
」

鐘
ニ
ハ
…
鈴
さ
す
鷹
…

（
竹
馬
集
五
六
八
）

（
草
根
集
・
一
九
五
三
）
な
ど
が
あ
る
。

二

鷹
狩
り
で
使
う
鷹
に
、
音
を
目
印

季
ー
冬
（
鷹
）

と
す
る
た
め
に
鈴
を
付
け
た
。
歌
例
に

「
鈴
の
音
は
よ
そ
に
も
し
る
し
箸
鷹
の

し
ら
ふ
に
雪
は
ふ
り
ま
が
へ
ど
も
」
（
新

千
載
集
・
冬
・
七
二
〇
・
権
大
納
言
忠

季
）
、
「
は
し
鷹
の
を
ぶ
さ
の
鈴
の
音
に

聞
く
狩
場
の
御
幸
跡
は
ふ
り
つ
つ
」
（
同

・
七
二
一
・
入
道
前
太
政
大
臣
）
な
ど
。

三
「
鷹
が
帰
る
野
」
を
詠
ん
だ
歌
に
「
は

し
鷹
の
と
が
り
の
ま
し
ば
ふ
み
な
ら
し

帰
る
野
原
に
出
づ
る
月
影
」
（
新
千
載
集

・
秋
上
・

三
七
六
・
順
徳
院
）
が
あ
る
。

一

歌
例
に
「
み
こ
し
を
か
い
く
そ
の

今

日
の
行

幸
の
名
残
こ
そ
あ

れ

前
句
の
「
鷹
」
に
「
行
幸
」
と
付
け
た
。
本
句
の
行
幸
は
鷹
狩

一

け
ふ

二

70

世
々
に
年
を
へ
て
今
日
の
御
幸
を
待
ち

貞
重

り
を
見
る
た
め
の
「
野
行
幸
」
の
こ
と
。
こ
れ
に
関
連
す
る
和

て
見
つ
ら
ん
」
（
後
撰
集
・
雑
二
・
一
一

朝
気
の
中
の
鷹
狩
り
を
ご
覧
に
な
ろ
う
と
、
今

歌
に
後
土
御
門
院
の

「
今
は
ゝ
や
野
へ
の
行
幸
の
跡
た
え
て

三
二
・
枇
杷
左
大
臣
）
、
「
鶯
の
な
き
つ

朝
、
野
の
行
幸
が
あ
っ
た
。
そ
の
行
列
の
名
残
が

よ
そ
に
だ
に
み
ぬ
鷹
の
ふ
る
舞
」
（
紅
塵
灰
集
・
四
八
〇
）
が
あ

る
な
へ
に
春
日
野
の
今
日
の
御
幸
を
花

ま
だ
残
っ
て
い
る
。

る
。

と
こ
そ
見
れ
」
（
拾
遺
集
・
雑
春
・
一
〇

四
四
・
藤
原
忠
房
）
な
ど
が
あ
る
。

寄
合

二

歌
例
に
「
面
影
の
身
に
そ
ふ
今
朝

鷹

付
合
ニ
ハ
…
行
幸

…
（
竹
馬
集
一
八
七
）

み
ゆ
き

の
名
残
こ
そ
忘
が
た
み
の
つ
ら
さ
な
り

け
れ
」
（
新
千
載
集
・
恋
三
・
一
四
三
〇

季
ー
無
季

・
後
岡
屋
前
関
白
左
大
臣
）
、
「
春
霞
か

す
み
し
空
の
名
残
さ
へ
今
日
を
か
ぎ
り

の
別
な
り
け
り
」
（
新
古
今
集
・
哀
傷
・
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七
六
六
・
摂
政
太
政
大
臣
）
な
ど
。

一

感
慨
深
い
こ
と
だ
。
「
哀
な
り
」
を

哀

な
り
深
草
山
の

薄
煙

前
句
の
「
行
幸
」
に
「
あ
は
れ
な
り
昔
の
人
を
お
も
ふ
に
は
昨

一

成

二

う
す
け
ぶ
り

71

用
い
た
歌
例
に
「
花
さ
そ
ふ
春
の
あ
ら

昌
俔

日
の
野
辺
に
御
ゆ
き
せ
ま
し
や
」
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一
四
三

し
は
秋
風
の
身
に
し
む
よ
り
も
哀
成
け

感
慨
深
い
こ
と
だ
。
亡
く
な
っ
た
人
の
名
残
り

八
・
源
雅
信
）
に
よ
り
「
哀
な
り
」
と
付
け
た
。

り
」
（
和
泉
式
部
集
続
集
・
二
一
八

）
、

の
よ
う
に
、
深
草
山
に
火
葬
の
薄
煙
が
立
っ
て
い

「
行
過
る
程
を
た
そ
と
や
休
ら
ひ
し
お

る
。

季
ー
無
季

ほ
よ
そ
人
の
哀
成
し
に
」
（
赤
染
衛
門
集

・
二
〇
八
）
な
ど
が
あ
る
。

二

京
都
市
伏
見
区
深
草
に
あ
る
山
。

「
深
草
山
」
及
び
「
深
草
」
の
歌
例
に

「
空
蝉
は
か
ら
を
見
つ
つ
も
な
ぐ
さ
め

つ
深
草
の
山
煙
だ
に
立
て
」
（
古
今
集
・

哀
傷
・
八
三
一
・
勝
延

）
、
「
深
草
の
野

辺
の
桜
し
心
あ
ら
ば
今
年
ば
か
り
は
墨

染
め
に
咲
け
」
（
同
・
八
三
二
・
上
野
岑

雄
）
な
ど
が
あ
る
。

三

歌
例
に
は
「
う
か
り
け
る
世
に
炭
竈

の
う
す
煙
た
え
み
た
え
ず
み
物
お
も
ふ

こ
ろ
」
（
夫
木
抄
・
七
五
六
四
・
後
鳥
羽

院
）
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
、
本
句
の

「
う
す
け
ぶ
り
」
は
火
葬
の
際
の
も
の

で
あ
ろ
う
。

一
「
浅
茅
が
原
」
の
歌
例
に
「
露
む
す

浅
茅
が
原
も
ま
だ
す
め
る
里

前
句
の
「
深
草
山
」
に
「
浅
茅
が
原
」
と
付
け
た
。

一

二

72

ぶ
秋
に
は
は
や
く
成
り
に
け
り
浅
茅
が

行
生

原
の
う
つ
ろ
ふ
み
れ
ば
」
（
続
詞
花
集
・

深
草
山
の
方
角
は
薄
煙
が
立
っ
て
い
る
が
、
浅

寄
合

秋
上
・
一
五
四
・
修
理
大
夫
顕
季
）
、「
夕

茅
が
原
は
ま
だ
澄
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
里
に
ま

深
草

日
さ
す
浅
茅
が
原
の
旅
人
は
あ
は
れ
い

だ
住
む
こ
と
が
で
き
る
。

付
合
ニ
ハ
…
浅
茅
…

づ
こ
を
宿
に
か
る
ら
ん
」
（
同
・
七
六
四

〔
証
歌
〕
深
草
の
山
の
す
そ
の

ゝ
浅
ち
ふ
に
夕
風
寒
み
う

・
大
納
言
経
信
）
な
ど
が
あ
る
。

つ
ら

な
く
也
（
続
古
今

集
・
秋
下
・
四
八
八
・
寂
超
法
師
）

二

住
め
る
、
と
澄
め
る
、
を
掛
け
る
。

（
竹
馬
集
三
三
六
）

歌
例
に
「
鳰
の
海
は
氷
ら
ぬ
浪
も
な
か

り
け
り
千
里
に
澄
め
る
冬
の
夜
の
月
」

季
ー
無
季
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（
夫
木
抄
・
一
〇
三
九
五
・
光
明
峰
寺

入
道
摂
政
）
、
「
な
が
む
れ
ば
心
の
は
て

も
な
か
り
け
り
千
里
は
る
か
に
澄
め
る

月
影
」
（
文
保
三
年
御
百
首
・
三
三
四
四

・
少
将
内
侍
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
あ
れ
て
だ
に
」
は
「
荒
れ
て
さ
え

荒

れ
て
だ
に
鳴
く
声
絶
え
じ
片
鶉

前
句
の
「
浅
茅
が
原
」
に
「
片
鶉
」
を
付
け
た
。

一

あ

二

・

・

三

73

い
て
も
」
の
意
。
歌
例
に
「
荒
れ
て
だ

重
信

に
あ
は
れ
い
く
世
を
匂
ふ
ら
ん
ふ
り
に

浅
茅
が
原
が
荒
れ
て
さ
え
い
て
も
、
鳴
く
声
が

寄
合

し
里
の
軒
の
橘
」
（
後
十
輪
院
内
府
集
・

絶
え
る
こ
と
の
な
い
片
鶉
な
の
だ
。

浅
茅
生

句
作

あ
さ
ち
原

付
合
ニ
ハ

鶉
…

四
二
五
）
、
「
い
か
ば
か
り
人
の
心
は
あ

（
『
竹
馬
集
』
五
二
二
）

れ
て
だ
に
残
れ
る
あ
ま
の
里
の
名
ぞ
う

き
」
（
遠
忠
朝
臣
詠
草
・
八
三
）
な
ど
。

深
草
に
は

鶉
…

二

鶉
の
鳴
く
声
が
絶
え
な
い
と
い
う

〔
証
歌
〕
ゆ
ふ
さ
れ
は
野
べ
の

秋
風
身
に
し
み
て
鶉
鳴
く
な

歌
例
は
見
い
だ
せ
な
い
。
「
片
鶉
の
鳴
き

り

深
草
の
里
」
（
久
安
百
首
・
八
三

八
、
千
載
・
秋
上
・
二

声
が
寂
し
い
」
と
す
る
歌
に
「
な
を
残

五
九
・

藤
原
俊
成
）

る
秋
の
日
影
の
片
鶉
鳴
き
声
さ
び
し
野

（
随
葉
集
二
五
八
）

べ
の
夕
暮
」
（
雅
世
卿
集
・
一
三
）
が
あ

る
。

季
ー
秋
（
片
鶉
）

三

雌
雄
相
伴
わ
な
い
で
、
離
れ
て
い

る
鶉
。
秋
の
季
語
と
さ
れ
る
。
歌
例
に

「
ふ
か
草
や
臥
し
う
き
床
の
片
鶉
か
る

人
な
し
の
身
を
も
捨
て
な
で
」
（
草
根
集

・
六
七
七
〇
）
、
「
は
れ
も
又
と
も
寝
す

る
夜
や
片
鶉
い
ざ
露
ふ
か
き
床
を
く
ら

べ
む
」
（
雪
玉
集
・
三
一
九
八
）
な
ど
が

あ
る
。

一

寒
気
、
冷
気
な
ど
が
強
く
見
に
感

身
に
し
む
比
に
成
し
秋
風

「
ゆ
ふ
さ
れ
は
野
へ
の
秋
風
身
に
し
み
て
鶉
鳴
く
な
り
深
草
の

一

二

74

じ
ら
れ
る
こ
と
。
歌
例
に
「
き
り
ぎ
り

宣
滋

里
」
が
こ
の
句
の
本
歌
。
こ
こ
か
ら
、
前
句
の
「
片
鶉
」
に
「
身

す
鳴
く
声
こ
と
に
身
に
し
む
は
い
か
に

秋
風
の
冷
た
さ
が
体
に
感
じ
ら
れ
る
時
期
に
な

に
し
む
…
秋
風
」
と
付
け
た
。

聞
き
な
す
ね
覚
な
る
ら
ん
」
（
弘
長
百
首

っ
た
今
日
こ
の
頃
、
秋
風
が
吹
い
て
い
る
。

・
二
六
一
・
藤
原
基
家
）
、
「
わ
れ
だ
に

季
ー
秋
（
秋
風
）

も
身
に
し
む
夜
半
の
秋
風
に
さ
こ
そ
は



- 61 -

虫
の
声
よ
わ
る
ら
め
」
（
万
代
・
一
一
五

七
・
藤
原
為
教
）
な
ど
が
あ
る
。

二

冷
た
さ
を
感
じ
さ
せ
る
秋
風
の
歌

に
「
け
ふ
よ
り
は
こ
す
の
ま
と
ほ
る
秋

風
も
身
に
し
む
ば
か
り
成
り
に
け
る
か

な

」
（

為

家

集

・

四

八

三

）
、
「

秋

風

に

し
た
ば
や
寒
く
な
り
ぬ
ら
ん
こ
は
ぎ
が

ち

原
に
鶉
鳴
く
な
り
」
（
後
拾
遺
・
秋
上
・

三
〇
三
・
藤
原
通
宗
）
な
ど
。

一

見
よ
と
い
う
な
ら
見
て
み
よ
う
、

見

よ

や
見

ん

お
も
ふ
が
方
の
空
の
月

前
句
の
「
秋
の
風
」
に
「
空
」
と
付
け
た
。

一

み

二

三

75

の
意
。
歌
例
は
見
い
だ
せ
な
い
。
こ
の

玄
的

こ
の
句
の
本
歌
は
『
源
氏
物
語
』
「
須
磨
」
の
「
恋
ひ
わ
び
て
な

表
現
を
用
い
た
俳
諧
の
例
に
「
鏡
に
て

見
よ
と
言
う
な
ら
見
て
み
よ
う
。
私
が
恋
し
く

く
音
に
ま
が
ふ
浦
波
は
思
ふ
か
た
よ
り
風
や
吹
く
ら
ん
」
（
光
源

見
よ
や
見
よ
や
の
果
て
も
な
し
」
（
守
武

思
う
人
た
ち
の
い
る
所
の
空
に
懸
か
っ
て
い
る
月

氏
）
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

千
句
・
七
三
七
）
、
「
見
よ
や
見
ん
い
つ

を
。

も
月
夜
に
米
柳
」
（
玉
海
集
・
三
五
四
・

季
ー
秋
（
月
）

徳
窓
）
な
ど
が
あ
る
。

二

同
じ
言
い
回
し
の
歌
例
に
「
か
は

寄
合

ほ
り
に
わ
が
は
り
こ
む
る
涼
し
さ
を
思

風
ト
ア
ラ
バ

…
天
津
空
…

う
は
の
そ
ら
…

ふ
が
か
た
の
風
ぞ
い
と
ふ
な
」
（
古
今
和

（
連
珠
合
璧
集
四
九
）

歌
六
帖
・
三
四
五
三
・
笠
女
郎
）
、
「
白

雲
の
ゆ
く
べ
き
山
は
定
ま
ら
ず
思
ふ
方

に
も
風
は
よ
せ
な
ん
」
（
後
撰
集
・
恋
六

・
一
〇
六
五
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。

三
「
空
の
月
」
の
歌
例
に
「
中
空
の
月

待
え
て
そ
四
方
の
人

に
ほ
へ
る
花
の

ひ
か
り
を
も
み
る
」
（
草
根
集
・
五
四
〇

四
）
、
「
雲
霧
は
な
か
ば
の
空
の
月
の
名

を
四
方
に
や
誘
ふ
夜
は
の
秋
風
」
（
後
花

園
院
御
集
・
一
六
九
三
）
な
ど
が
あ
る
。

一

互
い
に
約
束
し
て
お
く
」
の
意
。

契
り
置

く
夜
は
立
う
か
れ
ぬ
る

前
句
の
「
見
よ
や
み
ん
」
を
「
月
を
共
に
見
よ
う
」
と
い
う
約

一

・

二

76

歌
例
に
「
有
明
の
月
よ
り
ほ
か
に
誰
を

豊
一

束
の
会
話
と
取
り
な
し
、「
契
り
置
く
」
と
付
け
た
。
な
お
、「
月
」

・

か
は
山
路
の
友
と
契
り
お
く
べ
き
」
（
新

一
緒
に
月
を
見
よ
う
と
約
束
し
て
お
い
た
夜
は

と
「
夜
」
は
縁
語
。
「
月
」
と
「
夜
」
が
共
に
出
て
く
る
歌
に
「
秋
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古
今
集
・
雑
上
・
一
五
四
三
・
寂
超
）
、

心
が
と
て
も
浮
か
れ
て
し
ま
う
。

の
夜
の
月
の
光
し
あ
か
け
れ
ば
く
ら
ぶ
の
山
も
こ
え
ぬ
べ
ら
な

「
秋
の
露
も
月
の
た
め
と
や
契
り
お
く

り
（
古
今
集
・
秋
上
・
一
九
五
・
在
原
元
方
）
な
ど
が
あ
る
。

と
も
に
光
を
み
が
き
か
は
し
て
」
（
玉
葉

集
・
雑
一
・
一
九
八
五
・
伊
予
）
な
ど
。

季
ー
無
季

二
「
立
う
か
れ
」
は
「
大
騒
ぎ
を
し
て

浮
か
れ
る
」
こ
と
。
歌
例
に
「
立
う
か

れ
夕
し
ほ
見
て
は
み
き
は
さ
へ
沖
つ
か

は
ら
に
千
鳥
鳴
く
な
り
」
（
宗
祇
集
・
一

六
二
）
、
「
き
み
が
住
む
ゆ
ゑ
と
は
な
し

に
梅
が
香
の
隠
る
る
ま
で
は
立
ち
う
か

れ
つ
つ
」（
雪
玉
集
・
七
二
七
五
）
な
ど
。

一

歌
例
に
「
嵐
吹
く
高
ね
の
月
の
さ

霜
に
は
た
も
す
そ
も
袖

も
冴
々
て

前
句
の
「
置
く
」
に
「
置
く
霜
」
と
い
う
語
か
ら
「
霜
」
と
付

一

二

・

77

え
さ
え
て
霜
に
か
が
や
く
影
の
く
ま
な

昌
俊

け
た
。

さ

」
（

為

村

集

・

一

三

二

〇

）
、
「

真

薦

一
晩
中
、
月
を
見
て
い
た
の
で
、
霜
に
衣
裳
の

刈
る
ほ
り
江
に
う
き
て
ぬ
る
鴨
の
今
夜

主
な
部
分
も
は
た
ま
た
裳
裾
も
袖
も
打
た
れ
て
、

寄
合

霜
…
置
霜
…

の
霜
に
い
か
に
わ
ぶ
ら
ん
」
（
後
撰
集
・

冷
え
冷
え
と
す
る
こ
と
だ
。

（
拾
花
集
一
七
六
）

冬
・
四
八
三
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
な
ど
。

「
霜
に
は
た
」
の
「
は
た
」
は
「
は
た

季
ー
冬
（
霜
）

ま
た
」
の
意
。

二
「
裳
裾
」
と
「
袖
」
を
結
ん
だ
歌
に

「
篠
分
け
し
袖
こ
そ
あ
ら
め
今
日
は
又

谷
の
そ
ほ
ふ
き
裳
裾
そ
ぬ
ら
し
つ
」
（
宝

治
百
首
・
三
七
七
七
・
蓮
性
）
、
「
夏
衣

今
朝
の
山
路
の
袖
ほ
せ
ば
裳
裾
に
の
ぼ

る
野
べ
の
夕
露
」（
草
根
集
・
三
〇
一
九
）

な
ど
が
あ
る
。

三

空
気
が
澄
み
き
っ
て
い
る
さ
ま
。

歌
例
に
「
さ
筵
の
夜
半
の
衣
手
さ
え
ざ

え
て
初
雪
白
し
を
か
の
べ
の
松
」
（
新
古

今
集
・
冬
・
六
六
二
・
式
子
内
親
王
）
、

「
夕
よ
り
荒
れ
つ
る
風
の
さ
え
ざ
え
て

夜
深
き
ま
ま
に
霰
を
ぞ
き
く
」
（
風
雅
・

冬
・
八
〇
五
・
伏
見
院
新
宰
相
）
な
ど
。
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一

歌
例
に
「
夜
は
寒
し
寝
床
は
薄
し

冬
ぞ
こ
と
な
る
大
和
な
で
し
子

前
句
の
「
霜
…
冴
々
て
」
に
「
霜
さ
ゆ
る
朝
の
原
の
冬
が
れ
に

一

二

三

78

ふ
る
さ
と
の
い
も
か
は
た
へ
は
冬
ぞ
恋

昌
琢

一
花
咲
け
る
や
ま
と
な
で
し
こ
」
（
夫
木
抄
・
六
五
五
三
・
藤
原

ひ

し

き

」
（

好

忠

集

・

七

七

）
、
「

山

里

冬
な
の
だ
。
こ
と
さ
ら
大
和
な
で
し
こ
が
美
し

定
家
）
か
ら
「
大
和
な
で
し
子
」
と
付
け
た
。
こ
の
歌
が
本
歌

は
冬
ぞ
さ
ひ
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
め
も

い
の
は
。

で
あ
ろ
う
。

草
も
か
れ
ぬ
と
思
へ
ば
」
（
拾
玉
集
・
三

三
五
四
）
な
ど
が
あ
る
。

季
ー
冬
（
冬
）

二
「
こ
と
な
る
」
は
「
殊
な
る
」
。
歌
例

秋
（
な
で
し
こ
）

に
「
し
が
の
浦
の
冴
ゆ
る
景
色
の
こ
と

な
る
は
比
良
の
高
嶺
に
雪
や
降
る
ら
む
」

（
拾
玉
集
・
三
五
）
が
あ
る
。

三
「
大
和
な
で
し
子
」
を
詠
ん
だ
歌
の

例
に
「
我
の
み
や
あ
は
れ
と
思
は
ん
き

り
ぎ
り
す
鳴
く
夕
か
げ
の
山
と
な
で
し

こ

」
（

古

今

集

・

秋

上

・

二

四

四

・

素

性
）
、
「
あ
な
恋
ひ
し
今
も
見
て
し
か
山

賤
の
か
き
ほ
に
咲
け
る
山
と
な
で
し
こ
」

（
古
今
集
・
恋
四
・
六
九
五
・
よ
み
人

し
ら
ず
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
分
く
る
」
は
野
山
の
草
を
人
が
分

分

く
る
野
は
何
の
草
葉

も
し
ほ
れ
果

前
句
の
「
大
和
な
で
し
こ
」
に
「
何
の
草
葉
も
」
と
付
け
た
。

一

・

二

三

79

け
て
進
ん
で
行
く
こ
と
。
歌
例
に
「
か

て

行
生

・

り
衣
わ
く
る
野
山
の
し
ば
す
り
に
う
つ

分
け
入
っ
て
行
く
冬
枯
れ
の
野
は
ど
の
草
葉
も

季
節
ー
冬
（
し
ほ
れ
果
）

ろ
ふ
露
の
色
ぞ
み
だ
る
る
」
（
新
撰
和
歌

す
っ
か
り
萎
れ
て
い
る
。

六
帖
・
一
七
三
八
・
藤
原
知
家

）
、
「
夏

が
り
の
せ
こ
ふ
み
し
だ
き
わ
く
る
野
に

し
ほ
れ
や
す
ら
ん
小
百
合
ば
の
花
」
（
夫

木
抄
・
三
一
三
四
・
殷
富
門
院
大
輔
）

が
あ
る
。

二

ど
の
草
葉
も
、
の
意
。
歌
例
に
「
し

の
び
か
ね
浮
か
れ
い
で
ぬ
る
我
が
心
な

に
の
草
葉
に
宿
を
借
る
ら
ん
」
（
露
色
随

詠
集
・
三
三
六
）
、
「
武
蔵
野
や
何
の
草

ば
に
隠
れ
と
て
身
は
う
き
雲
の
行
末
の
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空
」
（
下
葉
集
・
五
八
五
）
な
ど
。

三

す
っ
か
り
萎
れ
は
て
て
、
の
意
。

歌
例
に
「
荻
原
や
し
げ
み
に
ま
じ
る
か

る
か
や
の
下
葉
が
下
に
し
ほ
れ
は
て
ぬ

る

」
（

夫

木

抄

・

四

四

四

五

・

藤

原

俊

成
）
、
「
こ
も
枕
た
か
せ
の
淀
に
さ
す
さ

で
の
さ
て
や
恋
路
に
し
ほ
れ
は
て
な
ん
」

（
同
前
・

一
二
三
〇
三
・
藤
原
家
長
）

な
ど
が
あ
る
。

一

歌
例
に
「
結
び
こ
し
清
水
が
も
と

清
水
が
も
と
に
し
の
ぐ

夏
の
日

前
句
の
「
野
」
に
「
古
の
野
中
の
清
水
み
る
か
ら
に
さ
し
ぐ
む

一

二

三

80

は
秋
な
が
ら
暮
る
る
を
夏
と
思
う
こ
ろ

玄
陳

物
は
涙
な
り
け
り
」
（
後
撰
集
・
恋
四
・
八
一
三
・
よ
み
人
し
ら

か

な

」
（

碧

玉

集

・

三

四

五

）
、
「

月

や

草
葉
も
萎
れ
る
ほ
ど
の
暑
さ
を
清
水
の
も
と
で

ず
）
か
ら
「
清
水
」
と
付
け
た
。

ど
る
清
水
が
も
と
の
う
た
た
ね
は
枕
の

し
の
ぐ
夏
の
日
で
あ
る
。

し
た
に
氷
を
ぞ
し
く
」
（
挙
白
集
・
六
三

季
ー
夏
（
夏
の
日
）

一
）
な
ど
。

二
「
し
の
ぐ
」
と
詠
む
歌
例
に
「
君
ゆ

ゑ
に
し
の
ぐ
浪
ぢ
を
た
ち
か
へ
り
見
ぬ

も
ろ
こ
し
の
物
語
り
せ
よ
」
（
拾
玉
集
・

八
九
四
）
が
あ
る
。

三

「
夏
の
日
」
の
歌
例
に
「
う
ち
な
び

く
草
葉
す
ず
し
く
夏
の
日
の
か
げ
ろ
ふ

ま
ま
に
風
た
ち
ぬ
な
り
」
（
兼
好
法
師
集

・
九
五
）
、
「
し
ほ
れ
て
ぞ
草
に
も
な
び

く
夏
の
日
は
う
す
き
袖
と
ふ
風
だ
に
も

な
し
」
（
柏
玉
集
・
五
四
二
）
な
ど
。

一

一
坂
を
越
え
る
こ
と
を
詠
ん
だ
歌

一
坂
を
越
つ
ゝ
暮
ら
す
山
隠
れ

前
句
の
「
清
水
」
で
の
ど
の
渇
き
を
癒
し
、
一
坂
を
越
え
る
と

一

二

81

に
「
一
坂
は
越
え
残
し
て
む
位
山
老
い

信
助

し
た
。
な
お
、
「
清
水
」
と
「
坂
」
が
共
に
出
て
く
る
歌
の
例
に

て
は
進
む
道
も
く
る
し
き
」
（
雪
玉
集
）

清
水
で
の
ど
を
う
る
お
し
、
一
つ
坂
を
越
え
た

「
袖
ぬ
れ
し
せ
き
の
清
水
の
お
も
影
も
越
え
て
忘
れ
ぬ
あ
ふ
坂

・
二
六
二
四
）
、
「
山
遠
く
か
へ
る
木
こ

り
下
っ
た
り
し
て
暮
ら
す
こ
と
に
し
よ
う
。
山
に

の
山
」（
続
後
拾
遺
集
・
恋
四
・
八
九
二
・
前
大
僧
正
実
超
）
、「
な

り
は
夕
暮
の
月
に
な
り
て
や
越
る
一
坂
」

隠
れ
て
。

き
人
の
影
や
は
見
え
ん
岩
清
水
又
あ
ふ
坂
の
関
は
こ
ゆ
と
も
」

（
権
大
納
言
言
継
卿
集
・
三
一
八
）
な

（
同
前
・
哀
傷
・
一
二
六
〇
・
信
生
法
師
）
な
ど
が
あ
る
。

ど
が
あ
る
。

寄
合
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二

山
中
に
隠
れ
る
こ
と
。
「
山
が
つ
」

相
坂
を
越
る
に
は
…
清
水
が
本

…

（
随
葉
集
三
九
四
）

の
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
歌

例
に
「
山
隠
れ
消
え
せ
ぬ
雪
の
わ
び
し

季
ー
無
季

き
は
君
ま
つ
の
葉
に
か
か
り
て
ぞ
ふ
る
」

（
後
撰
集
・
恋
六
・
一
〇
七
三
・
よ
み

人
し
ら
ず
）
、
「
山
隠
れ
匂
へ
る
花
の
色

よ
り
も
折
り
け
る
人
の
心
を
ぞ
み
る
」

（
風
雅
集
・
春
上
・
七
四
・
赤
染
衛
門
）

な
ど
。

一

里
か
ら
離
れ
る
こ
と
。
連
歌
に
用

里
ば
な

れ
な
る
ふ
る
い
た
の
庵

前
句
の
「
山
隠
れ
」
に
「
里
ば
な
れ
」
と
付
け
た
。

一

二

82

例
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
、
例
え
ば
文

昌
俊

正
元
（
一
四
六
六
）
年
三
月
以
前
の
興

山
に
隠
れ
て
、
里
か
ら
離
れ
た
古
板
の
庵
で
暮

寄
合

行
と
さ
れ
る
『
熊
野
千
句
』
の
第
五
に

ら
し
て
い
る
。

里

句
作
…
里
は
な
れ
…
（
『
竹

馬
集
』
四
九
九
）

「
い
か
に
と
も
問
う
人
あ
れ
は
の
思
ひ

／
里
離
れ
な
る
須
磨
の
あ
は
れ
さ
」
（
九

季
ー
無
季

一
／
九
二
）
が
あ
る
。
歌
例
に
は
「
里

離
れ
と
ほ
か
ら
な
く
に
草
枕
旅
と
し
思

へ
ば
猶
恋
ひ
に
け
り
」
（
万
葉
集
・
一
二

巻
・
三
一
四
八
・
よ
み
人
し
ら
ず
／
風

雅
集
・
旅
・
九
四
六
）
、
「
ひ
た
す
ら
に

山
か
た
つ
か
ぬ
宿
な
が
ら
里
離
れ
な
る

竹
の
奥
か
な
」
（
草
根
集
・
八
六
五
八
）

な
ど
が
あ
る
。

二

「
古
板
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、

歌
例
・
句
例
・
連
歌
の
例
い
ず
れ
も
見

出
せ
な
い
。
「
板
ぶ
き
」
又
は
「
板
屋
」

と
「
庵
」
が
共
に
出
て
く
る
歌
に
「
山

陰
に
た
の
む
庵
も
荒
れ
ね
と
や
嵐
に
か

ろ
き
槙
の
板
ぶ
き
」
（
宝
治
百
首
・
三
七

〇
二
・
寂
西
）
、
「
い
か
に
ぞ
と
草
の
庵

の
雨
の
夜
を
板
や
に
あ
ら
ぬ
軒
ば
に
ぞ

聞
く
」
（
柏
玉
集
・
一
六
四
七
）
な
ど
が

あ
る
。
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一

な
ん
と
な
く
寂
し
い
、
の
意
。
歌

物
す
ご
く
鳩
の
声

す
る
薮
原
に

前
句
の
「
ふ
る
い
た
の
庵
」
が
薮
原
の
中
に
あ
る
と
見
て
「
薮

一

二

三

83

例
に
「
心
す
む
夕
の
な
が
め
も
の
す
ご

宣
滋

原
に
」
と
付
け
た
。

し
煙
に
暮
る
る
里
の
ひ
と
む
ら
」
（
光
厳

物
寂
し
く
鳩
の
声
が
し
て
い
る
。
古
板
の
庵
が

寄
合

院

三

六

番

歌

合

・

六

一

・

太

政

大

臣

あ
る
薮
原
の
中
で
。

藪

句
作

藪
原

女
）
、
「
あ
ふ
よ
だ
に
か
ら
声
に
な
く
梟

付
合
ニ
ハ

里
…
草
の
庵
…
（
竹
馬
集
五
二
六
）

の
物
す
ご
く
さ
ぞ
聞
や
わ
び
け
ん
」
（
十

鳩

句
作

は
と
の
聲

市
遠
忠
詠
草
・
三
九
）
な
ど
。

付
合
ニ
ハ

山
里

古
畑
…
（
竹
馬
集
五
三
二
）

二
「
鳩
の
声
」
の
歌
例
に
「
折
し
も
あ

鳩

鳩
の
こ
ゑ
…
鳩
ふ
く

秋

鳩
ふ
く
は
秋
の
初
か

れ
花
に
雨
よ
ぶ
鳩
の
声
も
色
な
き
竹
の

り

人
の
鳩
を
と
ら
ん
と
て
手
を
せ
て
鳩
の
ま
ね
を
し
て
ふ

お
く
の
さ
び
し
さ
」（
柏
玉
集
・
三
一
八
）

く
事
也
…
（
拾
花
集
三
五
三
）

な
ど
が
あ
る
。
句
例
に
「
年
よ
れ
ば
気

に
こ
そ
か
か
れ
鳩
の
声
」
（
新
増
犬
筑
波

季
ー
無
季

集
・
一
二
一
六
）
が
あ
る
。

三

「
藪
原
」
は
藪
が
生
え
て
い
る
原
。

歌
例
は
見
出
せ
な
い
。
句
例
も
こ
の
時

代
ま
で
の
も
の
は
見
出
せ
な
い
。
連
歌

で
は
用
例
が
比
較
的
多
く
、
例
え
ば
弘

治
三
（
一
五
五
七
）
年
正
月
七
日
～
九

日
興
行
の
『
弘
治
三
年
春
雪
千
句
』
第

九
に
「
冬
ご
も
る
に
も
匂
ふ
梅
が
香
／

藪
原
の
陰
野
の
鳥
の
う
つ
り
き
て
」
（
七

〇
／
七
一
）
が
あ
る
。

一

歌
例
に
「
と
も
し
す
る
五
月
の
山

鹿
や
立
ら
ん
朝
霧
の
中

前
句
の
「
薮
原
」
に
「
鹿
」
と
付
け
た
。
「
原
」
と
「
鹿
」
と
が

一

二

84

の
青
つ
づ
ら
暮
る
る
夜
ご
と
に
鹿
や
立

玄
的

出
て
く
る
歌
に
「
み
馬
草
に
原
野
の
薄
刈
り
に
き
て
鹿
の
臥
床

つ
ら
む
」
（
新
千
載
・
夏
・
二
七
七
・
津

鳩
の
声
を
聞
き
つ
け
て
鹿
が
立
ち
上
が
る
だ
ろ

を
見
お
き
つ
る
か
な
」
（
万
代
集
・
六
七
二
・
西
行
法
師
）
が
あ

守
国
助
）
、
「
山
里
は
霧
立
ち
こ
め
て
人

う
、
朝
霧
の
中
で
。

る
。

も
な
し
朝
た
つ
鹿
の
音
ば
か
り
し
て
」

寄
合

（
新
拾
遺
集
・
秋
下
・
四
六
一
・
権
中

鹿

句
作
…
朝
立
鹿
…

納
言
通
俊
）
が
あ
る
。

付
合
ニ
ハ

花
野

萩
原

真

葛
が
原
…
（
『
竹
馬
集
』
一

二
「
朝
霧
」
と
「
鹿
」
を
結
ん
だ
歌
例

三
八
）

に
「
立
ち
こ
め
て
猶
朝
霧
の
小
倉
山
あ

く
る
も
し
ら
ず
鹿
や
な
く
ら
ん
」
（
草
庵

季
ー
秋
（
鹿
）
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集
・
四
九
〇
）
、
「
朝
霧
の
野
べ
た
ち
わ

ー
秋
（
霧
）

か
れ
ゆ
く
鹿
の
跡
に
露
け
き
秋
が
花
妻
」

（
草
根
集
・
四
七
二
三
）
な
ど
が
あ
る
。

一

一
方
で
は
…
一
方
で
は
…
、
と
い

か
つ
消
る
伏
見
の
小
田
の
秋
の
霜

前
句
の
「
鹿
」
に
「
伏
見
山
妻
ど
ふ
鹿
の
涙
を
や
か
り
ほ
の
色

一

二

三

85

う
の
が
基
本
的
な
用
法
。
こ
の
句
は
「
鹿

政
直

の
萩
の
う
は
露
」（
夫
木
抄
・
四
七
六
一
・
藤
原
定
家
）
か
ら
「
伏

が
か
つ
立
ち
霜
が
か
つ
消
ゆ
る
」
が
略

鹿
が
立
ち
上
が
る
一
方
で
、
置
い
た
の
に
消
え

見
」
と
付
け
た
。

さ
れ
て
い
る
。
歌
例
に
「
冬
の
日
の
う

て
し
ま
う
伏
見
の
田
の
秋
の
霜
で
あ
る
。

つ
ろ
ふ
方
は
か
つ
消
え
て
垣
根
に
残
る

寄
合

庭
の
朝
霜
」
（
延
文
御
百
首
・
六
五
八
・

伏
見
に
は

妻
と
ふ
鹿
…

（
『
随
葉
集
』
二
五
七
）

尊
胤

）
、
「
澄
む
月
の
光
に
雲
は
か
つ
消

え
て
い
た
づ
ら
に
吹
く
夜
半
の
秋
風
」

季
ー
秋
（
秋
の
霜
）

（
文
保
三
年
御
百
首
・
六
四
五
・
藤
原

実
泰
）
な
ど
が
あ
る
。

二
「
伏
見
」
は
京
都
南
部
の
地
名
。
「
小

田
」
の
「
小
」
は
美
称
の
接
頭
語
。
「
雁

の
来
る
伏
見
の
小
田
に
夢
覚
め
て
寝
ぬ

夜
の
庵
に
月
を
見
る
か
な
」
（
新
古
今
集

・
秋
上
・
四
二
七
・
慈
円
）
、
「
穂
に
出

づ
る
伏
見
の
小
田
を
見
渡
せ
ば
稲
葉
に

続
く
宇
治
の
河
波
」
（
玉
葉
集
・
秋
下
・

七
四
八
・
冷
泉
前
太
政
大
臣
）
な
ど
。

三
「
秋
の
霜
」
の
歌
例
に
「
浅
茅
生
や

袖
に
朽
ち
に
し
秋
の
霜
わ
す
れ
ぬ
夢
を

吹
く
嵐
か
な
」
（
新
古
今
集
・
雑
上
・
一

五
六
四
・
久
我
通
光
）
、
「
草
も
木
も
な

び
き
し
秋
の
霜
消
え
て
跡
な
き
苔
を
は

ら
ふ
山
風
」
（
拾
遺
風
体
集
・
哀
傷
・
二

一
〇
・
鴨
長
明
）
な
ど
。

一
「
芦
の
穂
」
の
歌
例
に
「
入
江
こ
ぐ

芦
の
穂

ず
へ
も
ひ
た

す
江
の
波

前
句
の
「
伏
見
の
小
田
」
に
、
「
巨
椋
の
入
江
と
よ
む
な
り
射
目

一

二

三

86

小
舟
に
な
び
く
芦
の
穂
は
わ
か
る
と
み

昌
俔

人
の
伏
見
が
田
居
に
雁
渡
る
ら
し
」
（
万
葉
集
・
巻
九
・
一
七
〇

れ
ど
立
ち
か
へ
り
け
り
」
（
玉
葉
集
・
旅

芦
の
穂
を
そ
の
端
の
方
ま
で
浸
し
て
い
る
伏
見

三
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
に
よ
り
、
「
江
」
と
付
け
た
。

・
一
一
〇
八
・
藤
原
俊
成
）
、
「
風
吹
ば

の
小
田
の
近
く
の
江
の
波
で
あ
る
。
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入
江
に
ひ
た
す
芦
の
穂
の
氷
を
た
ゝ
く

季
ー
秋
（
芦
の
穂
）

水
の
月
影
」
（
下
葉
集
・
二
五
二
）
な
ど

が
あ
る
。

二
「
ひ
た
す
」
と
「
江
」
を
結
ん
だ
歌

に
「
か
げ
ひ
た
す
沼
の
入
江
に
富
士
の

ね
の
煙
も
雲
も
う
き
島
が
原
」
（
夫
木

・
一
一
三
八
四
・
源
光
行
）
、
「
峰
高
き

み
ど
り
を
遠
く
ひ
た
す
江
の
空
も
ひ
と

つ
に
す
め
る
月
か
な
」
（
雪
玉
集
・
七
一

一
五
）
な
ど
。

三
「
江
の
波
」
の
歌
例
に
「
過
ぎ
ゆ
け

ど
人
の
声
す
る
宿
も
な
し
入
江
の
波
に

月
の
み
ぞ
す
む
」
（
玉
葉
集
・
旅
・
一
二

四
六
・
藤
原
定
家
）
、
「
か
げ
宿
す
つ
た

の
ほ
そ
江
の
波
の
ま
に
う
ら
が
く
れ
行

く
短
夜
の
月
」
（
雪
玉
集
・
四
七
〇
八
）

な
ど
が
あ
る
。

一
「
初
汐
」
は
、
こ
こ
で
は

陰
暦
八
月

初
汐
に
沖
吹
く
風
も
き
ほ
ひ
来
て

前
句
の
芦
の
穂
を
そ
の
端
の
方
ま
で
浸
し
て
い
る
理
由
を
、
付

一

二

・

三

87

一
五
日
の
大
潮
。
歌
例
は
見
い
だ
せ
な

昌
琢

句
で
は
大
潮
の
日
に
沖
に
吹
く
風
が
勢
い
を
争
う
よ
う
に
や
っ

い
。
連
歌
の
例
と
し
て
大
永
二
（
一
五

芦
の
穂
末
ま
で
浸
す
ほ
ど
の
江
の
波
が
立
っ
た

て
来
た
た
め
で
あ
る
と
し
た
。

二
二
）
年
八
月
四
日
～
八
日
興
行
の
『
伊

の
は
、
八
月
十
五
日
の
大
汐
の
日
に
沖
に
吹
く
風

勢
千
句
』
第
三
に
「
浦
遠
く
見
え
た
る

が
勢
い
を
争
う
よ
う
に
や
っ
て
来
た
か
ら
だ
。

寄
合

月
の
難
波
潟
／
芦
辺
や
ひ
た
す
の
ほ
る

浪

初
潮
（
九
五
／
九
六
）
」
が
、
俳
諧
の
例

付
合
ニ
ハ

み
つ
し
ほ
お

き
つ
風
…

（
『
竹
馬
集
』
四

に
「
初
汐
の
鳴
門
や
波
の
よ
せ
が
ま
ち
」

六
八
）

（
時
勢
粧
・
一
七
五
八
・
山
田
佳
種
）
、

「
初
汐
も
や
ら
ん
や
ら
よ
し
湊
舟
」
（
同

季
ー
秋
（
初
汐
）

前
・
四
二
六
六
・
西
翁
）
な
ど
が
あ
る
。

二
「
沖
吹
く
風
」
の
歌
例
は
見
い
だ
せ

な
い
。
句
例
に
「
か
う
じ
う
り
春
風
い

と
ふ
橋
の
上
／
沖
吹
風
の
い
か
に
き
つ

か
る
」
（
鷹
筑
波
・
二
七
四
五
・
宗
久
／

同
前
・
二
七
四
六
・
同
前
）
が
あ
る
。
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な
お
、
「
沖
つ
風
」
の
歌
例
は
「
沖
つ
風

夜
半
に
吹
く
ら
し
難
波
潟
暁
か
け
て
波

ぞ
寄
す
な
る
」
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一

五
九
五
・
権
中
納
言
定
頼
）
な
ど
多
数
。

三

「
き
ほ
ひ
来
て
」
の
歌
例
に
「
里
く

も
る
か
た
野
の
雨
は
き
ほ
ひ
き
て
あ
ま

の
川
す
に
鵲
の
声
」
（
草
根
集
・
九
三
三

五
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
月
に
な
る
」
の
歌
例
に
「
月
に
な

月
に
成
よ
り
帰
る
海
子
舟

前
句
の
「
沖
吹
く
風
も
き
ほ
ひ
来
て
」
に
、
風
が
強
く
な
っ
て

一

二

88

る
秋
の
心
の
い
づ
く
よ
り
我
さ
へ
し
ら

宗
順

き
て
危
険
な
の
で
浜
に
帰
る
と
い
う
意
味
で
「
帰
る
海

子
舟
」

（
あ
ま
）

ぬ
涙
お
つ
ら
ん

」
（
夫
木
抄
・

五
一
一

初
汐
で
満
潮
に
な
り
、
沖
吹
く
風
も
強
く
な

と
付
け
た
。

三
・
藤
原
為
兼
）
、
「
す
み
の
江
の
古
き

っ
て
き
た
の
で
、
月
が
出
る
前
に
海
子
舟
が
帰
っ

み
ぎ
は
に
寄
る
波
は
い
く
よ
の
秋
の
月

て
き
た
。

寄
合

に
な
る
ら
む
」
後
鳥
羽
院
御
集
・
八
〇

舩

句
作
…
お
き
つ
ふ
ね
…

あ
ま
を
ふ
ね
…

五
）
な
ど
。

付
合
ニ
ハ

浪

し
ほ
と
き
…

み
な
と
江
…
蜑
（
あ
ま
）

二
「
海
子
舟
」
の
歌
例
に
「
櫓
も
お
さ

…

（
竹
馬
集
四
四
二
）

で
風
に
ま
か
す
る
海
士
舟
の
い
づ
れ
の

か
た
に
寄
ら
ん
と
す
ら
ん
」
（
和
泉
式
部

季
ー
秋
（
月
）

集
・
二
九
四
）
、
「
こ
の
風
に
な
び
き
も

は
て
ぬ
海
士
舟
の
身
を
う
ら
み
つ
つ
こ

が
れ
て
ぞ
ふ
る
」
（
玉
葉
・
恋
三
・
一
四

九
二
・
徽
子
女
王
）
な
ど
が
あ
る
。

一

砂
浜
、
砂
地
。
歌
例
に
「
枝
か
は

真
砂
地
や
暮
る
れ
ば
夏
の
外
な

ら
ん

前
句
の
「
海
子
舟
」
に
、
そ
れ
が
停
泊
す
る
「
真
砂
地
」
と
付

一

二

・

三

89

す
四
本
の
末
は
れ
て
庭
し
ろ
く
す
む
真

貞
重

け
た
。

砂
地
の
月
」
（
延
文
百
首
・
三
〇
四
六
・

真
砂
地
も
海
子
舟
が
帰
っ
て
く
る
夕
暮
れ
時
に

藤
原
雅
冬
）
、
「
い
か
ば
か
り
空
に
照
る

な
る
と
、
涼
し
く
な
っ
て
、
夏
で
は
な
い
感
じ
が

季
ー
夏
（
夏
の
外
）

日
ぞ
夕
立
の
跡
よ
り
か
は
く
庭
の
真
砂

す
る
。

地
」
（
衆
妙
集
・
三
一
六
）
な
ど
。

二

歌
例
に
「
雨
ふ
れ
ど
暮
る
れ
ば
も

ゆ
る
夏
虫
の
た
れ
ゆ
ゑ
つ
つ
む
衣
手
の

森

」
（

夫

木

集

・

三

二

二

七

・

藤

原

家

隆
）
、
「
に
は
た
づ
み
流
れ
て
人
や
見
え
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く
る
と
暮
る
れ
ば
頼
む
夏
の
夕
暮
れ
」

（
好
忠
集
・
一
四
七
）
な
ど
が
あ
る
。

三

夏
で
は
な
い
よ
う
に
涼
し
く
感
じ

ら
れ
る
、
の
意
。
歌
例
に
「
涼
し
さ
は

夏
の
外
な
る
栖
か
な
山
の
岩
根
の
松
の

下
水
」
（
新
続
古
・
夏
・

三
三
・
西
園

寺
前
内
大
臣
女
）
、
「
土
さ
け
て
照
る
日

も
知
ら
ず
き
え
せ
ぬ
は
氷
室
は
夏
の
外

に
や
有
る
ら
ん
」
（
堀
河
百
首
・
五
二
三

・
藤
原
基
俊
）
な
ど
。

一
「
な
ら
」
は
ブ
ナ
科
の
落
葉
高
木
コ

な

ら
の
葉
う
ご
く
神
の
広
前

前
句
の
海
岸
の
「
真
砂
地
」
を
神
社
の
「
真
砂
地
」
す
な
わ
ち

一

二

三

90

ナ
ラ
と
、
そ
れ
に
近
似
の
ミ
ズ
ナ
ラ
、

重
信

広
前
（
大
庭
の
こ
と
）
と
取
り
な
し
、
「
神
の
広
前
」
と
付
け
た
。

ナ
ラ
ガ
シ
ワ
な
ど
の
総
称
。
落
葉
樹
。

楢
の
大
き
な
葉
が
動
い
て
、
夏
と
は
思
え
な
い

歌
例
に
「
神
無
月
時
雨
降
り
お
け
る
楢

涼
し
さ
を
も
た
ら
し
て
い
る
社
の
大
庭
で
あ
る
。

寄
合

の
葉
の
名
に
お
ふ
宮
の
古
言
ぞ
こ
れ
」

真
砂
地

句
作

真
砂
地
…

（
古
今
集
・
雑
下
・
九
九
七
・
文
屋
有

付
合
ニ
ハ
…
神
の
前
…

（
竹
馬
集
五
七
四
）

季
）
、
「
神
ま
つ
る
け
ふ
の
た
め
と
や
霜

が
れ
の
枝
に
残
れ
る
楢
の
は
が
し
は
」

季
ー
夏
（
な
ら
の
葉
）

（
夫
木
抄
・
七
四
八
七
・
藤
原
為
家
）

な
ど
が
あ
る
。

二
「
葉
う
ご
く
」
の
歌
例
に
「
椎
の
葉

の
動
く
ば
か
り
に
鳴
く
蝉
の
声
さ
へ
聞

け
ば
涼
し
か
り
け
り
」（
為
忠
集
・
九
四
）

な
ど
が
あ
る
。

三
「
広
前
」
は
神
仏
の
前
の
意
。
ま
た
、

神
殿
・
宮
殿
な
ど
の
前
庭
。
歌
例
に
「
広

前
に
ま
さ
ぬ
心
の
ほ
ど
よ
り
は
お
ほ
な

ほ
び
な
る
神
と
こ
そ
見
れ
」
（
続
詞
花
・

雑
上
・
七
七
三
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
、「
広

前
の
庭
火
の
光
あ
き
ら
け
く
か
な
づ
る

袖
を
見
る
ぞ
う
れ
し
き
」
（
夫
木
抄
・
七

四
七
二
・
隆
源
）
な
ど
。
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一
「
注
連
縄
」
を
用
い
た
歌
の
例
に
「
そ

注
連
縄
を
こ
な
た
か
な
た
に
引
は
へ
て

前
句
の
「
神
の
広
前
」
に
「
注
連
縄
」
と
応
じ
た
。
」

一

二

三

91

の
か
み
に
絶
え
な
ま
し
か
ば
し
め
縄
の

豊
一

か
く
引
き
か
へ
て
物
は
思
は
じ
」
（
続
後

広
前
の
そ
ば
の
社
に
注
連
縄
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら

寄
合

拾

遺

集

・

恋

四

・

九

一

四

・

九

条

良

の
向
き
に
引
い
て
、
掛
け
て
あ
る
。

神

句
作
…
神
の
廣
前
…

経
）
、
「
御
熊
野
や
浜
ゆ
ふ
な
ら
ぬ
し
め

付
合
ニ
ハ
…
注
連
縄
…

縄
も
い
く
へ
に
か
け
て
君
を
祈
ら
ん
」

（
『
竹
馬
集
』
四
二
九
）

（
草
根
集
・
一
〇
六
一
〇
）
な
ど
。

二

歌
例
に
「
色
終
に
ま
さ
る
方
に
や

季
ー
無
季

引
き
と
ら
ん
こ
な
た
か
な
た
に
二
あ
ひ

の

帯

」
（

草

根

集

・

八

〇

五

四

）
、
「

こ

れ
も
世
の
ひ
き
び
き
な
る
か
思
ひ
あ
れ

や
苗
代
水
の
こ
な
た
か
な
た
に
」
（
雪
玉

集
・
四
〇
六
八
）
な
ど
が
あ
る
。

三

長
く
の
ば
す
、
引
き
の
ば
す
、
さ

ま
。
歌
例
に
「
苗
代
の
小
田
の
し
め
縄

ひ
き
は
へ
て
は
や
山
賤
の
い
と
ま
な
き

こ

ろ

」
（

隣

女

集

・

一

八

五

九

）
、
「

ひ

ろ
ま
へ
に
心
の
し
め
を
引
き
は
へ
て
結

ぶ
榊
や
神
ぞ
し
る
ら
ん
」
（
難
波
捨
草
・

四
一
五
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
い
き
ぶ
れ
」
（
行
触
）
は

け
が
れ

い

き
ぶ
れ
い

と
ふ
家
ゐ
し
る
し
も

前
句
の
社
に
引
い
て
掛
け
た
「
注
連
縄
」
を
家
々
に
引
き
掛
け

一

二

三

92

に
行
き
合
っ
て
自
分
も
け
が
れ
る
こ
と
。

順
息

た
も
の
に
取
り
な
し
、
注
連
縄
に
よ
っ
て
侵
入
が
阻
止
さ
れ
て

『
源
氏
物
語
』
「
夕
顔
」
に
「
い
か
な
る

注
連
縄
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
引
き
掛
け
て
、
け

い
る
「
い
き
ぶ
れ
」
を
付
け
た
。

い
き
ぶ
れ
に
か
か
ら
せ
給
ふ
ぞ
や
」
と

が
れ
に
染
ま
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
家

あ
る
。
歌
例
、
句
例
と
も
に
見
い
だ
せ

が
は
っ
き
り
わ
か
る
。

季
ー
無
季

な
い
。
連
歌
例
に
は
、
元
和
五
（
一
六

一
九
）
年
五
月
九
日
興
行
の
『
元
和
年

間
百
韻
』
に
「
朝
清
め
神
の
宮
人
お
こ

た
り
て
／
す
す
ろ
な
り
け
り
道
の
い
き

ふ
れ
」
（
七
九
／
八
〇
）
が
あ
る
。

二

す
み
か
、
す
ま
い
。
『
源
氏
物
語
』

「
須
磨
」
に
「
唐
国
に
名
を
残
し
け
る

人
よ
り
も
行
え
知
ら
れ
ぬ
家
ゐ
を
や
せ
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ん
」
と
あ
る
。
歌
例
に
は
「
山
里
の
家

ゐ
は
霞
こ
め
た
れ
ど
垣
根
の
柳
す
ゑ
は

と
に
見
ゆ
」
（
拾
遺
集
・
雑
春
・
一
〇
三

一
・
弓
削
嘉
言
）
、
「
秋
山
の
ふ
も
と
を

こ
む
る
家
ゐ
に
は
裾
野
の
萩
ぞ
籬
な
り

け
る
」
（
千
載
集
・
秋
上
・
二
四
八
・
藤

原
伊
家
）
な
ど
が
あ
る
。

三

は
っ
き
り
し
て
い
る
、
意
。
歌
例

に
「
物
ご
と
に
秋
の
景
色
は
し
る
け
れ

ど
ま
づ
身
に
し
む
は
荻
の
上
風
」
（
千
載

集
・
秋
上
・
二
三
三
・
大
蔵
卿
行
宗
）

な
ど
が
あ
る
。

一
「
百
敷
」
は
「
禁
裏

」
、
「
宮
中
」
の

百

敷

や

近

き

守
り
の
つ
か
へ
人

前
句
の
「
い
き
ぶ
れ
」
を
『
源
氏
物
語
』
「
夕
顔
」
の
中
の
頭
中

一

二

三

93

こ
と
。
歌
例
に
「
百
敷
や
古
き
軒
端
の

玄
陳

将
の
せ
り
ふ
（
前
句
の
注
釈
の
上
段
に
挙
げ
た
）
と
取
り
な
し
、

し
の
ぶ
に
も
猶
余
り
あ
る
昔
な
り
け
り
」

宮
中
で
は
高
貴
な
方
々
を
お
そ
ば
近
く
で
お
守

頭
中
将
が
禁
裏
の
仕
え
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
百
敷
」
と
付

（
続
後
撰
集
・
雑
下
・
一
二
〇
五
・
順

り
す
る
人
た
ち
が
働
い
て
い
る
。

け
た
。
「
近
き
守
り
の
つ
か
へ
人
」
も
頭
中
将
を
連
想
さ
せ
る
。

徳
院
）
、
「
久
か
た
の
月
ぞ
さ
や
け
き
百

敷
の
大
宮
人
や
あ
く
が
れ
ぬ
ら
む
」
（
玉

季
ー
無
季

葉
集
・
秋
下
・
六
三
五
・
藤
原
家
隆
）

な
ど
が
あ
る
。

二

「
近
き
」
の
歌
例
に
「
忘
れ
ず
よ
近

き
守
り
に
つ
か
へ
つ
つ
み
ゆ
き
に
な
れ

し
庭
の
橘
」
（
嘉
元
仙
洞
御
百
首
歌
・
七

二
三
）
、
「
つ
か
へ
こ
し
ち
か
き
守
の
か

へ
な
し
も
身
の
い
に
し
へ
に
な
る
ぞ
恋

ひ
し
き
」
（
年
中
行
事
歌
合
・
六
七
・
女

房
）
な
ど
が
あ
る
。

三

時
代
が
下
る
が

、
「
つ
か
へ
人
き

の
ふ
は
鳥
狩
け
ふ
は
釣
い
と
ま
あ
る
世

ぞ
い
と
ま
な
げ
な
る
」
（
柿
園
詠
草
・
八

九
八
）
の
歌
例
が
あ
る
。
俳
諧
の
例
に

は
「
律
義
に
も
ま
う
け
の
君
に
仕
へ
人
」

（
塵
塚
俳
諧
集
・
一
一
七
八
）
、
「
住
侘
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ぬ
八
瀬
の
山
家
の
つ
か
へ
人
」
（
俳
諧
塵

い

か
に
絶
ぬ
る
ま
な

び
な
り
け
ん

前
句
の
宮
中
の
「
つ
か
へ
人
」
を
昔
の
こ
と
と
し
、
ど
う
し
て

一

二

94

塚
・
二
三
三
・
正
章
）
な
ど
が
あ
る
。

貞
重

今
は
そ
の
「
学
び
」
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
か
、
と
付
け

ど
の
よ
う
に
し
て
絶
え
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
学

た
。

一
「
い
か
に
絶
ぬ
る
」
に
近
い
表
現
を

び
な
の
だ
ろ
う
か
。

用
い
た
歌
例
に
「
ま
も
れ
猶
た
え
ぬ
流

季
ー
無
季

の
石
清
水
君
に
つ
か
へ
ん
末
が
末
ま
で
」

（
後
十
輪
院
内
府
集
・
一
五
五
一
）
、「
九

重
や
つ
か
え
る
道
の
た
へ
ぬ
世
も
あ
と

あ
る
雪
の
あ
し
た
に
そ
み
る
（
貞
康
親

王
御
詠
・
六
八
五
）
な
ど
が
あ
る
。

二
「
ま
な
び
な
り
け
ん
」
に
近
い
表
現

を
用
い
た
歌
例
と
し
て
は
「
何
と
し
て

う
ち
と
の
文
を
学
び
け
ん
ま
く
も
の
ぶ

る
も
物
う
か
る
世
に
（
権
僧
正
公
朝
）
」

（
夫
木
抄
・
一
五
〇
八
四
・
権
僧
正
公

朝
）
、
「
学
び
み
ん
や
ま
と
言
の
葉
我
と

し
り
て
問
ふ
べ
き
に
あ
ら
ぬ
道
の
芝
草
」

（
正
徹
千
首
・
八
七
九
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
木
々
に
」
が
出
て
く
る
歌
に
「
風

木
々
に
咲
く
華
よ
り
ま
さ
る
作
絵
に

前
句
の
「
絶
え
ぬ
る
ま
な
び
」
（
絶
え
て
し
ま
っ
た
技
法
学
習
）

一

・

二

三

95

ま
せ
に
み
だ
る
ゝ
雪
と
散
る
花
を

ふ

昌
琢

に
「
作
絵
」
を
付
け
た
。
こ
の
句
は
「
手
に
か
く
る
も
の
に
し

た
ゝ
び
木
々
に
返
し
て
も
が
な
」
（
拾
翠

今
で

は
技

法
を
学
ぶ
者
も

絶
え
て
し
ま
っ

た

あ
ら
ば
藤
の
花
松
よ
り
ま
さ
る
色
を
見
ま
し
や
」
（
源
氏
・
竹
河

愚
草
集
・
九
二
五
）
な
ど
が
あ
る
。

が
、
木
々
に
咲
く
本
物
の
花
よ
り
も
作
絵
に
描
い

・
六
一
五
・
薫
）
の
本
歌
取
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
の
「
手
に

二
「
は
な
よ
り
ま
さ
る
」
の
歌
例
に
「
花

た
花
の
方
が
勝
っ
て
い
た
。

か
く
る
も
の
に
し
あ
ら
ば
」
は
「
自
分
の
思
う
よ
う
に
す
る
こ

よ
り
も
紅
葉
の
色
や
ま
さ
る
ら
ん
秋
く

と
が
で
き
る
な
ら
」
の
意
で
あ
り
、
こ
の
句
の
「
作
絵
」
に
通

る
雁
の
声
き
こ
ゆ
な
り
」
（
洞
院
摂
政
家

じ
る
。

百
首
・
七
八
五
・
但
馬
）
、
「
花
よ
り
も

寄
合

ま
さ
る
か
春
は
か
へ
る
雁
問
は
ば
や
か

花
ト
ア
ラ
バ

り
に
旧
里
の
月
」
（
他
阿
上
人
集
・
一
〇

春
の
植
物
に
は
梅
・
藤
・
櫻
な

ど
有
便
。
似
物
に
は
雲
・

二
四
）
な
ど
。

雪
・

瀧
な
ど
可
付
之
。
…

三

墨
書
き
の
下
絵
に
彩
色
す
る
こ
と
。

「
似
物
」
の
注
：
真
実
の
花
で

な
く
て
、
花
の
よ
う
に
見

ま
た
、
そ
の
絵
。
『
源
氏
物
語
』
「
須
磨
」

え
る

物
。

（
連
珠
合
璧
集
三
〇
七
）

に
「
こ
の
頃
上
手
に
す
め
る
千
枝
・
常

則
な
ど
召
し
て
、
作
絵
つ
か
う
ま
つ
ら

季
ー
春
（
華
）
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せ
ば
や
と
」
あ
る
。
歌
例
に
「
須
磨
の

浦
に
た
れ
作
絵
を
曙
の
麓
の
霧
を
ま
く

嵐
か
な
」（
草
根
集
・
三
六
〇
六
）
な
ど
。

一
「
屏
風
の
よ
そ
」
の
歌
例
、
句
例
は

屏
風
の
よ
そ
は
す
さ
ぶ
春
風

前
句
の
「
作
絵
」
に
「
屏
風
」
と
付
け
た
。
一
般
的
に
は
「
作

一

二

96

見
い
だ
せ
な
い
。
連
歌
の
例
に
、
文
明

慶
順

絵
」
よ
り
、
本
物
の
ほ
う
が
勝
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
理
由

一
五
（
一
四
八
三
）
年
興
行
の
『
文
明

い
つ
も
同
じ
花
の
姿
を
保
っ
て
い
る
屏
風
の
絵

を
、
春
風
が
吹
き
す
さ
び
、
花
を
散
ら
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
と

一
五
年
千
句
』
第
六
に
「
帰
れ
る
雁
を

の
方
が
勝
っ
て
い
る
の
は
、
屏
風
の
外
は
春
風
が

詠
ん
だ
句
。

写
し
絵
の
あ
と
／
ふ
く
風
は
屏
風
に
あ

吹
き
す
さ
ぶ
の
で
花
も
散
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

た
る
音
な
れ
や
」
（
四
二
／
四
三
）
が
あ

絵

句
作

写
し
絵
…
作
る

絵
…

る
。
な
お
、
「
屏
風
の
内
」
に
つ
い
て
次

付
合
ニ
ハ
…
屏
風
…

（
連
珠
合
璧
集
五
八
九
）

の
句
が
あ
る
。
「
此
ほ
ど
は
屏
風
の
内
の

住
居
し
て
」
（
犬
筑
波
集
・
四
百
七
）
、

季
ー
春
（
春
風
）

「
常
盤
木
が
絶
ず
紅
葉
屏
風
の
絵
」
（
犬

子
集
・
一
二
八
六
・
正
信
）

二
「
す
さ
ぶ
」
の
歌
例
に
は
「
窓
近
き

竹
の
葉
す
さ
ぶ
風
の
音
に
い
と
ど
短
き

う
た
た
ね
の
夢
」
（
新
古
今
集
・
夏
・
二

五
六
・
式
子
内
親
王
）
、
「
松
に
は
ふ
ま

さ
き
の
か
づ
ら
散
り
に
け
り
外
山
の
秋

は
風
す
さ
ぶ
ら
ん
」
（
同
前
・
秋
下
・
五

三
八
・
西
行
）
な
ど
が
あ
る
。

一

待
宵
は
、
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い

待
宵
に
か
す
む
灯
か
か
げ
置
き

前
句
の
「
春
風
」
に
「
梅
の
花
匂
ふ
あ
た
り
の
春
風
や
待
つ
人

一

二

三

ゝ

・

97

る
人
を
待
つ
宵
。
歌
例
に
「
待
つ
宵
の

重
信

誘
ふ
し
る
べ
な
る
ら
ん
」
（
続
拾
遺
集
・
春
上
・
四
七
・
藤
原
資

風
だ
も
寒
く
吹
か
ざ
ら
ば
見
え
こ
ぬ
人

春
風
と
と
も
に
訪
れ
る
人
を
待
つ
宵
に
ぼ
ん
や

平
）
な
ど
か
ら
「
待
」
と
付
け
た
。

を

恨

み

ま

し

や

は

」
（

好

忠

集

・

二

三

り
か
す
む
灯
を
か
か
げ
て
お
い
て
。

六
）
、
「
待
つ
宵
に
ふ
け
行
く
鐘
の
声
き

季
ー
無
季

け
ば
あ
か
ぬ
別
れ
の
鳥
は
物
か
は
」
（
新

古
今
集
・
恋
三
・
一
一
九
一
・
小
侍
従
）

な
ど
が
あ
る
。

二
「
か
す
む
灯
」
の
歌
例
に
「
灯
の
光

ぞ
か
す
む
埋
火
の
細
き
け
ぶ
り
や
ね
や

に
み
つ
ら
ん
」（
草
根
集
・

五
七
七
七
）
、
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「
見
る
ま
ま
に
庭
の
灯
か
す
か
に
て
七

夕
ま
つ
り
夜
は
更
け
に
け
り
」
（
夫
木
抄

・

三
九
五
一
・
藤
原
信
実
）
な
ど
。

三
「
か
か
げ
お
く
」
の
歌
例
に
「
愚
な

る
心
の
や
み
を
照
ら
せ
と
や
か
か
げ
置

き
け
む
法
の
と
も
し
火
」
（
新
拾
遺
集
、

釈
教
・
一
四
八
二
・
尊
道
）
、
「
か
か
げ

お
く
法
の
灯
後
の
世
の
な
が
き
闇
路
の

し
る
べ
と
も
な
れ
」
（
続
千
載
集
・
釈
教

・
一
〇
一
三
・
忠
源
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
か
げ
」
は
目
に
見
え
る
物
の
姿
や

鏡
の
か
げ
も
う
す
き

ま
ゆ

ず
み

前
句
の
「
か
す
む
」
に
「
か
げ
も
う
す
き
」
と
付
け
た
。

一

二

三

98

形
の
こ
と
。「
鏡
の
か
げ
」
の
歌
例
に
「
な

玄
的

れ
に
け
る
鏡
の
か
げ
も
あ
は
れ
な
り
お

灯
が
か
す
ん
で
い
る
の
で
、
鏡
に
映
っ
て
い
る

寄
合

き
そ
ふ
霜
の
色
を
か
さ
ね
て
」
（
新
千
載

姿
も
薄
く
な
っ
て
し
ま
う
ま
ゆ
ず
み
で
あ
る
。

鏡

句
作
…
鏡
の
影
…

集
・
雑
上
・
一
八
一
五
・
九
条
隆
教
）
、

〔
証
歌
〕
何
を
し
て
翁
さ
ひ
け

ん
朝
毎
に
鏡
の
影
を
か
つ

「
行
く
水
の
花
の
鏡
の
か
げ
も
う
し
あ

と
か

め
つ
ゝ
（
堀
河
百
首
・
一
五
六

九
・
藤
原
公
実
）

だ
な
る
色
の
う
つ
り
や
す
さ
は
」
（
新
拾

（
竹
馬
集
五
八
八
）

遺
集
・
恋
四
・
一
二
六
〇
・
藤
原
定
家
）

な
お
、
本
句
に
は
『
長
恨
歌
』
の
中
で
楊
貴
妃
の
最
期
を
歌
っ

な
ど
が
あ
る
。

た
「
宛
転
蛾
眉
馬
前
死
」
（
宛
転
た
る
蛾
眉
馬
前
に
死
す
）
に
通

二
「
か
げ
う
す
き
」
の
歌
例
に
「
霧
深

じ
る
趣
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

み
そ
こ
と
見
え
ね
ど
影
う
す
き
月
の
の

ぼ
る
や
秋
の
山
際
」
（
玉
葉
集
・
秋
下
・

季
ー
無
季

七
四
三
・
入
道
前
太
政
大
臣
）
、
「
影
う

す
き
月
見
そ
め
て
庭
の
お
も
の
草
に
虫

鳴
く
宿
の
夕
ぐ
れ
」
（
風
雅
集
・
秋
中
・

五
八
一
・
伏
見
院
新
宰
相
）
な
ど
。

三

歌
例
に
「
か
き
み
だ
す
ね
く
た
れ

が
み
の
ま
ゆ
ず
み
も
う
つ
り
に
け
り
な

さ
よ
の
手
枕
」
（
風
雅
集
・
恋
二
・
一
一

〇
七
・
後
西
園
寺
入
道
前
太
政
大
臣
）

な
ど
が
あ
る
。

一
「
身
の
齢
」
の
歌
の
例
に
「
玉
椿
は

身
の
齢
か

り

り
み

ら
る
る
仇
心

前
句
の
「
鏡
の
か
げ
」
に
、
「
う
ば
た
ま
の
わ
が
黒
髪
や
か
は
る

一

二

（
へ
）

ゝ

三

99
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を
み
か
け
る
や
咲
花
の
齢
を
移
す
鏡
な

昌
俔

ら
む
鏡
の
影
に
降
れ
る
白
雪
」
（
古
今
集
・
物
名
・
四
六
〇
・
紀

る
ら
ん
」
（
草
根
集
・
六
二
〇
〇
）
、
「
つ

鏡
に
映
る
薄
く
な
っ
た
眉
を
見
て
は
自
分
の
年

貫
之
）
。
歌
意
は
、
鏡
に
映
っ
た
白
雪
の
よ
う
な
白
髪
を
見
て
、

く
づ
く
と
思
へ
ば
か
な
し
何
事
も
後
を

齢
の
こ
と
が
思
わ
れ
て
し
ま
う
、
移
ろ
い
や
す
い

自
分
の
齢
を
か
え
り
み
た
）
に
よ
り
、
「
身
の
齢
か
へ
り
み
ら
る

ま
つ
べ
き
身
の
よ
は
ひ
か
は
」
（
人
家
集

我
が
心
な
の
で
あ
る
。

る
」
と
付
け
た
。

・
七
一
・
法
印
良
寛
）
な
ど
が
あ
る
。

二
「
か
へ
り
み
る
」
を
用
い
た
歌
の
例

寄
合

雪
ト
ア
ラ
バ
…
鏡
の
影･

･
･

（
連
珠
合
璧
集
四
二
）

に
「
都
の
み
か
へ
り
み
ら
れ
て
東
路
を

駒
の
心
に
ま
か
せ
て
ぞ
行
く
」
（
後
拾
遺

季
ー
無
季

抄
・
旅
・
五
〇
八
・
増
基
法
師
）
、
「
ま

ど
ひ
あ
る
人
の
う
は
さ
を
思
ふ
に
も
我

か
身
の
程
も
か
へ
り
み
ら
る
る
」
（
今
川

氏
真
詠
草
・
三
五
四
）
な
ど
が
あ
る
。

三

浮
気
な
心
、
ま
ご
こ
ろ
が
な
く
移

り
や
す
い
心
の
こ
と
。
歌
例
に
「
か
り

そ
め
に
つ
け
た
る
松
は
甲
斐
も
あ
ら
じ

こ
は
え
も
言
は
ぬ
仇
心
か
な
」
江
帥
集

・
四
二
九
）
な
ど
が
あ
る
。

一
「
思
ひ
侘
て
」
が
出
て
く
る
歌
の
例

思
ひ
侘
て
や
う
た
ふ
一
ふ
し

前
句
の
「
身
の
齢
」
に
「
思
ひ
侘
て
」

と
付
け
た
。

一

二

100

に
「
し
づ
の
め
が
閨
も
る
月
も
さ
ゆ
る

宣
滋

夜
は
思
ひ
わ
び
て
ぞ
衣
う
つ
な
る
」
（
建

移
ろ
い
や
す
い
心
を
抑
え
、
自
分
の
年
齢
を
思

季
ー
無
季

長

八

年

百

首

歌

合

・

二

三

〇

・

小

宰

い
詫
び
て
歌
を
一
節
歌
う
の
で
あ
っ
た
。

相
）
、
「
世
の
中
を
思
ひ
わ
び
て
や
た
け

か
ら
ぬ
ね
を
の
み
ぞ
な
く
か
こ
つ
か
た

と
て
」（
同
前
・
一
三
八
七
・
左
京
大
夫
）

な
ど
が
あ
る
。

二
「
う
た
ふ
一
ふ
し
」
の
歌
例
に
「
河

竹
や
歌
ふ
ひ
さ
ご
の
一
ふ
し
も
神
代
く

み
し
る
水
の
み
な
か
み
」
（
草
根
集
・
六

一
四
七
）
、
「
山
深
み
わ
け
入
さ
さ
の
一

ふ
し
を
歌
ふ
木
こ
り
の
声
そ
さ
び
し
き
」

※
（
よ
し
だ
・
け
ん
い
ち
／
本
学
非
常
勤
講
師
）

（
紅
塵
灰
集
・
四
七
一
）
な
ど
が
あ
る
。

※
（
ま
つ
も
と
・
あ
さ
こ
／
日
本
文
学
）


